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はじ めに

当研究所が1952年に創立されて今年で四半世紀を経た。この25年間に

創立当初３研究室15名の定員が，今日６倍以上の98籍の定員と当初の３

研究室のほか平城宮跡・飛鳥藤原宮跡の２発掘調査部が創設され，加う

るに飛鳥資料館，埋蔵文化財センターが付設されるなど文化庁の付属機

関としては大きな機構にまで発展してきた。これは当研究所創立の|_|的

である多大の資料の所在する現地の利点を生かすとともに，文化財行政

のニーズを先取りし，所員一丸となって業務に専念したことの評価によ

るものであるとともに，当研究所の事業拡大によせられた文化庁の熱意

とこれをささえていただいた各方面の御支援によるものと深く感謝する

ものである。

当研究所年報も1958年にそれまで出していた事業要覧に研究成果の略

報を載せたものにしようということからはじまった。当初口絵２頁，本

文42頁しかゆるされなかったが，各号編集者の創意と努力が重ねられ

て，２０冊目の本号は口絵カラーを含めて10頁，本文80貝と充実されてき

た。その間に本文縦組から横組に変える論議など今は一つの思い出とな

っている。この20冊の年報を通覧すれば研究所創設当初の南都七大寺の

調査を中心とした活動状況から，飛鳥寺，川原寺等の飛鳥地方の調査，

平城宮跡の保存から飛鳥地方保存への発展，町並調査への取組み，埋蔵

文化財センターの必要性などの研究所の歩みを如実に物語る貴重な資料

となっていることがわかり，年報のはたした役割が大きかったことがわ

かる。本年から春日野庁舎の移転も軌道にのるなど研究所の将来への発

展が予想されるが，従来にも増して各方面の温かい御支援と御鞭健を願

ってやまない。

１９７７年８川

１

奈良圃立文化財研究所長

坪井清足



海住山寺総合調査報告 (2) 
美術工芸研究室・歴史研究室

iii正住山寺よりの依頼による調査で，IIH和49年の総合調査の後を受け，II［！和51年度にその未了

部分の調査を完了した。 その調査目録は別途仮目録として印刷lζ付したが， 乙ζではそのう

ちの主要なもののみを攻り上げて紹介解説する。 なお今回も奈良国立博物館菊竹淳一・阪間宗

彦， 大和文警官't'i吉田宏志氏の？ilil協力を頂いた。

1 . 絵 画

。両界員茶線図（絹本若色〉 2踊 室町時代 （金剛界〕縦112.8cm， 横98.2cm CJ！台政界〉縦

112 .3 cm， 横99.8cm

鮮やかな浪彩lζ， 金泥椛り上げ彩色を用いた作品である。 図像的な厳密さを失いつつ， 現図

長茶経系の図像lζ従っている。 糊縦れとそ著しいが， 本地の保存！ま良好で， その主主留に「南都

芝野林口準」とある。 乙 の巻留；fhl:rはにわかには信じがたいが， 派手な彩色と弛緩した肢体の

表現などその作風から見て， 南部仏画iである乙とは問地いなし、。 室町時代末頃の南都での製作

と考・えられる。

なおζの他海住山手Jーには， 紙本者：色両界長茶線図 （江戸ii寺代）， �fl本着色金剛界史奇u-n図

〈江戸時代〉， 紙本木版下図彩色両界史主主経図2組 （江戸時代一うちl組は天i列5 fjりなどが伝わ

っている。

0浄土l玄I c兜率天公茶¥fg図〉 （絹本若：色〉 1幅 鎌倉II主代 縦177 . 0 cm， 横205 .2cm

やや横長の大柿の汀P土図で， 岡田の両側lζ斜め梨lζのびる後l品］の百？土を対位して拙き， その

聞を大きく宝池としている。 他の＇P央lζは舞楽段が設けられている。 左右の両浄土では後閣の

l 「 l f(llJJ)Kがおり， 多くの菩薩が間続している。 当j隊長：奈k¥tl図などの阿弥陀浄土図とは全く桃図

をJNtζし， むしろ弥似jの兜率天作土図｛ζ近い。 弥肋上生経lζ必づいて弥制が上生した兜率天に

おける四十九院の微妙室宮を描くものである。 兜本天長主伝統図は， 大阪短命寺本〈既調査済〉

などが知られており， それによれば明らかに本尊は未だ菩礎である弥抑jとして悩き， 宝宮の凹

門や主随が加えられ， 弥納浄土であるζとを示している。 しかし本図においては2つのか土共

その本尊は虫！l)KJ彰をなし， 弥初浄土としてのl珂徴を認めがたい。 一方釈迦と阿弥陀のj争土と見

て， :ii1仰の浄土図とも解されるが乙れも1i(iiJil:はない。 しかし他iζ矧例のないr.；�土図としてその

図像的な検乃はなお今後の研究lζ侠ちたい。 木図は後Ill:の補修が多く， 著しく闘而を！:LIねてい

る。布Ii制，fi日彩はもとより， 大日［1分lζ布ll筆が人っているが， うぶな官官分lζは柔軟な脇述な揃線

lζよって変化｛ζ山んだl当 JlJ な肢体の表引が認められる。 鎌倉時代1!1JDJの製作になると考えるの

がね当であろう。 〈口絵参日｛｛〉

0十一 1ffi悩背米迎図〈絹＊者色〉 l机 ＃.IIIJ時代 縦101 .8cm a民37.Scm

内主lζ来り大梅原をi越えて米迎してくる51tJ！�：の十一而観音を1Wiく。 独-X.'j.でJ.l i象の十一ffij観音
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海住山ミ子総合調査報告 (2) 

米迎図は京大寺本（紙調査済〕など数点知られており， 南部系十一而観音二米迎図として一括す

るζとができる。 いづれも南省11における観音信仰の所産と見られている。 右手を施1！！�畏とし，

左手lζは迎撃を河iした水瓶をとり， 十三条の放射光の顕光を負い踏：J;1Jの蓮華lζゴよっている。 H音

�色系の鈍重な色彩は主IIIJI時代仏i匝itζ通有のものであり， 切金・金泥による衣の文紋やj伎のJil'i

き方lζも形式化が著しい。 主IIIJll!j代後半の製作と考えられる。

0釈迦三尊十六羅漢図〈締本務色〉 3幅 南北lWJII Ht C:ill武5 ij三〉 ,i1師縦150.3cm, 横80.5

cm， 右師縦151.4cm， 桃68.8cm， 左腕縦150.5cm， 柿68.8cm

釈迦三尊の幅と各々八休つ
’
つのHl＆を怖いた京王i阪とで三幅対をなす。＂I師は， 大きなzf身

光を負い結liJAJlfJ�坐する金身の釈迦と， その左右にそれぞれ獅子・象lζ騎乗する火妹・；lf{-ffのこ

尊を描く。 獅子の手綱をとる俊民王と， 象使いがMiき加えられていて注目される。 乙の釈迦三

功：は岡山頼久苛：の釈迦三時図の凶作lζ制郎まで一致する。 ーブj左;ti·師の十六ff(:r:'JJ.は侍者をflっ

てI 1rj1 lζ配され， その図像は京郁夫宇手jの十六師本の羅漢図の1jコより主としてi:iliびながら， 他

の系統の縦訟をもiltえ相当呉研交l記した十六続出を桃成している。 1 j1でも波；）＜f巨漢を抑lき，｜きl

i象的｛ζ注目すべき点がある。 南北•：1111年代lζ特有の•F j以な作風で， 9Jlζ狩のJWi訟にJflいられてい

る輪郭総や点苔， 持の！WJJIJiの；，！，＼のぼかしによくその級式的特徴を表わしている3 木図は校-i"f lζ 

三幅共的同文の旧事,irを）！， ＇； (Jjしており， それによれば位武5年奴ill国inf辺Jy,j条鋭校村二（：新別所

においてIJIJI［《場f:11i川刻l上人， ブ�店!/i?i的.illiWI r附！とよって(J1,11され，！さ｜絵tJ.l唱は法l:IJ l1Jlitr
’
lと知るこ

とができる。ff<式的｛ζ」lても�JLt5 {j＂の製作と考えてよく， 製作年代と市者のlリjらかな114北，：v1

ll!j代仏JliljのlJiif/i （
＇ド例として山王な「｜品である。

釈迦Fi＇.�：トノミ総決｜史！のうち釈迦三，：�：lliil 地阪卜王｜苅のうちm－�；，1会広王
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家j；主国立文化財研究所＇.ji報

0地蔵十王図（紡木造：色〉 11杭 元H年代 j也版図縦101.9cm，横47.8cm，十王図縦99.0～105.0

cm，続44.3～44.?cm

いわゆる陸信忠織とされる地球・十王図lζ回し，j也肢の図像は間山宝師寺のj也践に，十王図

は京都大徳寺の十王図によく細部まで一致する。そのいずれもが元ll!j代とされており，本図も

落款・印立は見当らないが，陸信忠様式の特徴を追憾なく伝えている。附寒色のJi彩とくせの

強い制iiJ�によって緊衝な岡致を表わしており，日本での'iii;写本と見るより，元商と解すべきで

あろう。 陸信忠織の地政・十王図は他lζ滋賀永源寺本などがあり， それらの図像を比較する

と，いずれも相互に図柄を反転したものや，前面の地獄の部分や背後の添氏物を変化させたも

のなど， 基本的lζは数少ない図像を巧みに利用しているζとが知られる。 文当然同図柄の作

品も幾組も作られて舶ii来したことが予怨される。本 図も先の宝福寺本・大徳寺本lζ時同大であ

り，そのような作例のーっと考えてよい。

2. 書 跡

1975年度年報の調査報告（ 1）では， 泊五未了であった「大般若経J について報告 する。

O大般制緩蜜多経（銭安ゐo，内邸6 欠） 5附

紙本；:!J·；�：：，平安l時代克治頃写（但巻f:IH46, 253, 278, 279. 476, 477, 4781'1鎌倉時代裕写，また巻

ITT181～200は在日版版本〉，折本装（，＆子本改装〕，料紙貰斐紙（格交り），ユn界線

〔法E〕（巻第1 ) 縦23.0cm，横8.2cm, 45折半，ー紙長52.?cm，界高19.8cm，界阪l.6crn

「大般若経」600ど主のうち，巻第6 を欠くほか599帖現存し， 名100帖が＋J材の経箱 6個Iと納

められている。経箱は被荒でI J1 t'CilO段iTJ：ねであり，J庄内面などに「I L1州相楽mi版j点郷／海住山

／観音立常｛｜ ー物J 「主永五｝皆戊子九月吉辰修布llJ (/('i.改行を示す〉 とill2i=ーされ， 「抱」 「虎」

など六�の鐙豆rrm;_1_：：がイJされている。

ζの大般若経は本来桂子本 であったのが折－本装iζ改装され，経箱と同じく江戸時代宝永5年

(1708) 出に海住山寺－Iぬの降尼珠院光賢等が行なった修布llのときの白茶地lζ朱二重益法相 �w

店草文を木版刷した表紙（起iAA中央〉 を有している。 なお改装時lζ，｜日表紙を後till表紙下貼り

lζ転用しており，一部lζは外題を存するものもみられる。その旧表紙には丁子散しと渋引きの

2種あるが，外j邑の筆跡等からみて，それぞれ南北朝および室町時代のものと思える。後初表

紙下JI占りには，また巻尼 l和h付部を切断伝用したものもあり，それには奥苫の残っている場合も

あるが，その奥·r!Jーはおおむね別巻のものと考えるのがよかろう。

ところで占写年代は，数在のtill写経と南北1:vJJDJ摺写の春日版版経を除いて，筆跡・料紙等か
｛別鯨）

らみて院政JDJのものと考えられるが，�.＇Hζ「克治六年七月四日百写巳71)}:f:ijif白快迎／『詑尾

山之絞也」J c巻第54）のごとく， �治6年〈巻第54・112等17巻〉・ 7年（巻釘303�守7巻〉・ 8 :'i:j三

（巻俳195のl巻のみ〉など， 克治6 (1062〕～S年の年紀をもっ苫写拠出：がみえることからも，

そのH寺j切に 3写されたとみるのが妥当であろう。 また巻第494の奥；_1_:: c年紀なし〉 によると，花

尾寺住｛曽和告を臨i主として， その勧進のもと近隣の結縁衆の助成をえて， ：写経が遂行・された
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tliH1山寺総合調査特！？与（2)

ζとがしられる。w:a以子は純りともかかれ，児治凶の人である （巻安：497）。 名＇i総1従tζは河内讃

�illl山家郷や摂津西成7lll柴的村の住人がみえ，在地 fiJi 主が「弘！｜立安店後 Iii:菩f)lj 「以災延命i首

長編芳；J �；を祈念して，私＇i縁衆やその縁者自ら，或はまた i凶lζ依却して大般若喜子ーを』写し，沌

J亘ミ＇／に森I欲したものであろう。料紙lζ黄色のほか，1炎泌・政弘i色のがあることや， 筆跡lζ10とき

まとまって同筆のものがある反而， l在数箔でかかれているなどー織でない。なお央；i:=lζは，

「1屯尼寺之経也」 （どちffi38等〕，「滝尼寺」 （也、負il316�事），「i,'t尼寺之＊」（巻節336�；） のみのものも

みられるが， ζれは古：写よりやや｜経る院政JりJ g'jの士I!と考えられる。沌尼寺については未詳であ

るが， 四条畷TIT南野（旧河内讃良）A\fj]可村市野）の屯j尼寺ーがその付近のNn,·t • i屯対｜！などの地名lζ

より閲主liがあるのでないかと忠われる。以後／，＇�尼マ＇j= tc；伝わったであろう当経は鍬合II与代を通じ

て，破損主主首j琶のrin：写（巻第18�）.欠火巻の1ill在がなされている。

とζろが南北開j切にはいると， 巻末till：写の場合lζは 「 ｝fll tι弐年七月 －

u
・五日 於天神宮』・�

畢」〈巻第405）とか， 修補のときには「j皆必弐年詰七月U三日之修復／山和IJj天下｜γ!1I1，前l経也」

〈巻貸1447)の修補奥苫を認めたものがでてくる。 また「j下手(I山店街i経也」〈巻お347�）とのみ

記したのも数栓あり，ζれらも南北朝JVJ箔と考ーえられるが，乙のことから， 乙の大般若経は熔

応年間(1338-42） には沌尼寺から岸和III庄の天神宮lζ移されていたことがしれる。 岸和Ill庄

は鎌倉から南北朝J切にかけて妙法院文占（ζ新日吉祉制とみえる荻悶1\111とあった日1間（現門ょ＇.HlfJニド

和問〉であろう。 ややl時代が下る（応永tJl〕奥；＇F・ ！と 「河内凪讃良7lll八筒所岸和[II佐多宮市・f_J:：山

（下略〕」（巻第600）とあるが， もしこのjギ拘l LL!佐多宮が天神宮と同じだとすると， 到すLJ di佐

太（11:1次回1ni庇m村佐太〉にある｛左大有1,r-1：が乙れにあたる乙とになる。 佐太神社もまた'i":' JJ;Liutt 

を肥る社である。結良7llli'＼ま不1:1111佐多目とあるのがIHH逝であるが，他どさにも「i11.f内国讃！＊. /HIJ；，：羽I

m庄於天神宮／み：写皐J〈巻釘167）とみえ， ;;1利IJJJ.王j或が両/l111と跨がっていたか何かで，讃良

市山J羽田とかかれたのであろう。しかしJ;11-r1mと佐太 M凡i，とは宕干距離があり， またj �l和1111ζ

菅原料i社という社があることからみて天神宮すなわち科大制作l：とは断言はできない。沌尼寺か
（別'fl，院政IUJ)

ら天神宮lζ移った11.yJりJは， もし次の災 ， 'l＝「J;1和Ill／「沌ii守之木j／亡二二コ皮LF-1f必tlisi波也J

Cl..3第336）を関連ありとすると， 元徳2年(1330）かと思えるが， なお検；；Jを嬰する。

l判北i：�Jから＇.€｛1HJ 1l1i J切にかけて当経が天や111>；にあったζとは，之さ第l, 100, 300, 400, 500,

600の巻末に， 応永年間天·M11=r • 'i；：法苛でのよ
＇

IKを；己した事，'l
＝

ーがある乙とでしられる。その後

天文年間の校合や，主IIIJ後!DHζ巻末1ζ党字J＇.！；言（光明l'.]；言�；・三顧〕がかかれるなどののち，点目

版版経20巻が締迭され，江戸時代にいたり海i主山ミ�
－

，，ζ入ったと忠われ，'.3l：永＂FflOIζ修補が加え

られたのはiJlj illのごとくである。海ii:山苛では「十一面倒自在←�＇i玄j)1j f-1物J 「矧1.:.r：左前什物」

として本1;:.: C観音1:!,:) lζ安it，：され，月次l伝説などにJTJいられていたようである。

なお，g\1F校合lζは1!Pc'.T-llをのもののほか， 以後鎌合一五！！りにかけて数駆あり， また鎌倉後期

・出Hり

- 5 -

〈百総 iリJ:r.,U・絞村 宏〉
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法ii命寺・法起寺彫刻調査
美術工芸研究室

法輪寺・法起寺とも奈良県下屈指の古来ljでありながら， 両手J二が所服する彫刻について；rr細な

調査が行なわれなかったのが現状で， 今回の調査で幾つかの新知見を得る と とができた。 ζこ

では上代の木彫像を考える上で重要な手懸かりとなる法輪寺木造薬師如来坐像（重要文イtilt),

今までほとんど注目されるととのなかった法起寺木造十一llli観音立像の二件についてその調査

結果を報告することとする。

1 . 法輪寺木造薬師如来坐像

イ象 はITJi上に跡、！芝を植つけ， 耳裂は不買， 三道を刻まず，｛ぷi杉の上lζ迎肩の大衣をまとい，l血

Qtの大半， 左耳染， 左手第五指，｛象底左半材，豆

立；MはI.if］治42年の｛彦｝当！の際lζ布llわれたものである。 台座は各段1iJ= ＇ζ品目立

てられる椛造で， 上下分共， 各段は四方勿｜寄或いはがj後二～三材矧，

服部をrj,心lζ各内枠が設けられている。 」二段分の上限， 受
－

11:， 腰部の

来， 下舷二段， 下段分の下枢上段の両側面材， 同下段の全て， 内枠な

どが明治 の修理の際新有Iiされたもので， この他－/'al（こ古材が'Iii;用され

ているt�l分がある。 なお， I；珠］彦， 竹竿j巴の柄をつけた光？？も全てlljj

治の修理で新調されたものである。

木｛象は法隆寺金堂銅造釈迦三尊像の 1p�＼（とのJ儀式上， 或は形式上の

類似から飛鳥時代のJ上利J段式の；；／（），＼予像として早くから注目されていた

が， ζのII年代は鋳銅像が主流で， 木彫 ｛象について詳細！な研究が行なわ

れておらず， 今回の調査や1173和41イHζ 行なわれた，·111;x守木造：，gl蹴半幼l

像の修理などが契機となって， 飛J.�11寺代の木彫像の研究が進展するこ

- 7ー

郎lζ裳の結び級の結び目をあらわす。 各JiTi li'r， 左はii奈上で立を仰ぎ， 五指をわずかに！日｜げて来

誌を執り， 右は1t：：を前にして立て， 五指をわずかにJillげ， 右足を上lζ結協1扶坐する。 大衣の裾

を台座前町lζ垂らす。 台座は大小宣字座二．段重ね， 上段分は上枢， 受花，！限； 札 反花， 下程二

段からなり， 下段分は上位二段， 受·；／E, J毘｝ 札 反 ：／t， 下厄二段からなる。

イ象（本イ本） は精材， 彩色（漆下地， 殆んど！／（lj浴：）， 彫i眼。 ITJit\11, 休l習を:iillしてrj:i心部をー材と

し， 休部は と れに日， 胸， j医，布Ii, �·r面などほぼ全而にわたりftさ4～lOcmtTIの10数材をJI占合

せている。イ象底は台座上lζひろがる衣の裾を合め約4cmJ立さの絞（左右二材及び他に小材凶）を当

てている。 と れらの材は引状いずれも釘留としている。 こうした像の級幹部｛ζ両手首を各差込

矧つけ， 両mn官官は木芯を龍めた杭ー材を灼｜つけている。 台座前回lζ垂れる袋先は繊ー材製， 左

右IζL字金具各ーを打付け， 各その一辺を｛袋店と台座上而の聞にまー込

んで留める。 なお， 鼻先， 担， 右手第四指， 撚l'f而などが後有I)で， 般！



とと思う。 今回の調査で特lζ注目

されたのは本｛本の水干！？の技法であ

る。 本（象の場合， 前述のように基

本的には一木造といえるが， 体躯

の凸部！ζ｝＼In疫を当てて矧足してい

るといった感じで， 木彫像におけ

る「彫り」，「刻む」技法lζ却！像な

どのように rnf上げる」といった

芯識が加味されている。 平安時代

以降の寄木造の像にみられる， あ

らかじめ計画された木取は行なわ

れていない。 ζのことは巾宮寺菩

奈良国立文化Jl,j・研究所fj，.科1

］！.！！姉如来椛造図（ー〉

薩半湖｛象の木容やili銅像のljJ型を思わせるような底部からの内制の状態， 或は法隆寺百済観音

立像にみられるような乾漆を一部lζ使用した塑形技法など共通する意識が働い て いると解さ

れ， 平安H寺代以降の一木像や寄木造の｛象にみられる木彫像とは異なり， 木材という材料の特性

といったものはそれ程芯識されておらず， &Jj銅像や塑像などと同様の塑形技法がその基本とな

っているものと考えられる。 本像は将lζ飛川l!.dtの木彫技法， 或は彫刻芯識を知る好資料とい

うζとができょう。

2. 法起寺木造十一面観音立像

頭上』と釣S訴状の警を粘い， 頂』ζイム面一， 天冠台上！と連花座付の化仏立像ー及び菩薩而� j-jflj 

を付し， 壁際まばら彫， 耳裂は不買， 三道をあらわす。 天衣・条掃をかけ， 装（折返一段〉を

著け， 左手を周作して胸元で水JHi：を執り， 方手は垂下，：立を正面lζ向け， 直立するi歯形の十一

面観音像である。 台座は自然木の根元を利用した岩座で， 現在任l上に 2 分の 1 程があらわれ，

以下は剖の中lとかくれている。 本休は杉材製で， 級幹部をrj1央に木；芯を館めたー材から！形成，

後頭部，，＇rrp, l民以下から背剖〈制｛'t像内貫通〉を施して木芯を除去， それそ
’

れ偏40cm前後のj/;{

板を当てている。 頭上の各而及び化仏をがiつけ， 左手は日， 肘， 手首で各矧つけ， 右手は訂以

下ー材を汚｜つける。 足部は左足首が朽損したため後補されているが， 当初は両足首とも台座の

一 郎〈岩座に差込む納も米ねる〕を含め本体と共木からJ,t 出している。 岩座は杉の線元を利用し，

上半部の前後左右lと別材を矧足している。 頭上Hu， 化仏， 両もみ上げ， 冠釘Ii， 冠級，j淘飾， 後

頭部及びl毘以下の？？板， 両詞以下， 左足首（像依から｛象内に差込んで留める〉， 右足内側の一部な

どが後補で， 乙の｛也， 本体の左側の損｛おが著しかったため， 左脇から腰にかけて数ケ所｛ζ埋木

があり， 右側の一郎にも同級の埋木がある。 肉身 i協の漆箔， 衣l司lの彩色（いずれも泥地〕 も後｜止

の仕事で， 持物の水j涜〈木製， 告を箔〉， 挙身光（木製， 漆箔〉 台座の矧木なども後世田布nわれたもの

である。 なお， とれらの後初i部は右足納K元禄7年(1694）の修理銘があり， 恐らく乙のII寺の

8 



法輪寺・・法起寺彫刻調査

同 友〈二〉

ものと認められる。

同 左（三〉！応｛°ljl

法起寺前堂の本t予1ゑで3.4mを上廻る日休の級怜 i取をー材から｝.＇.�成するー木造－の阪である。

頭部，｛本！］＼＇，＼とも幅と奥行とを十分にとっており， やや寸のつまった而相部には｜限必立ちを大振

りにっくり，)J旬や肢のふくらみには抑揚があってくびれをはっきりと刻み， どっしりとした軍

みが感じられる。 衣部には翻波をまじえた太自の衣文をあらわし，，，迫iYrl乙jff，＼ヌ；を配しており，

全休に平安初期のー木像lζ通じる古式の像容を示している。 ただ木（裂の場合， i本躯の表現lζ柔

か味がみられ， 衣文総lζ鋭さが減じていると ζ ろなどを考雌すると，1UiJ作年代は平安I「1JDJ, 10 

世紀末切と推定される。 との｛象で特lζ注目されるのは自然、木の版元を利用した岩座上にJf.つこ

とである。 一般に立・坐像を山わず仏， 菩阪の｛忽は；lli花座上lζit，：かれており， 岩座を配す例は

特殊なものに限られている。 立木仏の作例がほとんど例外なく岩j主上l·Cillかれており， 本像も

現状では立木仏として把られていて， 木像の）修からもその可能性が

強い。 ζ こで問題になるのは本休と岩座との関係で， 造像当初のも

のであるか否かということである。 前述のように岩座は自然木のま

まで全く彫刻されておらず， その形を様式上から判断する ζ とは不

可能である。 しかし岩座上回lζ’fたれた納穴の状態から元禄修理H与

を遡る ζ とは迎いなく，Jl1材が＊休， 岩凪I：！�＋�材である ζ とや，j込

納と岩座の桁J日状況がかなり似ていることから， 或は本体と岩－座が

同木から木取りし制作したという可能性が強い。 勿論記録w：でii（（め

得ないが， 造·{j量当初）り￥.それに近い頃から木像lζ付属していたと判

断されるものである。

木｛象は平安tj:iJPJの巨像の作例として評価される乙とは勿論である

が， 立木仏であるとすれば現存以古の作例であり， 彫刻史上i'l宜な

存在という ζ とになる。 （問中 義；，住〕

9 
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東大寺普財童子絵巻について

美術工芸研究室

東大寺絵画調査は， 9月 8臼よりはじめて調査回数はすでに23回を数え， 乙れまで約100（刊こ

の調資を行ない， それは全体の約 6剖lζ当っている。 なお東大寺絵画は先に南都仏教絵画の研

究の一環として， 昭和46年3月当研究室が「東大寺絵画調査目録Jを作成し， 一通りのリスト

アップが完了している。 それに沿って訂－細な調査を行ない各作品の訓告：を作成し， 京大寺lζ残

る絵画の全貌を明らかにしようとするものである。

とれまで調査を行なった作品のうち， 今回乙ζに紹介する「普財童子絵巻J 1栓は， 医｜宝に

指定されている東大寺政菩財宣子絵巻（奈良国立博物館寄託， 以下国宝本〕及び， 巷聞に流出した

その断簡を含めたものの枝写本である。 断的として切断される以前の全段そろっていたもとの

姿を伝える点で口重な資料といえる。

原本lζ当る普J村童子絵巻は別名筆J政五十五所絵巻とも呼ばれ，ぎj！厳経入法界品ICt占づいてお

り， 問中の色紙J巳lζ；！：
＝・かれた讃文は北宋揚傑の「入法界品讃」から採用している。 普M童子は

文殊菩躍の勧めに従い54人の普知識を訪ね， 最後に普賢菩薩の下で大衆の行願を得るというも

のである。 全段55段lζ各干g知識を歴訪する普財·m子が拙かれている。 爽やかな淡影の彩色と軽

やかな筆致による消純で親しみやすい岡市がくり展げられ， その不思議な魅力で多くの人に感

銘を与えている。 そのうち京大寺国宝本は， 途中第22段から第31段までを欠き， 叉巻末の第48

段から第55段までを失っている。 すなわちζの部分は断附として諸家に分服され， 第22段から

第31段までは隊凶美術館， 第48殴， 49段は上野家， 第50段から第53段は友問家， 第54, 55段は

東京同J／.博物館にある。

この校：写本は紙本淡彩で， 縦29.7cm， 繊26～27cmの料紙72紙を継いだーどきの巻子本である。

原本と同大であるが， 紙のt'li巾が原本lζ比ぺ小さく， 紙調tは異なる箇所lζ当っている。 全段55

段を完備しており，l原本と同様各段のl玄切りはなく， 色紙｝巴1-1·1

の議文を伴った各場而が／I的次拙かれる。 巻頭第l紙右下l判｛ζ朱

円印を有する以外lζ落；訟・印主主はない。必�写された11.1 JDJは後述

する状況から19］治20年頃と推定される。 淡�Hの輪郭線はなかな

か巧みな線で原本をJよl実lζ写し取り， しかも怨！と勢があってfl

：写の際にしばしば見られる準の渋滞は少ない。 賦彩も版本のも

つ明度の高い淡彩の美しさをよく伝えている。 朱・丹・白lffな

どは原本の色調｛ζ合せ， 乙とに衣の挫の限取りなども正しく表

わしている。 19］るい絞を施し， Jユつj京本｛ζ凡られる顔料の｛f:ili在

した緑青焼けの状態もよく表わして， 原本のもつ爽やかな色彩

を写そうとしたことがわかる。 又黄色は原本では恐らく下に白'i!(,j材童子商｛象

nu
 



エ巨大寺普l!十m子絵巻について

色顔料を塗り， 上から有機質のn事貰をかけたもので，現在はやや貰かっ色を，：：：：びているが， 校

写本ではその変色した色をよく現わしている。 色紙j仰ζは原本と同じi讃文を��：：・込んでいるが，

l原本の持つはみ出すばかりの力強いこ；l：：休ではない。 原本を忠実にEつ的l1Yi:（乙伝えたこの岐本の

筆者はIYjらかではないが，ζの岐本とほぼ同じ頃にいくつかの絵巻のすぐれた校写がつくられ

たようで，H寺々巷間lと散見することがある。

乙の校本によっていくつかの事実が確認できる。 まず国主＊では第一段文殊g,c薩指南の段か

ら始まっているが，助的！の讃 F羽では冒頭！日批盛雄JRSJ1.11＊讃があり，それに対応する絵が以初に

あったかとも考えられていたが，松本は国宝本と同様であり，当初jから眺』Rlllli孤立IJ米の段はti'i'i

かれてなかったと解される。 更に国宝木の第21段は，それに続く第22段から第31段までが藤Ill

美術館lζ流出したため，第32段と直接継ながっているが，その継目を利｜工するため，第32段の

普JIJm子の郎分を切り取り，第21段の＊＇ζHJ；布している。 そのような断的切断時の改変が乙の

松本！ζよって耐：認される。

問主木については従米より京大ミケにおける伝来など一切りjらかならず， 明治の碩学W，川j,'j��i

をして「此絵巻ノミ独リ世ニ埋没シテアリシハ不様ナリ」crnrt1l-:176号19］治3811三1 n ただし執情17.

19］治24if-）とl出ぜしめたほどである。 そしてその後何H寺如何なる平-ti'；で断的として先i<l5の郊分

が流出したかもIYJらかで‘

はなかったが，この校本lζよってその一端を知ることができる。1(1111

孜氏によって「ただ明治20ij三国lζ松写の九lζ寺外に搬山され，そのう己全な岐本と入れ祁が幸lζ

辺納されたことが9-flられている」Ui'i'附180号11{1 有ll8年11)3)と伝えられ， 乙の脱水がそれに当た

ると解される。 しかもこのH寺Nfrr,1'jが切断されたととを示唆しており， 校写はそれを1)1j:I];'.とし

て行なわれたのであろう。 ；1c1家lζ向1t1txする悲しむべき辿�を前lζζのfl本が作られたといえよ

う。 以上普JIHii子絵巻の松本の制介とli'(ti認された問題点を略述した。

乙の他京大苛ーには苔Jl,l':rii子関係のもので，おj本省：色普jぽ.w：子図 1帆がある。 合掌してl民をか

がめた， 普知識を庇�jする時の普M益子の盗をNi'iいた身i��I像で‘ ある。 普Jl,:l'ii'i:子は54人の義知

識をJft:lf}jする図や，そのー脇田であるtillliと洛山lζ矧 ＇

！＇.＼＂菩躍と対座する悶としても怖かれ，又波

海文?i:J；を先導する並子としても表わされる。 しかし木図の]J.1晴l)J.3リ1 f象の辿例は�五めてまれであ

る。 文献上では三主絵詞lζいう法務寺花般会の造｛象が著名である。 またl珂:r1，；のJ；手｝9f.（乙よって東

大寺で普知識供が行なわれたζとが知られており，凝然の所述苫目lj.1 lζ菩j対話子前式一巻が見

えている。 又後｜止の記録ではあるが京大寺年中行事記字保111i1：寺とiJJ1lti必目録「11 lζ苔ME子の木

像が記録されている。 本図もそのような告知識Dt K用いられたものであろうか。 くせの11'!llい揃

紘とH芦怨色を主とする宜上メな彩色であり，又羽衣lζは金泥によってJ;.!f]字決；，開花女；などが施さ

れ，かの絵巻lと制lかれた章子とは対夜Ji的なl'J:風を示している。 むしろ町民間とされる楊柳矧首

図lζ怖かれた普Mfi:t子の倣容や表現が本図と相通ずるとζろがある。 よって表引上の特色や日

毘仏阿との関係を考えても本図の製作は南北朝l時代を遡りえないと思われる。 なお本調査には

大和文務自1林i佳氏の協力を得ている。 （百柿 i列車10
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奈良県民家調杏
建造物研究室

昭和5 1 年度に奈良県民家緊急調査を同県教育委員会とともに実施した。奈良県ではこの調査

を昭和4 1 年度に実施したことがあるので，今回は２回目である。調査を再び行なった理由は，

前回調査が，１）調査対象が1 8 世紀末頃までの民家に集中し，主として江戸時代前期の奈良の

民家の状況を明らかにしたが，江戸時代後期について調査の密度が薄かった。２）対象民家の

規模が主に中型以上の民家を対象としたために小型の農家を含めて変遷を考察することが十分

でなかった。３）未調査市町村があった。また，前回調査後，４）大和棟の成立の上限を考察
しなおす必要が生まれた。５）当時にはまだ建替えの心配がなかった江戸時代後期の民家に，

改造や建替新築の危機が訪れていて，消失する前に調査する必要がある，などであった。な
お，今回の調査には，上野・中村・松本が参加した。

調査は第一次調査として，県下3 7 市町村に依頼して古民家をリストアップしてもらった。そ

の際，前回調査や昭和4 1 年度以降の市町村独自の民家調査，さらに奈良県の民俗調査などで調
査対象となった民家は除外した。今回の調査では，このリストアップされた民家を中心に調査
し，既往調査のリストの中からも重要と思われる民家を調査に加えた。したがって今回と既往
の調査とを加えるとほぼ全県下にわたって実施したことになる。今回リストアップされた民家
は約5 6 0棟，そのうち調査したのは約4 2 0棟である。

奈良県下の近世民家は他県に比べてきわめて多い。なかでも1 9 世紀前半の民家はおびただし
い数が残っている。しかもこうした古民家は，単体としてはもちろんのこと集落や町並として
も多く残っていて，簡単な予‘ 備調査では伝統的景観を‘ 保持している集落・町並は少なくとも県
下約2 0 0 カ所あることがわかっている。今回の調査ではこうした集落・町並の所在の発見にも
務めた。また民家の古式な間取・形態が根強く受継がれてきている。例えば土間とクチノマ境
を土壁にする閉鎖的な古形式が江戸時代末期の民家にも見られる。
今回の調査の結果，県下の民家の平面・構造などについて，その地域的特徴，歴史的展開に

■ ﾛ 麺庫 H . F薬篭
第１図奈良盆地の集落〔大和棟の農家〕 第２図南部山間地の集落，板蕊の農家

－１２－



奈良県民家調査

ついて知見を深めることができた。前回調査の成果とあわせて，奈良県民家の概要を述べる。
なお，前回調査の大要は，『奈良県文化財調査報告第1 3集・民家緊急調査報告書』としてまと
められている。

前掲報告書: で，奈良県民家の状況を次の４項にまとめている。１）奈良県には古い民家が全
国的にみても多数進存し，そのなかには1 7 吐紀まで遡るものも少なくない。また，これらの残
された民家は質的にみてもかなり良いものが多い。２）個々の主屋のみでなく，屋敷構えがよ
く保存されている大型民家が多く，それらは時代が下るにしたがって，いわゆる大和棟になる
傾向が一般的である。これは山間部ではあまり認められず，奈良盆地に類例が多い。３）奈良
盆地の民家は一般に４間取あるいは６間取の平面になるが，山間部では３間取ならびにそれか

ら発展した４間取の民家が多い。平面の形式自体1 8 世紀までは別系統に属していたと思われ，

奈良盆地と山間部の民家が併列して発展していったとみられる。両者が交流・融合するのは１９

紀世になってからであろう。４）奈良市・大和郡山市・概原市今井町・五条市五条町及び新町

などでは，近世町家の遺構がきわめて多くみられ，またそれらには1 8 世紀に遡るものが少なく

ない。町家平面と農家平面を古いもの同士比較すると，１７世紀に遡るものは構造自体は異なっ

ているが，平面的にはあまり差がないように思われる。

さらに民家の平面の分類とその分布について，前掲報告香では，農家について，（１）大型‘ 住

居にみられる古式な５～６間取，（２）平地部でみられる喰違い４間取，（３）、ＩＦ地部のほとんど

の民家にみられる整形４～６間取，（４）東部山間地でみられ３間取，（５）東部山間地でみられ

る喰違い４間取と整形４間取。（６）吉野川流域の喰違い４間取と整形４間取，（７）西吉野地方

の３間取，（８）西吉野地方の喰迷い４間取と整形４間取，（９）十津川地方にみられる桁行に

長い間取，（1 0 ) 北山地方にみられる３～５間取の1 0 種類に分類し，（２）と( 3 ) ，（４）と( 5 ) ，

( 7 ) と（8 ）は同系統としている。

農家であっても中世武士の系統をひく上層農家や大庄屋の民家（Ａ型）では，一般農家の変

遷と様机を異にし，江戸時代初期から４間取を成立させていたが，これら上層農家とあとでの

べる町嵯（Ｆ型）を除くと，奈良県民家の平而は，十津川地方などの南部山間地のI i I 間地型と

第３図東部山間地の農家 第４図本瓦蕊の．古い町家

－１３－



Ｃ

でもいうべき平面（Ｅ型）と，それ以外の地域での構造・外観. ・屋敷構などによって奈良県の

人文地理上の３地域にほぼ対応してわけられる前座敷型の平面（Ｂ型~D型) とにわけることが

できる。すなわち，Ｂ奈良盆地（図Ｂ, ，Ｂ２）Ｃ奈良盆地の東部山間地（図Ｃ１，Ｃ２）Ｄ奈良

盆地の南・吉野地方（図Ｄ, ，Ｄ２）Ｅ吉野地方の南山間地（図Ｅ１，Ｅ２）の４地域である。この

他に町家（Ｆ型）がある。この分類と前掲( 1 ) ～( 1 0 ）の分類の対応関係は，（１）がＡ型，( 2 ) ( 3 )

がＢ型，( 4) ( 5 ) がＣ型，( 6) ( 7 ) ( 8 ) がＤ型，( 9) ( i のがＥ型である。

Ｂ型～Ｄ型の前座敷型の平面をもつ一般農家では1 7 世紀に遡る２間取・３間取の遺構はない

が，１８世紀前期の例があり，古式な間取として興味深い。すなわち，上層農家の早い時期の４

間取とは別系統として，一般農家では前座敷型２間取・３間取があり，それを前身型式として

1 8 惟紀末から1 9 世紀初にかけて４間取へと移行していくことが考えられる。Ｃ型。Ｄ型では３

間取から４間取への移行を裏付ける江戸時代前期の３間取民家がある。Ｂ１，Ｂ２の間取は奈良

盆地の各地に広く分布し，近1 1 t を通じて続いた奈良県下の代表的な間取である。Ｂ型の農家は

大阪・河内，京都・南山城にまで分布している。Ｂ型の喰違い４間取はＢ, のように梁行に喰

違うのが通常であり，一方Ｃ型。Ｄ型では桁行に喰迷うのが普通である。ダイドコロに注目す

ると，Ｂ型ではダイドコロから土間に板縁を張出すが，Ｃ型には板縁がなく，Ｄ型ではダイド

コロは土間に張出した一室として設けている。

屋敷構を見ると，Ｂ型では主屋の前に門屋があり，これに連らなって納屋・土蔵などが建ち

並び，中庭を取囲む。Ｃ型～Ｄ型では，主屋と納屋・土蔵が１棟づつ並んで建ち，その前に庭

をとる。主屋規模も屋敷規枚もＢ型がＣ型。Ｄ型よりも一般的には大きい。

構造についてみると，Ａ型～Ｄ型は枚首構造で，このうちＤ型には棟束が立つ。Ｄ型のうち
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奈良県民家調査

伊賀藩に属していた曽爾村・御杖村などでは土間上の梁組に特徴があり，伊賀地方の農家の系
統と考えられる。Ｅ型は和小屋組である。

Ｅ１は十津川地方，Ｅ２は野迫川地方の代表的な平面である。南山間部は全てが同じ系統とは
言えない点もあるが，狭い土間とダイドコロを中心とした間取で，桁行に長いことや屋根が板
葺で勾配がゆるいなどの特徴をもつのでｌグループとする。これらの1 1 1間地型の間取は全国各
地の山間部の民家と共通する性格である。Ｅ型は全休的に建築年代が新しく１８世紀中頃まで遡
る例は２棟しかない。しかし，古式で興味ある間取である。十津川の尾崎家（1 8 世紀末）や旧
木村家（1 9 世紀初）は，ダイドコロ・ザシキが横に並ぶ２塗住居と言ってよい平而で，これに
炊事スペースが差掛けの庇で取付いていたらしい。なお，野迫川地方の民家には江戸時代は

ほとんど草野であったのを明治時代に板弥に変えた家が多い。復原すると枚首構造・草弥とな

りＥ型に分類しないで，隣接する和敬山県山間部に分布する間取と考えることも可能である。

年代が確実にわかる民家が現在約1 0 0 棟ある。この数は調禿が進めばもっと増加するであろ

う。１７Mt 紀の年紀を持つ民家は，慶長1 2年（1 6 0 7）の日本最古の棟札を持つ栗山家住宅（重要文

化財）をはじめとして県下で計８棟あり，１８世紀前半の民家は１３棟，1 8 1 1 t 紀後半では2 2 , 棟あ

る。なお，吉野地方では棟上げ時に木槌をあげる習悩があったらしく，木槌によって年代がわ

かった家が1 0 棟ある。これらの年代が確実にわかる民家は，編年の重要な指標になる。

Ｂ型については大和棟の成立についての問題がある。Ｂ型には現在大和棟が多いが，当初か

ら大和棟である家と，改造して大和棟になっている家がある。奈良盆地の1 7 1 1 t 紀に遡る民家で

は復原すると寄棟になり，大和棟はない。上層股家で大和棟が確実にあらわれるのは1 8 1 1 t 紀中

頃であり，それ以前に建てられたと考えている民家もやはり1 8 世紀中頃に大和棟に改造してい

る。大和棟は上層農家では１８世紀中頃に成立し，次第に一般農家で採用され始め，江戸時代末

期から明治時代に広く普及したと考えられる。こうして奈良盆地では江戸時代後期に，Ｂ, ，

Ｂ２の４間取で大和棟という奈良県を代表する民家があらわれ，その伝統が蚊近の住宅にまで

影稗を与えている。

町家では1 7 1 1 t 紀に遡る古いものは同時期の農家と平而は大差がない。１８世紀以降平面は通り

土間に沿って１列３室並ぶ小型の町腿の間取や，間口が広くなって２列４室～６宗並ぶ間取が

一般的である。ただし五条市の町家は，奈良市・大和郡山市・稲原市の町家と平面は似ている

が構造が異なっている。すなわち，カマヤやザシキが- 1 弓屋から突出る角屋となっている。した

がって，主屋の梁間は他の町家に比べて狭く，主屋に限っていえば，通り土間に沿って２室と

る例が多い。町家では1 8 倣紀後半頃から低い２階進となり，物簡などに利用される。この「つ

し」は江戸未から明治にかけて次第に高くなり，窓を設けて部屋として整備するのが各地の傾

向である。

なお，今後補足調査も加えて報告評を作成する予定であるので，未解決の問題などはそれに

期したい。（上野邦一）

－１５－



当麻寺東西両塔の調査
建造物研究室

当防；寺はニ上山の東南麓にあって， 古道「竹内越J Iζも近く， 古くから聞けた土地lζ伽！誌が

営まれた。 その創立は天武年間と伝えているが， その頃まで遡る建築逃

現在， 国宝 ・ 重要文化財建造物は東塔， 西塔， 本:lli: （主主茶経堂〉， 金堂，fi,YJ堂， 薬師堂の6棟

で， ζのうち， 建立の経過や変避について問題が多い束西両；憾について調査を行なった。

西塔 担上初基担上lζ建つ本瓦茸きの三間三重搭婆である。 基壇上而は内外とも凝灰岩切石

敷の土間床で， 四方中央聞をJ仮店！， 脇聞を土壁とする。 柱は円柱，取IJ部は地長押， 内法長押，

頭貫， 台輪。 組物は三手先組， 中備えは初府のみ間斗束， 11汗は二軒繁垂木である。 乙の塔は明

治30年に国宝に指定され， 大正2年lζ解体修理工事が行なわれたが， 伏鉢銘によると， 建保，

慶長， 正保， 明和の4 J如ζ修理が行なわれたことが知られる。

初霊では長押 ・ 扉口 ・ 天井・須弥.lriがすべて大正修理時に新材で造り替えられ， 柱痕跡によ

ると， 床張りとなった時期がある。 また， 11汗廻りでは尾霊木を 4 cm程外に引出して支輪勾配を

緩くし，I也Ill!；木を8～17cm程内に引込んで笠木を打替えている。

初霊霊木書1］の現状は中聞に9支， 脇聞に7.5支，1:1:l桁まで5.5支を配り， 隅柱上で霊木を！＇.）；

1ζ， 中柱上と出桁上で手挟みとして， fil木聞はそれぞれ異なる。 支輪 ・ 小天井割りや出桁先端

の垂木欠込み痕跡から当初の霊木割を彼原すると， 1支寸法を中間とほぼ等しくj協聞と粁先に

配って， ｜料柱上と出桁上では垂木はp；にも， 手挟みにもならない。 との垂木割の変更にともな

って， m聞の支輸割とii汗小天井格子割りも変えている。

二重では尾垂木 ・ 出桁 ・ lq.lJ木は全て新材で， 三重では柱・台輪 ・ 斗 ・ j付木 ・ 霊木以外は全て

大正の取主主材である。 修理！前の実測図によると， 三重は尾垂木を内lζ引込んで， 立上りの強い

支輸に改造されていたが， 大正修理lζ際して， 現状のように二重lζ合わせて勾配の緩い支給lζ

改めている。 また， 二・三重では斗やM木， 垂木lζ後世の有Ii足材があり， 当初垂木lζ数回の打

替え痕跡があるなど， 中・近世の改造が多く認められる。

柱閉ま可Jりは初重ではr.p ！習をm問（c!JIL1の8制〉より広くして， ニ・三重では3間等聞とする。

垂木割りは初重では前記のように脇問 ・ 出桁の配置と無関係に霊木を配り， ニ ・ 三重では柱上

出桁上とも手挟みとして， 垂木聞をそろえている。

斗－供［ま初重では出桁下斗棋が平尾笠木，｜潤尾垂木上とも三斗形式とし， 二・三重では！切で一

本の連続したJN木を通している。 またl判行の一段肘木は， 初重は桧材で三I·を重ねて二段JJ·J木を

受け， 二重では斗とー木になった際材を用い，Jj�·木側面lζ斗形を匁｜木している。

斗の大きさは初主では大斗上三斗が上段斗 ーより若干大きい。 二重と三重では殆んど差はない

が， 初重と二重では見付
・

幅で平均3 cm程の差がある。 間斗は古いが， ニ ・ 三重の斗とほぼ同寸

で， 東lζ絵の転用古材を用いるなど， 初霊間斗束は後相llの可能性も考えられる。 斗供全休の木

nhu
 



当麻寺＊西両絡の調査

割は初重はニ・三重より木太く重厚である。

台輸の隅仕口は初霊では台輪留とし， ニ・三

重では三枚組仕ロとする。

心柱は古く， 細い際材で， 心磯の脇の方に片

寄って立っていて， 心礎と心柱とは合わなし、。

心礎の中央lζは直径70.5crnの心柱納穴があり，

石で叢をしている。 なお， 大正修理のl��Iζ心柱

頂郎から舎利容器・古銭・挫保7年及び明和3

年の修理記録等の納入品が発見された。

材麗は各重とも柱・斗供lζ機材を用い，台愉

．頭主r .通IM"木・尾垂木・桁などの長材に桧材

をJfjいるが， 二・三重；では斗やM木lζ桧材を混

用し， 一 部の長材lζ機材を用いるなど，初JTh：ほ

ど明確な使い分けをしていない。

乙の塔はすでに指摘されているように， 様式

上平安時代初期の建立と考えられているが， 詳

細な検討を要しよう。 なお， 初霊と二・三重で

は形式技法の差が大きく， 二・三重は初主より

も若干遅れたものと思われる。

東洛 二重・三重は柱問2聞とする。 校は上

部を和lめ，JN木lζは笹繰りをつけ， 下而lζ胴張

りがあり， Jfif小天井の外の桁と， これを支える

斗棋を附で留に 納めるなど， 奈良時代の技法を

もっている。l\'lll.U桁下JH木は西j品の二・三重と

同様に，［qJJで一本の長い：J-J木を通しているが，

これは， i, wの改造と考えられる。 また， 霊木は

Jq ill木で各主とも，11 tu:材， 1y�治材lζ混じって当

初材を践すが， 三重の地霊木は少なくとも21:i!I

の打替えが認められるほか， 三重では�ihl札斗

供，if!T·廻りともtj:i 町に大改造を受けている。

名$）の技訟をみると， 京地は奈良ll!j代の末)DJ

lζ同するものと忠われる。1UJJ去についてなお問

題を多く合み， 引続き有n足調資を行なう予定で

ある。 〈｜向田 英93・71＼
・
本長二店11)
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談111やi沖::I:は， もと妙楽ミ＇i'と￥1，したぞ＇i'lt'cで， 鎌足公をまつる型：，＇，ilt'cがあり， 古くから事／1社とそj

l坑の性絡をあわせもつ特製な存花である。 lリJ治維新の羽／1仏分／iJ/F.のさいに， 寺院を出して，淡山ti/I

主i：となった。

店造物研究主では， かねて談，， l村Ir, ／：とその服火邸境の総合的な調査を日，－『Iiiしており， 次のよ

うな調査事引をかかげている。

l. 現存：m：手：の調査一木股，fl；般， 十三m
塔をはじめ， 江戸H寺代以前の辿築は20械
をかぞえる。

2. 古老｜；！般等の調査一近世を通じて度々の
造訟をしており， その木股は談iJ I事｜咽：境
内lζ策殿と惣社本殿， 広陵IIIJの百済寺本
立， 東大寺の＊りJ持仏堂として四棟が残
っており， また？削減が恒！ポd1

・
c/JIIIJのf.f，楽

寺本堂として技っている。
3. 境内および房舎の調査一境内には多く

の社肢が現存するほか， 房舎があって，
建造物nrを形成している。 またかつては
さらに多くの房舎があった。

4. 造営関係史料の調査一永禄9年の本殿
ほかの絵図而をはじめとして， 造替のた
びごとの史料がある。

5. E；；境の調査一表μ！舌から， 談山台／1tUζ
いたる4 kmの聞の参道にそって， 丁石や
門前の民家があり， 同凶の自然とあわせ
て，！尼史:B;'i境をつくっている。

昭和51 年のu， まず現存'.hl字の調査として， 本殿－:iTlの辿築のうち本般をのぞく， 拝殿， 佐

川， :i:!ミ透廊，1！§透廊の四線について， 主として当初1ri1材の政存状況を調べた。 引本殿はお永3

年の造営になるが， 他は元't1J造営になり，！：£文1』：：：間の本殿造営のさいlζ大修理を受け， 現状の

ようになったと考えられる。 乙の社殿はH召和12年lζ内務省によって大修l1Hを受けているため，

そのさいの取替材が多いと予怨されていたのであるが， 各部材をとまかく調べた結果，11:IMが

非常によく残っていることが明らかになった。

なお今回の調査は， 奈良県教育委員会， 談山や／1.f.上と共同で実施した。 また， 1173和51年11月lζ

本殿， 拝殿， 京透廊， 西透廊， 絞f 11], w宝庫，i盟主Jfl't， 以下J東I役柄／1府羽＇－ffr, I創伽チ／：屋， 末社惣

社本殿， 末社惣社拝殿， 末社比叡有／1社本阪が重要文化財l乙指定された。 （宮沢 智土〉

- 18 -



建造物研究室

識塙園は沖細県那覇市真地にある。当園は琉球王尚穆時代（1783）に作庭に着手し，尚温王

時代（1800）に完成したと伝えられる琉球庭園を代表する庭蝋である。戦前（1937）の．吉永義

信氏の調査によると，心字型の池が園の巾央を占め，その巾に大小２個の巾島と島に架かる石

橋，亭がある。池の西側に水源となる背徳・甘醗の２つの湧泉がある。園の北に主要建物があ

り，室内に園に関する６種の木額が掲げられている。その他園路，勧耕台（高台）があり，総

計12,208坪の面積を持つと妃されているが，現在，戦災により，建物，中島，橋などが破壊さ

れ，荒廃した状況である。今回の調査は，識名隅復旧のために設けられた識名園環境整備委員

会の要請により，巾島，建物跡の発掘調査と併行して現状の地形実測調査を行なったものであ

る。調査は伐開を済ました池周辺部を平板測畷をして，周辺の密生林の部分はコンパスで補足

測最を行なった。成果品として焔００平面実測図(下図）（等向線間隔50cm）を得た。なお青徳泉，

橋，石垣の一部については修復前の状況の写真実測を行ない，渚oの各立而図を作成した。

（llIIl』哲雄）

識名園庭園の実測調査
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写真測量による建造物の経年変形

建造物研究室

わが国の古建築は木造建築であるがために，経年的に各部材が劣化し，また継手・仕口に弛

緩を生じて，構造自体が変形・破損に至ることが避けがたい。変形・破損が一定の限度に達し

た場合，建造物を部分的に補強修理するか，あるいは全面的に解体修理するかが必要となる。

したがって，建造物の保存維持のために，経年的な変形・破壊がどのような部位に現われるの

かを把握することによって，修理時における改善策の基礎資料を求めうることになる。建造物

の実測は，従来各部材の寸法を測って集成していたたため，実測に当っては足場を組み，戒接

個々の部材を計測する方法がとられてきた。そのため，実測作業を行なう期間と労力は多大の

ものがあった。これが障害になって，建造物の変形・破損を経年的に実測してその要閃を求め

ることが困難であったのである。

今回，これら実測作業における時間の短縮と椅力化をはかるとともに，実測精度の向上なら

びに図面作成方法の確立のために，写真測最の技術を導入して建造物の実測を試みた。実施に

当っては，ＳＭＫ４０およびＳＭＫ１２０のステレオカメラで写真撮影を行ない，図化はステレオ

メトログラフ，測定点の読取りはステレオコンパレーターで行なった。

写真測妓の対象としてとりあげた建造物は興福寺北円堂・東大寺鐘楼・東寺南大門・薬師寺

金堂等である。前三者については，すでに写真測戯を２次にわたって実施していたので，今回

さらに写真測並をおこなって変形による上下動・平面移動を測定した。これら建造物はすべて

わずかながら沈下していることが共通して認められる。これらの原閃は修理施工時の飼物のつ

ぶれ，材料の経年的ねじれなどによるものらしく，今後継続的な写真測拡による変形の実体を

追跡することにより，構造的要閃を明らかにすることができよう。とくに古材と新補材との関

係がどの程度作用してこの要閃となっているかに関心がもたれる。薬師寺金堂については今回

はじめての実測であり，設計図との変形比較を行なった結果は，上隔の方が下届に比べきわめ

てわずかながら変形がはじまりつつあるように認められ，められ，今後の追跡が期待される。また解体

修理前のものとして酒兄寺多宝燃(兵庫県)の

写真測最を行ない姥0の立而図を作製した。

この他，軒先変形について実物大模型を作

りこれに戦荷して屋根荷双による垂木の変形

破損の過程をみきわめるべく実験中である。

垂木は２本を１組にした10種の木材をもち

い，材極の迷いによる変形兼をも測定してい

る。なお，本研究は昭和51年度科学研究黄補

助金(特定研究)によるものである。（鈴木嘉吉）酒見寺多宝燃の撮影

－２０－



平城宮跡と平城京跡の調査

平城宮跡発掘関査部

平城宮跡発掘調査部では， 1976(， 1~度lζtrn 表 iζ示した tl1 97次から第101次までの32件lζ及ぶ

調査を行な った。宮内では，まず，推定第 1i欠籾堂院地区を対象とする調査を行ない(第97次)，

来院地区については東南附で 196861三度(第44次)IC一部を検出した庭凶の北側部分の調査を実

施 した〈第99次〉。 また，宮西北l糾lと近い似て紀池の調査(第101次〉では園他の存在を確認した。

平城京内では， 奈良市第13中学校主主投予定地における右京五条四1:)]三坪の調査 (100次)，京大

寺西田大垣，薬師寺西地:跡，西大寺本坊，法務寺金:hl・経後初:定i也，法隆寺本初などで調査を

行ない，見るべき成果をあげた。以下，主な調査の概要を報fb二する。

AS 任 地 区 |山 ・・刈 M 数 I.JI，) ft JVI /::J I rflJ W I WI 身

6AB S-A.B・6A B F-B I 'I'.M1ii 立197':;':

6，¥CO-C 

6ADB-M 

6ABA-J 

6ABA-L 

6ABAー J

6ADBー F

6 A L F-D.E.H..J.K 

6f¥CA-W.S・6r¥ C B 

6AGR 

6i¥FC 

6AGA 

6AGA 

6AGO 

6AGO 

6AFC 

6BFK-H 

6sFK-F 

6BFK-0 

6BFK-L 

6BFK-0 

6BFK-J 

6BTυ 

6BTD 

6BTυ 

6BTlJ 

6BY 

6BSυ 

6BIIR-G 

"ι城':~f 立198- 3 iX 

‘ド-W('，出宮198-5iX 

‘ 1'..Ii~1;î 第98- 8次

、'L城山首198ー 10次

'I'.-W(何百;98-15次

平城':;f i1198-19次

、".城山首199み;

、 " .械 ':i_~' 苛l lO l 1欠

、l三城J;t 苛;98-1 次

、".城Jjt 苛198-2次

、 "~J;( i1198-6次

‘ド城J;t i1198-lliX 

‘"械JIt 第98ー12次

、ド城jIi 第98ー l'li.久'

'I'.b~J;{ 百198- 201欠

法依，Ij 第98-4次

法草与 日:98-7次

r土ll~ ，'j' 百198-9次

rtll~ .'f 苛:98-17次

tl，供与耳;98ー 18次

r.t ~~午î1198-2 1次

点火、日

~}.;与苛\98-13次

京大ι
取大与

L庭向E与

凶}.;年i1198-16次

tHif.!t 

76. 5.17- 5.18 

76. 6.28 

76. 4. 1- 7.24 I 32.50a I lff!i.E第 li州91";¥院

76. 8.30 

76.11.16-11.18 

77. 2. 9- 2.14 

77. 2.15 
76. 7.26 - 8. 1 1 
10 ~ -77 . 1.17 

77. 1. 7- 3.25 

76. 4.12- 4.21 

76. 5.11- 5.13 

76. 7. 1- 7. 5 

76.12.9-12.15 

7610 19-10.28 

i7. 1.19- 3.30 

77. 2.22- 2.24 

76. 6.15 

76. 8.12- 8.19 

76. 9. 2- 9. 3 

77. 2. 3- 3. 1 

77. 2.15 

77. 2.28- 3. 5 

76. 4.21- 6.23 

77. 1.10- 1.19 

76.12. 4-12.15 

77. 3.28- 4. " 

76. 7. 5- 8.25 

77. 1. 26- 1.28 

76. 9.27-12.11 

第1表 平城宮益事と平城京跡発銅状i兄
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奈良国立文化財研究所年報

1. 平城宮跡の調査

推定第1次朝堂院東北地区の調査 (97次〉 今回の調査区域は第

41次調査地の南に接 し， 京第一堂跡推定土jfJ.の一郎を含む。乙

の地域の地形は推定第 1次，第2次内装がそれぞれ占地するこ

つの低丘陵の聞を南北lζ延びる浅い谷筋にあたり，南へ向って

緩やかに傾斜する。 m物はとの谷を埋めたてて造営されてい

る。

検出した主な逃椛は建物 5線，掘立柱塀 3糸，築地塀 l条，

総11条，jl:戸 1基，土JJl.:などである。 ζれらの迫絡は三聞の挫

地土との関係から A・B.C.Dの4期lζ分けられる。

~H 図 平城宮および平城京発
調位置図

A ~田 平城宮造営当初の1路地以前の迫桃で，4条の束凶時SD8372， 8373， 8380， 8385と土

拡SK8418がある。裕SD8372は隔1.2m，深さ0.3m程度の来掘りの講で，宮を南北にほぼ二

等分する位置にあり ，第71次調査で検出した佐伯門東側，IE錠のT将を限る東西tNtの東延長上に

ある。 SD8373はSD8372の南約10.5m (35尺〉離れて平行する来姉りの慌である。土拡SK

8418は浅いくぼみで，桧皮，木材加工時の削り屑を含む。

BJDl 第 l整地屈の上で，泌2条，1冊立柱塀 1条を検出した。南北msD3765は采掘りの緋

で，幅2-3 m，深さ約0.6mである。推定第 I次朝盆院の想定巾取h%;JRから東103m (340尺〕の

位置にある。南北60 mを確認したが，さらに南へ続く。前底lζは隠さ約0 . 3 mの Jii~砧屈があり ，

第2図貨m次発掘逃縮図
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平城宮跡と平城京民主の調査

二胞に分かれる。下回lζは奈良時代初出の瓦，土

器を合み， 第 2の路地土で埋められる。Y!¥'j'SD

8376はSD3765/ζ京から・流れ込む。11:11立1':1:幼ifSA

8410はSD3765の京17.5mにある。 11問分 (10口

矧llj)を検出したが，さらに南北!ζ延びる。

CJ明 第 2 ~在地!凶による臨地が行なわれ， Hf~定

第 l 次~í1I :l2 1坑の来而がm立+Ujf S A 5550 A Iζより

区間される。その束lr.i，Vj:S D3715が設けられる。

掘立柱:!!ii~ S A5550AはBWJの南北!，v，=SD3765の約

~:ï 3 1雪11ft定~111欠初な院京cr~-. :l:~~~品ñ!逃梢
4m束にあり ， 批定卸 I 次~ÿJ主|抗の，限定巾 1ト'dぱ~~か

ら東約107m (360尺〕の{立[[，'にある。南北261m分 (77m)を確認した。この上をtJ13控池田と D

j日の築地挑むi土が世う。

i，W S D3715は #.;I~ S A5550Aの京17.5mにある業師りの南北椛で，IPiil2 -3 m，深さ約 1mあ

る。奈良時代末まで存続し，少なくとも 2回の改修がみられる。 Jit:f山田は 3Ji'.il/乙分かれる。下

居からは多数の木簡が/1¥土し，その実年代をつかむ ζ とができた。上j門には多52の瓦，土日見を

含む。東西椛SD8419は南北!NtSD3715/ζ東から流れ込む来fl:Ilりの柑である。堰 SX8411はS

D3715/ζ設けられた一辺 4m校の潟りで，杭，板材とともに多数の木間が出土した。

D1町 第 3整地屈による抱地が行なわれ，j日立柱塀が築地にかわり ，悲劇建物 SB8400が築

かれる。 ζ の地区が最も整備されたH寺Jglである。

基由主~物 S B8400は東西約19mあり，南北は20m分まで検出 したが，さらに南へ延びる。詰

;位の掛込地業は全面を一織には掘り込まず，深い部分 (O.5m)と浅い部分 (O.3m)が布状lζ級

車fUr.認められる。 掘込地業のjまから拠地図の上而まではホli質土を粗くっき固め， その上の基

壇土はていねいに版築されている。 越国化粧は失なわれているため， 建物規般の詳細は不lifJ

である。基出西北にある土t;.tS 1く8398から円形の柱鹿の造mしのある花|制岩製l磁石が山土した

が，すでに原位置から移動している。 i，kJTIの東西の縁辺には， 問0.5mほどの浅いi，vi・SD8401 

.8402がある。

築地SA5550Bはj開立柱>>sS A5550Aの後身のli日!である。第 3整地Ji'iiの上回lζ帯状に私まれ

た黄補色粘質土があり ，築地法底部の法出砧土と考えられる。上回は削王手され，築地本体の位

置，規模は確認できなかった。那土の西辺に沿って南北lζ延びる!iYtSD8392は築地の西側IJ雨落

椛である。塀 SA5550Cは築地:!JJfoS A5550 Bが再び抑立柱の:!JJ!./ζ改作されたものである。柱聞

は10尺で SA5550Aと重復するが，柱心は約50cIII束へずれる。

建物 SB8370は 5 間 x 4 間 ， 南北両院l の束凹事11掘立校笑~物である。桁行柱間約2 . 1 m (7尺)，

梁聞が身会2.4m (8 J~) ， 崩2.7m (9尺〉である。 柱穴底に小さな磁仮を敷く。 柱穴有'iii形か

ら出土した土器で奈良時代末lと建てられたと とが明らかにな った。との建物の四安はSB8400 
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奈良国立文化財研究所il'.報

の基塩の南北中南h記長にそろい， 棟通りは東西溝SD8372・8373の心にある。 椛 SD3715の東

16mlζ掘立柱建物SB8405がある。束西 2間，南北 1聞は尺等間〕分を検出した。 これに重

複する SB8406は南北棟建物の南妻であろう。柱聞は2.7m (9尺〉である。 SB8405の東南7

mlC井戸SE8407がある。一辺2.7mの方形で深さ 1mあり，底lζ1擦を敷く。奈良時代中頃に

造られ，奈良時代末広廃絶する。ほかに，調査地の東端で円筒埴輪列の一部を検出した。

造物土器，瓦，木25，木簡などがある。土器は主lζ南北総SD3765・3715，~:I:戸 S E8407 

から出土しており ，調査区全体としてはiiiは少ない。 SE8407の下回から平城宮血 (750年頃)，

上聞から平城宮V (780年頃〕の土採がまとま って出土した。ほかに須恵器の菰，杯を転用 した

硯，灰稿h陶器，白磁，土銭などがある。木器の大半は緋SD3715から出土した。多くは棒状，

板状品であるが，JM;，箆状品，イサ札状品，箸，車輪部材，人形，形代などがある。

瓦lζは軒丸瓦196点， 11i1平瓦103点がある。 ζ のうち平城宮瓦編年の II J切 (721~745年〉の瓦

6225， 6311， 6661， 6685型式が多く ， ついで I期 (708~721年〉の瓦6284 ， 6664 C • K・H，

6665型式や藤原宮式が多い。 阻 (745~756~日 ， IV JDJ (757 ~767年〕のllq:瓦は少ない。塀 S A5550 

の西側では和銅創建11をの1111:瓦が多く ，東iJ!lJではE期のものが主体を占めている。措 SD3715で

は ， その上回から U~jから IV J闘の瓦 ， ~FI ・ 下j呂では 1， 1!J切のものが出土 している。瓦敷SX

8408から軒丸五6311型式がまとま って出土している。

木市jは南北t，Y].SD3715，堰SX8411，ζれに注ぐ東西rlYtS D8419から総数163点出土した。

主に SX84111L多誌の木片とともにその大半が包含されていた。記載内容は文書，帳簿，伝

票，付札などで，やIf"(iむ3年から天平3!efまでの紀年銘木聞が 7点あり，乙の頃宮内で大規模な

造営事業が行-なわれた乙 とが確認された。

まとめ 4J切の逃構変逝において， A・BJ田は和銅年間で，平城宮造営当初の時JDJにあた

る。第 1次内裏地区では周回に築地回廊がめぐる。一方，第 l次朝堂院地区を区画する施設と

しては掘立柱塀SA8410が考えられるが，一部を検出したにすぎず，なお今後検討する必要が

ある。 cJ羽は霊地年聞にあたり ，東西を画する抑立柱j1Jfと基幹水路が設けられるが，1/3 (WJIとは

建物は検出されていない。 DJ闘はやIliu:tfo聞にあたり ，ζの時期lζはCJ自の塀が築地yj(.lζ改作さ

れ， 中』ζ iL~担建物が築かれ， ζ の地域が最も整備された l時期である。

東院庭園地区の調査 (第99次〉 今回の調査は第44次調査で一部を検出した園地と束iIU大垣の北

隣接地において行な った。乙の地区は北から延びる低丘陵が平地;ζ移る付近のirlJ砧国にある。地

盤は砂地だが，地下水位は高い。調査iむを庭|謂地区 (J，K区〉と東町大厄地区 (E，D， H区〉

lζ分けて記述する。

庭闘地区で検出した主な迫椛は悶池 1 カ所， 建物 4 線 ， 渡廊 1 彰f! ， 桁 l ~ J 主主聞 3 条 ， 総 4

条，罰泉施設 l基3 土拡などである。乙れらの造椛は大きく A ・Bの2j切に区分でき ，BJ国は

さらに 2JDHc分れる。

AJ田 園地SG5800Aとその西岸に建物S88480，北岸に柑SD8456がある。 SG5800Aは
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平城宮跡と平城京跡の調査

新地SG5800Bの下回から検IIIされた。池は大垣に沿い，幅約13mの空間地をとって鎚の手に延

び， 複雑に屈曲 した汀線をもっ。束，北j惇のtn~を全て検山し， 南北45 m ， 東西約46 mのひろ
がりまで確認した。南jギは第44次調査地lζ延びる。南町大j豆から北洋まで約72mある。入江，

lulllは上回j山ζ比べ出入が少ないn 京jギ{乙川12，入江 3，西岸に入江 5，IIJljl2がある。 1也の深さ

~14 図節99次発銅池桃図



奈良国立文化財例究所年報

は平均40cm程度であり ， i也底lζ北j;~ではj判ζ沿 って径30cm ïìíJ後の馬51t:な安山岩を 2 -6 m ~bïで

帯状iζ敷く。乙の石敷は*伴では上回池の岬 SX8452の下まで続く。西岸では自JIJS X8458の北

{JlIJまで延び，ζの曲JjJのj週間では失われている。乙のWJIJの前側の入江にも同様な石敷がある。 j也

の中央lとは玉石を敷く。 :1七百のj日辺では地山を急勾配lζ抑り込み，人聞大の石をあ!iみ，郡山石

組とする。建物S88480のj，'d辺，京岸では緩やかな斜面Iζ径10cOl程の玉石を政きつめる。市北

総 SD8456は SG5800Aの京北聞に注ぐ石放の講である。幅60COl， J.必石のみ残り，側石は失わ

れている。 SG5800Aへの給水純である。

~物 S 88480は西岸にあり ，1Jiii込地業のみをとどめる。幅約2.5m，深さ1.5mの総状のiliii込

みが京j!..Ei12m，南北8.5mの矩形にめぐる。 j印ζ石を多数入れ， 粘土と砂を版築状lζっき問め

ている。伎を据えつけた跡は残っていない。 ζれを 81切j在地土が桜っている。 81Tlの改修によ

り ， 磁石~物の法的が削平されたものであろう。

8JDJ 当初，1羽池SG5800 8の周囲lζ磁石建物S88470，柱聞 SA8467・8468，橋 SX8453 

が配され (BdOD， のちに住聞は一郎改修され， その束lζ辿物S88466， S C8465がとりつく

(B2Jm。第44次調査で検出した八角楼S85880などの迫怖も B期lζ属する。

国池SG58008は下回池SG5800Aを全ifri的lζ巡り替えている。下回池の石敷，石組の大半

をとりはずし， 粘土で埋め， その上lζ玉石を約10cmの以さ lζ!TJI(きつめ， 汀線まで玉石敷とす

る。 1也の深さは30cOl程1stである。 i也の11旺)~は下周他を踏l却するが ， WJjJや入江の出入は大きくな

り，曲線的となる。北山の築JLJS X8457は下居池の石般に粘土，砂質土を交互に高さ60cOl程度

{ζ政り上げ，その上lζ玉石を泣き ，1註大約 1mの三笠安山岩，ぉ:]状片j隊岩，花|刻岩を据える。

仰 SX8452，半白 SX8459，中山SX8460も同じ造成方法で築かれ，iHJJUζ沿 って大型石が配

される。 'IJI~は南北 9 m，京西11mあり ，北中央がくびれる。高さ0.5mある。 i也の東北|叫は

築地際まで拡張され，I州浜とされる。他は南北60mあり ，東西もほぼ同線悦と推定される。

礎石油物 S88470は 5間x2 ft¥Jの東西線砧物で，住聞は桁行，梁間ともに10尺等間である。

束斐柱とI札 北似IJ往lζ 安山岩の俗石 5例が残る。駐在通りに床束があり ， 京 21HJはi也l乙積り出

す。*去qζ東西 2悶 (7尺等1111)，南北 21出の筏政殺}泡設S88471がとりつく。

S A8467・8468はS88470の前而を凶む1Jiii立柱列である。柱狼は八角形lζ面取りされ，凝灰

岩-の服巻石を伴う。 SA8467はS88470の南2.7m (9尺〉にある。その南約 9m (30尺)，ζ 

S A8468があ り， S A8467と柱筋がそろう。 ζの杭列の東西両端では内似IJl.5mlζ4本の大

型住が立つ。 flは太d42cOl，八角形である。柱穴御形は深さ約 1mあり，J.底Ic..恨太をII"(き，住

lζf[J材を3¥f:し込み，支えとする。他rl'のil/I:)飢ζは磁石を担えている。 82J切にはζの柱を除き ，

西lζ1.5ml¥'育てて，南北住列 SA8469がとりつく。 SA8469は住聞が 411.l:lで，両端間1.5m (5 

尺)，'1'央 2聞が約 3m (10尺〉である。さらに，S A8467・8468の束側 lζ 建物 S88466， iJJ! 

廊 SC8465がとりつく。大型柱の住恨は S88466の!被板{ζ転用される。主II物 S88466は41}日×

3聞の南北線総住民主物で，ì也 IL5J~ り，'1:\ す総数様雌設であろう。掘立柱で柱筋は柱ダIJ と そろう。

F
O
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桁行柱聞は端間1.5m ( 5尺)，中央21聞が 3m (10尺)，東側柱南端聞は約2.4m (8尺〉で，柱

を波廊SC8465と共用する。梁聞は西i1聞が1.5m (5尺)，仙は2.4m (引わ である。西I~JJ柱

2 本と西 2 列自の柱 5*を柱列と共用する。柱穴倒}~Iζ は鬼瓦，凝灰岩切石を敷いている 。 他

に2個の磁石がある。 j，度廊SC8465は掘立柱で 3 1~日 x lflJ1である。桁行柱間約3.6m (12尺)，

梁間2.4m (8 )~)である。 南側柱は S A8468， S 88466と住筋がそろう。 前SX8453はSG

58008の東北隅に南北にかかり ，桁行 5間 (9尺等間)，相3.0m (10尺〉である。南北時SD8455 

は束而大垣の西約 4mにあり ，上回他東北|伊JIC注く・京掘りの描で，師1.8m，深さ0.4mある。

上回地の給水枕である。

造物 S G5800B の塙:砧土を中心lζ多祉の土~fi ， 瓦 ， 木探， 木簡 ， 金属探， 植物辿休などが

出土した。木簡はLifit'f土から10点出土した。瓦lζはil!};h瓦96点，車F:>JZ瓦100点がある。乙のう

ち平城宮瓦編年Ij日 (708-721年〉のものは !I!l丸瓦 5点である。 lIJTl(721-745fjりの!Iq:瓦は品

も多く ，6225， 6308， 6663型式が主である。 TIOUJ(745-756{めのものはそれにつぐ。 N期

(757-767)の瓦は極めて少ない。下回他SG5800Aからは B期の瓦が出土する。上回他SG

58008石敷中には II，mJTj，そのJif;杭土にはIVJDJの瓦が含まれる。また，鬼瓦2点，緑和l瓦 l

点，水彼女;埼 l点がある。土器は主lζSG58008の1il;杭土から出土した。その大半が平城宮VII

(825ip.頃)，ζ属する。 SG5800Aからは平以宮 町 (750ip.頃〕までの土器を出土した。上回池S

G58008の1Wfu土とその上回からは香炉蓋，三足維など線制，灰制陶器30点が山土した。退官

土器は23点あり ， I蔵人所」と記した土r:m器がある。木製品は挽物円盆，輩，杓子，布巻.fh

斎串な どが238点ある。 総築部材も多く，斗 1;11:の枝型がある。金属製品には鎌，釘，銅製留金

具な どがあり ，ほかに和同IJI]政n点，や11功j)lJ宝 l点が出土した。

束而大垣地区の逃構には築地大垣 l条，i，Vt 3条，塀 2条，建物 1事uなどがある。築地大垣S

A5900は束院束雨間から北138mまで確認した。築地の基底}¥f)をH区で一郎検出した。幅約3

m (10尺〉である。 ilVjSD5815はSA5900の京flllJ雨務mである。幅0.7m，深さO.4m前後あり ，

H， D区では両.fillJIζ瓦をたて並べている。 111*渠SD8436は束而大~g南端から二lt108 m (360尺〉

にある。築地部分では幅1 .2 m ，深さ 0 .5 mの jlm)例ζ J~，{ さ 10crn ， 幅24crn ， 長さ 5m以上ある桧絞

を組み ， 凝灰岩切石を議石とする。この iìWは築地雨落ilYt のJt~で DI~ 渠となり ， 東二坊訪問路西側

構SD57801ζ注ぐ。 SD5780は紫侃りの構で，深さ0.4-0.6mある。少なくとも 1聞の改修が

認められる。 H音渠が注ぐ付近で有機物聞が形成され， 多数の木聞が出土した。天平15，18， 

19， 20年の紀年銘のある木間がある。有機物屈を境!C上下2届lζ区分できる。大塩と大講の聞

は怖約7.5m (36尺〉程のf，I，)1也となる。大mには改作は認められず，奈良H寺代の前半lζ 造営さ

れ，奈良H寺代を通じて存続する。奈良時代以後，大桃，雨?答1梓が埋められ，仮設的な建物S8

8433， :I})j!. S A 8440などが設けられる。

造物 主に SD5780から 3 土保，瓦，木保，木聞などが出土した。木附は569点あり ， 紀年

銘木間 7点を含む。 I束薗」としるしたものがあり ，悶他地区を束聞に比定しうるかもしれな
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い。土器は SD5780から平城宮II(725年頃〉のものが出土 し， 橋地の挫地土から緑制，灰糊陶

器が少量出土した。 また「・酒杯」と しるした墨書土器がある。瓦は軒平瓦69，nq:丸瓦92点あ

る。主体はIIJ聞の瓦が ζ れにつぐ。 rv1割以後の瓦は少ない。木製品には棺，111J物，糸巻，人形

など多様な製品がある。

まとめ 東院東南部の築地はすでに奈良時代前半に造営されており ，奈良時代末まで存続す

る。築地の改修は認められなかった。築地の内側lとは南北60m，東西約60mの範聞に困池がひ

ろがる。 A期は天平末年以前で，主主老 5年頃まで遡りうる。 BJ切は天平l路宝年聞に始まり，池

が廃絶するのは 9世紀前半である。 A期間池の岸辺lζ沿って昂平な石を敷きつめる技法は，奈

良時代前半に造られた左京三条二妨六坪〈第96次〕の北宮困池と類似するが，地中央部を玉石

敷と し， 謹岸』ζ石をt'iみあげる方法などに相違がみられる。 BJ自の園池は玉石敷で旧池と全く

趣を異にし，平安時代庭園に通じた造園方法がうかがえる。

平城宮西北地区 (佐紀池)の調査 (第101次〕 佐紀池は平城宮の西北にある東西160m，南北150

mの不整形の溜池で明治17年に現在の一条通りに築堤して造られた比較的新しい池であ る。池

の南%は特別史跡平城宮跡の一部として史跡指定と国有化がなされている。一方，北げはなお

民有地であり ，今回の調査は ζ の部分を対象とした。池の北端部lζ幅15m，東西67mの トレン

チと ，とれの東南約30mの地点lζ幅6m，南北26mの卜 レンチとを設けた。

奈良時代の逃構 園地 1カ所，構2条がある。園地SG8500は西岸と東岸の一部を検出し

た。*岸の汀線は東西 トレンチでは南北1[.，南北卜 レンチでは東西に延び，北端部で西へ狭ま

る。西岸は真南北に延びる。岸は傾斜約100
の緩やかな斜面で， 傘大の石を幅 2m程lζ敷く。

東岸lζは大小の自然、石が配されていたらしい。 1也底は南へ緩やかに下る。 ?也には厚さ約0.5m

の植物!自制!胞があり，奈良時代から平安時代初期の造物が出土した。溝SD8501は東西 卜レン

チ中央の索煽りの南北総で，S D8502は南北トレ ンチ中央の葉掘りの東西構である。

奈良時代以前の迫拙 総4条，堰 2基，土拡 lがある。すべて園地SG8500の底面で検出し

た。構SD8520は東西 トレンチ中央を南北lζ蛇行して流れる幅約 3m，深さ0.6mの講で，途中

で2つに分流したのち，また合流する。この椛の分dtcの始点に幅10-15cm，)享さ 5cmの矢板を一

列に打ち込んだ1NS X8524がある。構SD8521は幅1.5m，深さ0.5mのV字溝で西南から SD

85201[.注ぐ。 ζ の合流点lと，太さ 6Cslの丸太杭をー列lζ打ち込んだ厄SX8523が設けられる。

造物 困池SG8500の地私ー屈から土器，瓦，木恭，金属器が出土した。土器は平城宮Eから

9世紀中頃までのものを含む。土師器の皿で， 底部外面中央iと「天平十八年潤九月tl・七日口口

仁」とあり ，内面lζ以下のように器書したものがある。
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辛;ffi'ilc納めた容器の品目 ，数量を記したものであろう。瓦lζは6225，6282型式などの軒丸瓦 9

点，6663型式などの粁平瓦4点がある。習書ーと文様風の木簡が 2点ある。 木製品は下駄，甑底

板，[to物底板，今IJ物，斎串など14点ある。ほかに，神功IJlj宝 I点，鉄鍬 1点がi'l¥土した。

構SD8520から後期弥生式土探，庄内式，布留式の土flifiP.1L木器，金属器が出土した。土器

のほとんどが布留式であり，後期弥生式土器 3 庄内式土師器は少iEーである。木器lζは鋤，きぬ

た，ちきり ，梯子があり ，金属製品には小型案文:鏡が l而ある。径2.8clII， 厚さO.5mmで，鏡背

4と釦をもっ。なお，東西 トレンチで土田観察のために SG8500の他底を一部姉り下げた際，池

底より下のパラス周から縄文時代CIJJDjの土器片が12点、;1¥土した。

まとめ 佐紀地の北端部が奈良H寺代の困地であったととが明らかとなった。乙の地域は奈良

山正l凌の谷筋にあたり ，自然l也形を利用した困池である。規松と形は現在の佐紀池とさほど大

きな差異はなかったものと推定される。造成の時JDlは推定第 1次内裏地域lζ築地回廊が設けら

第5図 第101次発銅治構図
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れる和銅造営当初，遅くともや111色年聞に遡る可能性があり ，続日本紀天平十八年「秋七月 笑酉，

天皇御大蔵省it相撲，Iぬ頭ll!i御西池宮」の記事にある「西池宮」に関連する可能性が強い。

2 平城京の調査

右京五条四坊三坪の調査 (第100次〉 本調査は奈良市の仮称第十三中学校建設計画iζ伴う事前

調査であり ，奈良市から調査を委託されて笑施した。当該地は右京五条四坊三坪の全域を包含

しており ，谷筋をはさんで北東部と南西部が丘陵上となり ，~:~I!高は約80mで五条一坊付近の平

地部よ り20m ほど高い。従来，右京における本格的調査は行なわれておらず，特[ζ条坊遺構に|刻

しては西隆寺 ・唐招提寺などで一部検出されたにとどまっていた。したがって調査は丘陵地域

における京の造成状況，特lζ条坊逃械の19!f明を主な目的とし，坪の周囲lζ 9;;1三，五1<内lζ 4本の

卜レンチを設けて笑施した。 発揃成果はすでに「右京五条四妨三坪発掘調査慨報J(奈良市1977

年3月〕として公表されている。

逃椛 西三坊大路，五条条間路，六:Pfと三坪の聞の小路lζ閲しては予想位置で道路の側構と

恩われる潜を検出したが，三坪と四坪の聞の小路は検出できなかった。西三坊大路iζ閲しては

I・J両トレンチで南北総SD001・002を検出した。 部の心々距離は70尺を越えるが，方位の

振れの少ない SDOOl の溝心から30尺(推定大路幅の~)西を大路心と仮定すると ， 朱徒大路心

からの距離(朱雀大路調査で明らかとなった平城京造営方位N0015'41"Wによる換算値〉は1601.93mと

なり奈良尺1800尺の基本方l恨地割とほぼ一致する。 五条条閉路lζ閲しては， H トレンチで東

西時SD006・007を検出した。心々距離は約20尺で従来の条間 ・坊閉路の幅員lζ閲する知見

4~8 丈lζ比べて狭いこと ， 基本方服地割線より 12.7尺北Kずれているととなどの問題を残 し

第6図 第100次発締法椛図
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心から前述の西三妨大路心までの距離は 135.97mで， i'1'J"l-iilli寸法450尺と小路帽の妊の長さ 10

尺を合わせた460尺に近似した値を示す。

奈良時代の建物はG トレンチで 2tm， L卜レンチで 3事11，M 卜レンチで I槻，ほかにWI.5条

を検出した。建物はいずれも小規模な侃立柱建物で瓦の出土は極めて少ない。年代を直控示す

造物の出土はないが，柱抑i形の霊能関係や方位の振れによってA'Bの211.jJ切に分けられる。

A期は平城京造営方位にそ ったもので， S B025・027・035，S A028・029がある。前述の南

北小路の道路帽を20尺と仮定すると，乙の建物 3fJllは辺路心よりそれぞれ50尺 ・150尺 ・200尺

の位位lζ束DI'J柱をそろえて挫てられている。 BJtJは京の造営方位より北で o. 5~20 西へ振れて

おり， S B017・026・034，S A018がある。なお，宅地としてM:適地とみられる東北部の高台

からは l 繊の挫物を検出したにすぎないが ， 士山町市が地表から0 . 2~0 . 3m と浅く後世に削平さ

れている可能性が強い。 ζ のζ とは造物が高台の凹斜而から二次:l1Hliで・多il.f!C出土してい るζ

とから も裏付けられよう。

高台のM 卜レンチと谷顕の L卜レ ンチでそれぞれ井戸SE015・020を検出した。 SE015 

は，長さ90cm，厚さ 5cmの仮枠からなる一辺80cmの井能組の井戸で，上から 6段目まで確認し

たが， さらに続くとみられる。 JI:戸の).'，j聞は，四段lζ階段抑 りしてあり (SX016)，品下段は

構築後すぐに埋民して洗い場として利用したとみられる。井戸は柿築後比較的早い段階にiJiJ峻

し，8世紀前半lζは廃絶したものと忠われる。 SE020は径1.lmの円形縦板組の井戸である。

板枠は幅28cm，J享さ 6cmのfflTl長い板材14枚から成り ，板枠が折れて井戸内に落ち込んでいたも

のと合わせると， 長さ4.5mlζ訟原できる。板枠の左右lζは上下4箇所lζ納穴を設けて回定し

ている。また，上端の木口にも納穴を設けているものもあり ，DI'J阪上部をf1li材で回定していた

ものと思われる。 SX021は，S E020の上段の抑形内にあり ，井戸枠の西側lζ広い平恩而をと

り，四lζ向かう措がと りついていた。井戸に付属する批場とその排水時とみられる。 SE020 

・SX021から出土した土探より井戸の肱絶時期は 8世紀中国と考えられる。 建物の周辺から

出土した土器は平城宮 IJ切(710年頃〉からmJTJ(7501p頃〉のものであり ， 井戸の廃絶年代と合

わせ考える と， ζ の地域は 8世紀後半にはすでに宅地としての機能を失っていたものと思われ

る。

東北部の高台と西北部の谷聞との境l乙は階段状辿桃SX024があり ， 前述の条J;}j造品11から求

めた.i:'1̂の東西心と一致する。また，.151'の南北心は京北部の高台から南の谷への傾斜する位置に

のっている。したがって，三坪がどのように宅地;';'Jされていたかは切らかでないが，少なくと

も坪の東西心 ・南北心には境界があったとみられ，;<ilf汀以下の宅地が想定される。

そのほか，S B025の南に接して火葬~S X030を検出した。一辺0.4m，深さ0.5mの器拡の

底に政骨器が直接納置されていた。悲Uょに技:して安山岩質の官'J石があり ，器拡上iliiを逝っ てい

たものとみられる。蔵省..~日は~~盗j修の~JfïJ.(器で平城宮第rn1tJ (750年頃)!ζ該当するが，瀧は別

物でやや遡る。.H:~内には微小な骨片と組織物を合む抗澱物と ， 出 . ;W:ti:・和同開弥が入ってい
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た。京内に於ける奈良時代の

火葬誌としては初めての炉1]であ

り，京内での埋まf-を禁じた謎老

実葬令の規定との関述が問題で

ある。

造物土師1{~ ， 須:m:{{~ ， 瓦埼

類，木製品のほかに，火葬基の

副葬品がある。 ζ れらは奈良時

代前半期のものが多くを占めて 第 71羽第100次出土蔵骨~iと納置物

おり ，主に土拡 SIく013，j昨SD014， ~ I:戸 S E020，土拡SK052，階段状辿椛SX024から出

土した。瓦場類はif汗丸瓦4点，~[千平瓦 1 点 ， 樽 2 点と極めて少ない。 S E015・020の井戸底か

らはflll物 8点，万子柄 l点が出土した。火葬悲の副葬品としては，墨，~，巨管 ， 和同開弥 4 枚が

ある。品はカ ラス ミ形をしており ，正合院伝世品と同形であるがやや小さい。筆活:は篠竹製と

みられ， 一方の端部の内側を引って内径を広げており ， 乙れは~n:毛を取り付けるための加工と

みられる。

法華寺経後推定地の調査 (第98-17次〉 本調査は法務寺境内での収蔵庫正~設計画lζ伴う事前調

査である。現本堂および銃後は，従来の発掘調査の結果から旧位置に再建されたものとみられ

てお り ， 当該地は本堂中íMI ~0! (ζ対して鈍楼と対称位i泣 lとある ζ とから経般の造椛の段 I~e がj~]待

された。

調査の結果，掘立柱地物 3，illt3，土j広2，井戸 1を検出した。経後推定地は後世の削平を

受けてお り，経伎の込HNtは確認できなかった。 経桜北町雨落椛推定位位で検出した野間石組の

東西椛SD03も後述するように，その北方の建物SB01Bと一連のものと考えられる。

S D03以南の経楼推定地では掘立柱建物SB05や中世以降の南北梢SD12，近世の井戸SE

09などを検出した。抑立柱建物SB05は柱間約 3mで東西 2間 ・南北 l間分を確認 した。

第8図 法互信寺経後推定
地発掘巡構図

S D03以北では 3械の建物SBOlA・BおよびSB02を検出し

た。 SB01Aは1辺 1m以上の大きな抑形をもっ釘i立柱建物で東

西 2聞く柱間約3m)・南北 1悶〈柱間約2.7m)分を確認した。造

存していた柱根は直径60-70cmと太いもので，面取りされた痕跡

が認められる。柱根下{ζは根固めとして瓦片が詰められており ，

粁丸瓦6285A・軒平瓦6667Aが出土した。ζ れらの瓦は天平初年

を降るものがなく ，S B01Aは8世紀前半lと造営されたと推定で

きる。 SBOlBはSB01Aの柱を線本で切断 した上lζ板石を置い

て， 磁石立ち建物lζ改造している。平而は11:1規を守っている。乙

のような例は従来の法翠寺境内の発掘調査でも，現本堂地下 ・本
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堂南 ・本堂東で 3彰uが確認されている。東西出S

B03は南岸を野而石で護岸しているのに対して，

北側では幅O.4mほどが一段低くなり，と ζlζ多記:

の瓦片をつめ込んでいる。 ζれは北岸施設の裏込

めとみられ，この上lと基盤の延石と考えられる数

個の石がある。装込めからは 8世紀後半の土器が

出土してお り，年代的にも SD03はSB01Bと一

連のものとみられ，S B01 Bの南面j雨務総と考え

られる。 掘立柱建物 SB02は束西 2間(創出約3

m)，南北 1問分を確認したが SB01A.Bとの

前後関係は明らかでない。

i立物としては土探類と瓦類があ る。土器類の多

くは土:tlS 1く08から出土してお り，多量の土r:ijj器

・ 須JJJ:器のほかに施取h陶{，~片約150点がある。瓦
第9図 法草寺金2主役定地発銅ii:!f比図

は古代から近!祉にわたり ， 11可丸瓦56点 ， 11汗平瓦52点 ， 緑~1h瓦一点， 二彩取h瓦片 1 }~、が 11\ ことして

いる。

調査の結果 ， 当初の予想位置には経楼跡がみられず ， かえって経後推定位~'í: ~[一部かかって

芸奈良時代後半の磁石立ち建物を政認'した。 今後 ， 法ヲ，t;;!i'の伽J~合配Eの再検討が必要ーとなった。

法華寺金堂推定地の調査 ca98-21次) 本調査は納屋新築K伴う事前調査である。 当該地は法

華寺の南北中羽h線にあり ，東南lζliMi!ーする地区では1974年の調査で金堂と推定される建物の南

側柱を検出している。今回の調査地では推定金訟の南側柱凹延長官官分と入側柱の検出が予想さ

れた。調査の結果，建物2私11，中山-の:JI:戸状追椛与を検山した。惟定金堂SB01は出1JlIJ柱を

2間〈柱l間14尺〉分を確認したが，入fl1iJ住の痕跡は凡出せなかった。 しかし，現本hl・地下およ

び本堂東の地下辿桃が銅立柱と磁石立ちの柱を混用しているので，との建物も入側柱は礎石を

用いていたためlζ削平されて痕跡を留めなかったものと巧ーえられる。 SB02は京国 3間(10尺

~Im) ， 南北 1 間(12尺〕分を検出した。 南fJllJ柱は S B01と重複し，乙れよ り新しい。来四腕建

物の南府部分と推定される。そのほか1:1ヨ社i の ~i・戸状追桃および小位穴 8 聞を検出した。 井戸状

追椛からは鎌倉H寺代の瓦片が多量lζ出土した。

東大寺西函大垣跡の調査 本調査は奈良県労働者-住宅生活協同組合の分譲住宅住設計聞に伴う

事前調査であり ，奈良県教育委員会lζ協力して発仰を行なった。先例成果は 「東大寺山市!大垣

跡発備調査概報j c奈良県教育委員会 1977{'~ 1用〉としてすでに公表されている。当該地は東大

寺のi l忌害門と焼門(西国中門〉のほぼ I~J間にあたり ， 平域京東京紙大協東主|主部および京大王寺四

百大垣の士山iYfの存在が予怨された。検出した迫椛は古代から現代まで 61田lζ大}jlJでき ，上記の

予想、を裏付ける とともに，rlJ t位以降の宅地;~~Jの変巡が IJR らかになった3 以下H年 JUJ別 lζ述べる。
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11割〈奈良 ・平安l時代〉 平城京東京極大路SFI00， その東側溝SD90，東大寺西町大垣S

A05，その雨落構SD09・10がある。東京極大路SFI00は，旧河川の堆積土上le，パラス混

りl倍褐色土を盛って造成している。路面からは奈良時代の瓦が出土し，その上層から東大寺式

jl汗丸瓦6235，興福寺式軒丸瓦6301等が出土した。大路の東端lζ側i/1t.SD90がある。 SD90は西

周のみを検出し，東肩は中世の僻で境されているので縞は不明である。 中から奈良時代から平

安時代初頭にかけての瓦が出土している。

東大寺西国大垣については，転筈門と焼門とを結ぶ線上で，築地SA05を検出した。!日河川

のパラス屈の上iζ厚く砧土した後lζ，幅約 4 mの掘込地業を行ない~n'{土しているが版築はみら

れない。 ζ の椛土中lζ古代の瓦を含んでいる。築地は基底部しか造存しておらず，築地本体の

幅は不明である。築地をはさんで東西に雨蕗構SD09・10があり ，i，Vょの心々距離は6.2mであ

った。築地心から大路束側溝西肩までは14.3mである。なお，大路 ・築地とも平安時代におけ

る改造の跡はみられない。

IIWJ C中世) }I;[京極大路の上屈には，東西石組構SDll， 南北石組構SD17， S Dlllζ流

れ込むIlt?'渠SX83などが設けられ， 大路東側一帯が次第に宅地化していった。東大寺西面大垣

S A05はそーの北部を砧み替えるとともに，築地の西側雨落部SDIOを改修している CSDIO-

C)O S DI0ー Cからは中世の瓦 ・五輪塔の台座等が出土した。 SD09の東側'Jで京師りの南北

龍 SD16を検出した。瓦~~や党字のあ る軒平瓦が出土している。

mj担(近世〉 京街道と西面大垣との':t聞に設けられた 南北石組構SD20と， S DI0-Cを

改修した SDI0-bを検出した。 SDI0-bとSD20のそれぞれの中に打ち込まれた南北柵S

A06・07も梓と同時期とみられる。SDlO-Cの心よ り西11.1mの地点に石組井戸SE22があ

り，S D20の心より西11.1mの地点にも石組井戸SE21がある。京街道と西而大垣の聞は南北

構SD20を墳として東西二つに宅地制されたとみられる。東西の宅地内において井戸が同位置

第10図 東大ミ手商面大厄発鏑込¥怖図
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にあるとすれば， 四方の宅地の西境は現在の京街道東歩道の束~;Mあたりと推測される。

IV期〈近世) SD20， SE21・22は廃棄されて，IlljtJの東西の宅地は一つになり ， 宅地東

限の SD10は再び改修されている 'CSDIO一心。 さらに，乙の宅地の東端iζ石組の井戸SE25 

と，井戸から竹筒を用いて71-くを西方lζ引く上水施設SX56-64を設けている。との上水施設は

S X57→S X58→S X63と三度作り替えている。との時JTHとは多illの木炭 ・鉄斤;をはじめ，場/i

の羽口などが出土しているので，近くに鍛治屋の存在が考えられる。乙のII!.fWJの追わ時は火災に

あっており ， 西国大垣も脳級してしまった3 乙の火災は「東大寺諸伽!世田~録」にみえる院長11

年(1606)の今小路fsJを合む手貝f!IJ南方の大火!こ相判するものと考えられる。

VJ割(近世〉 東西に長い宅地が，石組)iIJSX75や東西方向の杭列 SA08によって 南北にも

和l分化してくる。 SX75は北11:而をそろえており ，崩壊後の西国大垣を横切 って設けられてい

る。その北lζ井戸SE23をつくる。 SX75とSA081ζ挟まれた南北幅 9mの地域内lζは礎石立

ち建物 3おIlSB01・02・03が建つ。l礎石建物はいずれも南側柱のみを確認したにすぎないが，

北側柱がSX75の延長線以南におさまるとするなら ，~f行は 2 問と推定される。礎石kli物のj;'，j

凶には座結SX50，火葬骨i:':fS X 52， 55があり ，五輪地:の一部や仏花器，多量の灯IYJJslなども

出土しているととからみて，乙の地域のiU椛!立東大寺の子院など考ーの関連施設と考えられる。

薬師寺西塔跡の調査 本調査は薬師寺からの依頼lζより ，凶.塔創建時のi立椛を|円らかにする 目

的で行なったものである。凹;培の創建は，来場:の茶色てられた天平2年 (730)頃とみられており

cr七大寺年表J)，享禄元年(1528)には筒井順興の乱によって金堂 ・講堂とともに1$[;失した cr薬

師寺年記J)。 その後，万治三年(1660)1と食堂のi国北方にあった文殊:主が西地湖、に移築され cr薬

師寺縁起因史j r1!il附寺志J)，IIH和 9 年lζ 撤去された。.lJU_~以上ïffiIζは心磁のほかに，文殊.W~で

j司いられていた磁石が12側主えっ てお り ， 東北と}jr ï-Y~の I\'1J の 2 fllilの礎石には一辺60-70cmの方形

住座があり ，困地;の礎石と考えられている。これまでの調査としては，lIiTf119年[ζ起立M!氏{と

よってtililiL上問の間単な制作が行なわれ，IIH和44"1:には来rlr/i寺発掘調有団〈団長杉山信三氏〕が

l盟国階段郎分のiliももをI!J.Jらかにしている。

造桃 心髄がj際位置を保っている ζ と，方形住l肢をもっ 2fi~j の磁石はj京{，'[世を!日j きょ主禄焼失

』ζよる焼土上に据えられている ζ とを確認し，さらに凹天住と 側主tの1f:ilJ彰をすべて検出した。

裳階柱の{日i!巴は発見しなかった。{印j彰が浅かったために削平されたものと思われる。 IL、礎』ζは

11:])影がなく ，iJ;J:i"'t築成の途rllで偲えられている。越正l化粧は花iホi岩製j也混石と凝灰岩製羽目Ti

とがわずかに辿存しており ，~tjfiの一辺の長さは約13.6 m と知られた。延石は用いず ， J也磁石

上回に約 1cmの段を設けて羽目石を受け，見え!出かりI{f)分を切石とする一方 ，隠れる郎分lζは

自然面を践している。階段は四方lζ設けられ，耳石を受ける納穴の施された受石が束 ・西 ・耐

の階段K造存しており ，階段の規模は幅約 3m ，品.hi'(からの出約1.8mである乙とが匁lられた。

乙の受石lとは納穴の仕illζ発奥がみられることや西市I¥'1JJ也被石の西而lζだけ見付師 2cmほどの

切面が施されていることなどから，基Jf't化粧石iζは創たu当初から転用石材を混用していたもの
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第11図薬師寺西院幼;?e捌追挑図

とa思われる 0

Ui tt"l回りには玉石を敷き詰めた縮0.5~0.6m の犬走りがめ.ぐる。その外周 lζ扇平な石を立て

て側石とする内法幅O.5mCllb 深さ 5cmほどの雨落泌がある。 雨落1，年は階段部分も凸型{ζめぐ

り，底(ζは玉石を敷いている。 同様の玉石敷はi，Ytの外lζ も一而lζ広がっており ， ;M;1_r"l縁から

3.5m ほどのところには-;9"J1ζ立石を並べて， j苔をLjJ心とする一辺20.6mほどの正方形の区画

を構成している。なお，i~H町立後世のj也 lζ よって破J袋されており ， ζ の見切石は舵認できなか

った。玉石放は ζ の.iE方形の区画の外方へさらに拡がっており ，組問確認のため北方へ 卜レン

チを拡慌したが，玉石!肢はなお発掘区外へ続くとみられ，回廊内全域が玉有数であった可能性

p
b
 

q
d
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も考・えられる。なお，玉石;;Xの上lζは灰j先制砂質土がJit砧し，その上lζ焼上JFiiがのっており ，

手禄焼失11寺にはすでに石敷市は埋もれていたとみ られる。

益出の1W.京高はl.4mで， その築成は放くのような過程を経ている。 侃込地業は行なわれず，

旧地表而lζ直接砧ーみあげている。まず，iJ;Jifの純回全域lζ0.4-0.5mのJO]さでH背灰j先制粘土と

パラス土を互屈につきかためる。次いで，心磁を中心とする半径2.5mほどの利回のみに入念

{ζ版築を行ない，その回 りに灰貰色粘土を砧みあげる。同H加ζiij;Jfi.回りでは玉石を敷く ために

灰色粘土で強l也している。次lζ，級石を泣いて心磁を据えつける。その後， iij;Jil上国まで補色

砂と粘土を互!日につき回め，心柱以外の柱の抑形を設け，ft盤石を据える。最後lζ，I創設部分lζ

賀補色土を砧み，越正!化粧を行なう。

そのほか IC:，発師区 N4~;;，lでやや時代の|符るとみられる他の汀線を lì{(i認し，また ， 発抑区東辺

と基担南辺lζ沿って石蚊および1~出を崩して設けられた竹向の上水胞設を検山した。

i立物 越正{上而の焼二七回からは焼け出れた塑像jヰーや~土が ， 1ili出回 りの1ft土防か らは大51の

瓦が出土している。盟{象)iは，長和4年(1015)の 『来日iliミ年縁起JIC:京西両地lζ各々釈迦の凹

相のlrH象を irl くと記されている ζ とに相応すると考えられる。 ~1刻午 lζ は国郎 ・ 手 ・ IJ同郎 ・ 足

・袈裟 ・rJlなどがあ り，なかには虫IJ米像 ・苔I位:像と判定し得るものもある。また，彩色や金箔

が残っているものもある。 Jl合土lとは雲母の多い級官な粘土を用いている。このほか塑像のJl台土

とは異なり ， 砂粒を多く含んだ破片があり ， 直線や1111総の凹，::'dn:¥む火線が胞をれ，白色lζ

彩色されている。 ζ れらは塑像の背景となった山町やj出il司・台座などの一郎とみられる。山jこ

した!Iq瓦は約800点に達した。 !Iq:九瓦は鋭企 ・室IIIJII与代の巴火が多く ，木薬師寺式や奈良II.}代

の瓦は一訓にもirY.jたず，ミZ禄焼失lI!i'lζはすでに創立tlljの瓦はほとんど:i"i:き科ーえられていた乙と

が判明した。焼土!日からは以上のほかに，~霊先Dili り金具 ， J♀.板，迎H象;日;銅線，鋲，fiJ状留め金

具な と・の'i~î銅製品や ， 釘 ， 鎚 ， 座金なと‘の鉄製品 ， 和問問弥な

どの銭11，および少iJ14の 3Ii JJ2: 器)~-が/1:\土している 。 青銅j平板に

は「第二口Jと陰刻 した ものがあり ，相愉の一部かとも考えら

れる。

法隆寺本妨西方地域の調査 本調査は法隆寺寺務所のm設計四

lζ 1~1~ う事 j'jíi調査であ り ， 既存主主物の解体lζ対応して二次lζ わけ

で調査を行な った。第一次調査では迫柿は検出されず，古代か

ら中世にわたる瓦および、土保)'r・を包合した|惰灰色村質土問の上

市lζ ， 水iÆt によるものと};t~われる粗ø、が Jir~制していた。第二次

調査では，重工色粘土の地止lから ， r JlI1tの土r:~j 7.~) 'r'を合む小穴11下

と近山以降の時4条および池の一郎を検出した。I也は長径約 3

mの小規棋なものであるが，岸には人iiJi大の石がいくつか政っ

てお り，底lζは小石を放いている。 〈須藤隆 .N;'水rJ;ー〉
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1 9 7 6 年度発見の平城宮木簡
平城宮跡発掘調査部

1 9 7 6 年度の平城宮跡発掘調査では総計7 4 4 点の木簡が出土した。以下その概要を報告する。

なお主なものは『平城宮発掘調査出土木簡概報( u ) 』（1 9 7 7 年５月刊）に収録している（口絵参照) 。

推定第１次朝堂院地区出土木簡（第9 7 次調査）

当地区では，第１次朝堂院東方の宮内基幹排水路である南北溝S D 3 7 1 5 と，これに設けら

れた堰状遺構S X 8 4 1 1 ，およびS D3 7 1 5 に東方から流入する東西溝S D8 4 1 9 から計1 6 3 点の木

簡が出土した。S D 3 7 1 5 は二度の改修を受けており，木簡は下層溝の上・中層から出土した

（2 0 点) 。S X 8 4 1 1 では堰の北側と南側の堆稜届から出土している（1 3 8 点) 。溝・堰とも木簡を

含む堆稜層は同一層位であり，出土木簡も同時期のものである。S D 8 4 1 9 からは５点の木簡が

出土しているが，出土層位がS D 3 7 1 5 のどの膳位に対応するか未確認である。

これらの木簡の年紀は神亀３年から天平３年にわたっており，内容は宮内建物の建設に関す

るものが多いという特徴を示している。以下代表的な木簡について報告する。

「口里工作高殿料短枚桁二枝□」
（州力）

高殿に' 月する木簡は，他に「西高殿四人一｣，「口東高殿’ ’ ’ ’ ’ ’ ’ ’ ’ ’ 」等が出土してい
る。第１次・第２次大極殿朝堂院地区には高殿に比定しうる楼風建造物が存在する。里工は宮

の工人に対する語であろう。他に習書で「雇工」と記したものがある。これらの禾簡により新

たな殿舎名が知られ，その建設が行なわれたことが判明する。これまで第２次内裏北外郭地区

の土拡（S K 2 1 0 2 ）出土の木簡から神飽５年～天平元年頃にこの地区で造営が行なわれたこと

が考えられていたが，今回の木簡は更にこの時期の造営に関し新資料を加えたことになる。
ロ( 口力) ( 坐ヵ）

（表）「右二人丸桁二枝継目口引坐田部大鵬宗小斗四材等口引□」

｜柔毒! 詞端銭」（裏）「

継目口引坐がどのようなものか未詳であるが，斗や丸桁がみえるので，この木簡も建築部材

の製作に関するものであろう。銭( タヅキ) は斧の一種である。同筆で同内容の木簡が他に３点

ある。また柱の作製に関するもの３点や，「樽廿送｣ とあるものなど木工作関係のものが多い。

（表）「進上瓦三百七十枚童騨繁字瓦百州八枚功' ' ' ' 七人抜含誌枚廿三人各六枚」

（裏）「付葦屋石敷神紬蕊単雛卿」
・作瓦所からの瓦の搬入に関する木簡である。１人当り女瓦では1 0 枚，宇瓦では６枚，鐙瓦で

は８枚運搬しているが，『延喜式』（木工寮）の瓦の人担数の規定では各1 2 枚，７枚，９枚であ

り，枚数が近似する。作瓦担当官とおぼしき主典下道朝臣某は「向司家」となっているが，こ

の司家は令制の司ならば四等官は「令史」であるからあるいは令外の官司とも考えられる。今
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1 9 7 6 年度発見の平城宮木簡

（瓦力）〈宇力） （両力）
のところ司名は不詳である。瓦についての木簡は他に「進上女□ ｣ ，「口瓦１叶枚口車一□ 」な

どがあり，いずれも瓦運搬に関する内容である。

宮内の営作を行なう宮司は造宮省と木工寮が考えられるが，いずれの場合も木簡はその現場

事務所的な場所で使用されたとみられる。また『延喜式』( 弾正台）巾に「在二I l : ' 院西一木工寮氷

屋材瓦｣ とあり, 平安宮では宮城中央にある中院( 中和院) の西に木工寮の木屋が存在していた。

『西宮記』（所々事）ではこれを｢ 木工内候所｣ とする。今回発見の木簡中に削片だが「申木屋司

御前」と記したものがあり，この木屋司もあるいは木工寮の木屋と関連があるかもしれない。

東院園池・東面大垣地区出土木簡（第9 9 次調査）

宮内の園池地区では新池（S G 5 8 0 0 B ）底の堆秋土中から1 0 点の木簡が出土した。年紀のある
（所力）

ものはないが「蔵人□ 」と記した畢普土器が伴出しているので，平安I 時代９世紀に入るもので

あろう。このうち「宗麻呂方『一丈』｣ ，「貞雄方『一丈』｣ ，「忠安方『二丈』」の３点は同筆

・同形態である。用途は判然としないが，布類の付札であろうか。

東面大垣（s A 5 9 0 0 ）地区では，Ｅ地区で外濠（s D 5 7 8 0 ）から３点，Ｄ地区では大垣束雨落

溝（S D 5 8 1 5 ）から１点，外濠から1 4 点，北のＨ地区では築地下の暗渠から外濠に流下する東

西溝（s D 8 4 3 6 ）から１点，外濠から5 5 0 点出土した。Ｈ地区の外濠では大部分の木簡は南端部

に堆稜していたが，北半部の木簡も内容的に共通し，一括しうるものである。以下質簸ともに

豊富なＨ地区の木簡を中心にのべることにする。

まず，木簡の年紀は天平末年の６年間に限られ，天平1 5 年１点，同1 8 年１点，同1 9 年４点，

同2 0 年１点である。また貢進付札は1 1 点と少ないことも特色である。文: 野様木簡では食品名を

記したものや，次のような食品の請求・支給に関するものが顕著であり，この地区の木簡は食

品の供給を行なっていた官司で. 使用されたものとみられる。

（表) ｢供養所食口倶鼎麗右漆人」( 裏) 「匡二ｺ人口万呂二月廿四日□□」
供養所の７人分の食料を請求したものであろう。供養所は，正倉院文香に造東大寺河内の一

機構として散見するが，木簡記載のものがそれに当たるかどうか不明である。

（表）「鵬造花苑所請雇人三百六十八人食口米七石」

（裏)「『言調: 四升二合｣三月一日覗受葛木梶嶋」
鵬造花苑所も未詳であるが，法隆寺の花苑造営に関するものであろうか。

「諦糟五升東悶器運律靖, △i i i □」
（凡力）

（東力）
東幽に関しては，他にＤ地区の束雨落溝出土の木簡に「口園進上」と記したもの，および平

城宮西北部の馬寮推定地出土の嶋掃兵士関, 係木簡のうちに，（表）「．進兵士三人依束園に｣ ，

（裏）「．以移天平十年閏七月十二に」としたものがある( 木簡概報( 8 ) ) 。東園が宮内の嗣池
とすれば，今回発掘の庭園造椎などそれにふさわしいと言えようか。

－３９－



奈良国立文化財研究所年報

この他に「造箇所」から酒糟を請求したものや，「春日所」なるところへ韮を支給した木簡

がある。削片で単に「堅子所｣ ，「刀子所｣ ，「中宮」と記しただけのものがあるが，これもあ

るいは食品の支給先かもしれない。また（表）「大炊寮｣ ，（裏）「十九年」の題簸があるが，

これは同寮からこの宮司が穀類を受けていたことを示していよう。断片・削片のため木簡の用

途は知りえないが，他に食品名を記したものが多数あり，魚鳥類が多い。令制において諸宮司

への食品供給を任務としたのは大膳職であるから，これらの木簡は一応大膳職関係のものか

と考えられるが，東院地区という場所からみて内廷の食品担当官司の可能性もある。

この官司内の機構をうかがえるものとして次の２点の木簡がある。

「(北力） 倉橋部人足小月隼人内蔵乙万呂
（表）口厨坊宿人久米一万呂因幡田作鴨請弟□ （裏）「合九人十月七日倉橋部人足」

宮門本在山口広足□ 口福口万呂」

「北」らしい文字は追筆とみられる。この厨坊はおそらく調理を行なう場所であろう。『延
喜式』（大膳職）によれば大膳職に大厨が付属しているが，それと同様の性格のものだろうか。

（表)監函農（裏)「天平廿年｣( 題擬）
平城宮での賛殿の初見史料である。北一とあるのは複数の賛殿の存在を示している。『延喜
式』（宮内省・内膳司等）によれば賢殿は内膳司に所属しているが，場所的には内膳司と離れて

おり，内裏内に所在していたようである。この賀殿には諸国貢進の御賛が納められ供御に充て

られた。『延喜式』（宮内省）では，「太宰府所貢御賀」は調物・中男作物・梁作物・厨作物等
から成り，これらは「並収賢殿」としている。このうち厨作物は大宰府主厨. i j l の杵理する厨の

作物であり，『延喜式』( 内膳司）には鯛醤，宍聴，蒜房漬等の作物をあげている。木簡中に「筑
紫厨」と記した断片があり，これが大宰府の厨に当たるものとみられる。したがって木簡記載
の費殿は平安宮内膳司の賢殿に当たるものとみられるが，平城宮でも内膳司の管下にあったか

どうか検討を要する。延暦1 7 年に綱曳厨・江厨が，同1 9 年に筑摩厨が大膳職から内膳司に所属

替えになっており，平城宮では賀物が大膳職に収納されていたことも考えられるからである。
（表）「左衛士府年魚御賛五十三餅」（裏）「天平十九年」〔習普は省略）
平安時代には衛府の御賛献進の史料が散見するが，奈良時代ではこの木簡が初出である。断
片で「御賛鮭五十二」とあるのも同じく衛府の御劉であろう。『延喜式』（左右術門府）によれ
ば，六術府の日次の御賀は蔵人所に収められる。平城宮での収納先は不肌だが，大学寮の釈莫
に用いる六術府の祭牲が大膳職に送進されること（r 延喜式』大膳職）は参考になろう。
以上のように，これらの木簡は食品関係官司に関するものとみられるが，宮司名の推定には

木簡の流出地点等を含め，さらに慎重な検討が必要であると思われる。
佐紀池地区出土木簡（第1 0 1 次調査）

奈良時代の閣池底の堆砿層および同じく池底の細溝から各１点出土したが，内容的に顕著な
ものはなかった。（加藤優）
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平城宮跡発掘調査部

1 9 7 6 年度の宮跡整備は，第２次内裏内郭および内郭築地回廊韮聴復原整備’ 第２次内裏西方

地区整備，北方官術地区整備，緑陰帯造成，宮内道路造成および案内板の設侭を行なった。

第２次内裏内郭築地回廊基壇復原整備1 9 7 4 年度から始めている束辺築地回廊基城の復原を北へ

県道（通称一条通）までの約70ｍ延長した。回廊には門跡（S B7 9 7 0）および井戸（ＳＥ79 0 0），

内郭部には掘立柱建物４棟，玉石溝（S D7 8 7 0 ）約1 1 5 ｍなどが含まれる。（第１図Ａ）築地回廊

の西内郭側はほぼ完全に復原したが，東側は現在水路と市道敷になっているため，昨年度と同

様築地心より2 . 5 ｍまでを復原した。回廊の中央部西側で検出された井戸跡は, 合成樹脂によ
る現寸遺構模型を据え付け，遺構の欠失部はもとと同質材（切石は石川県産椴音下凝灰岩，玉石は

奈良市産三笠安山岩一通称カナンボ石）にて補充し復原した（第２図) 。

井戸を中心とする施設は，回廊の西半をその一部に組入れ，東西8 . 3 ｍ南北1 2 ｍの広さがあ

る。井戸位涜の地盤高は，回廊上面基準高より約’ ｍの落差があり，東西辺は凝灰岩切石の擁
壁，南北辺は敷石の施した階段を設けてふさぐ。階段は南北とも西半は踏而３段の玉石『敷き，

東半は下方の２段分を勾配を強くして１段とし，３段目以上は西半と合せている。但し踏面の

寸法は北は１ｍ，南は0 . 8 5ｍあり北の方が少し広い。井筒は，直径1 . 6 4ｍにおよぶ巨大な一木
くりぬきの丸井筒で，地上部は一辺1 . 7 0 ｍの方形枠を組んでいた。今回の復原では今後の維持
管理のことも考慮し，丸井筒をコンクリートヒューム管に替え，地上方形枠のみ台桧材で復原
製作して表示した。また井戸屋形の４本の掘立柱は6 0 c mの高さに設慨し，その間に凝灰岩切石
をふせた。

ロ
§
§

：

合成樹脂による呪寸辿職模

型は，1 9 7 3 年度発掘調査の際

にシリコン樹脂により型取り

を行なったものを基に，ポリ

エステル樹脂，ガラスクロス，

ロービングクロスなどを稜

屈してすでに雄型をも製作済

みである。これの設置にあた

っては，遺構面を砂養生した

上に１ｍ× １ｍ× ０．１２ｍのプ

レキャストコンクリート版の

基礎を伏せ，基礎と模型本体

Ａ
ロ
両
凶

静
Ｉ順･測誰

灘『
一

Ｅ

平城宮跡の整備（７）

;開：

綴調

僻#|圏園【

照黙陸２戸！§窯Ｉ

.O耐
・℃錘- ｒ１Ｐ①ＪＥ－ｄ４Ｊニムー・』

との空隙はＬ形鋼 ( 5 0 × 5 0 × 6 ）第１図平城宮跡整備区
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でフレームをつくり支持体とした。

模型面は回廊にあわせて遺構面より０．７

ｍ上りを復原高さとした。基礎高さとフレ

ーム高さは遺構の状態が場所によって異な

るため一定寸法には納まらず，模型本体を

６個に分割し，その個々について妥当な, 位

置・高さをきめ据えつけた。

その他特に配慮した点としてプレキャス

一
一宇 = 己一

配

：
藷

一
宮

一
再 蓉宕さ４ 唾薗値

奈良国立文化財研究所年報

第２図井戸跡復原図しその移動をふせぐと共に漏水処理を容易

にしたこと，Ｌ型鋼は樹脂の皮膜で覆い防錆を図ったこと，フレーム外周はコンクリートブロ

ックを稜上げ土砂や水が直接入り込まないようにしたこと，などがあげられる。ただ露出展示
であるため樹脂模型が砿接外気にさらされることになり，温度差による膨張・収縮や紫外線に
よる槌色の問題など耐久性について今後の経年変化をみきわめていく必要があろう。
内裏西方地区整備1 9 7 4 年度より継続で進められてきた第２次内裏朝堂院地区の整備は，その

中心地区については北西部を残すのみとなった。この地区は未発掘地であり，遺構の詳細につ
いては未確認であるが，周辺の整備の進行につれ環境整備が望まれるようになって来た。そこ
で東辺築地回廊と対称の位置に想定される西辺築地回廊の基壇を盛土張芝により表示し，回廊
に囲まれた内裏空間を明確にすると共に第２次内裏朝堂院の中心地区について整備を完了する
よう約11 , 8 0 0㎡について施工した（第１図Ｂ) 。この地区では前述の築地回廊基垣の表示（延
長180ｍ）を行ない，回廊の両側は整地しクローバーの種子吹付け，西側外郭‘ 部には１本/ 150㎡
程度の樹木植栽を行なうにとどめた。また19 7 5年度に整備した外郭西南隅の礎石建物より始め
た苑路（幅員５ｍ砕石舗装）を北へ構内道路までの約110ｍを延長した。
北方官衝地区整備北方官筒地区については1 9 7 1 . 7 2 年度の既整備地の西側で，１条通の北側

を佐紀池東堤までの整備を行なった。施工区は発掘次数では２，４，６，８１次調査にあたり，
奈良時代後半（平城宮Ｂ期）の遺構を採り掘立柱建物８棟，築地塀18 5ｍ，柵列36ｍおよび井戸
跡３ケ所の復原表示を行なった。工法は掘立柱建物，築地塀，柵列については盛土張芝とし，
掘立柱位置をツゲの械栽，築地塀をサザンカの植え込みにより表示し，井戸跡については，出
土した井戸枠を新材（台桧）により製作し各々 １段分を復原設綴した（第１図ｃ) 。
緑陰帯造成これまで資料館と覆屋を結ぶ構内道路以南を順次整備して来たが，今年度は第

8 7 次発掘調査で確認された１条通りから南へ構内道路までの約8 0ｍについて造成した。和泉砂
岩割石で復原表示を行なっている南北大瀧（S D3 7 1 5 ）は，今年度施工区が水路上端となるため
佐紀池より取水している潅水施設の装侭を１部利用し，自動給水し日中水を流すようにした。
また水路内に常時滞水するように４ケ所の堰を設け，同時に水の浄化を図った（第１図Ｄ) 。
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平城宮跡の整備（7 １

宮内道路造成1 9 7 1 年度に復原整備した西面中門から東へ約１１０ｍについて施工した。復原道

路は門基鯉より幅員1 6 ｍの砂利舗装をし，その両側は和泉砂岩割石溝（幅4 0 c m）で道路排水を

行なうようにした。また北側脇門から資料館に至る通路として，脇' ' １幅（4 . 5 ｍ）で東へ資料館

東側構内道路と結ぶ苑路を造成した。この苑路については今後東輔の通行も考えられるのでア

スファルト舗装とした。またシーズンには資料館北側に設けている駐車場而砿が不足する事が

多くなるため，この苑路沿いに駐車場を設け混雑時の緩和を図った。復原道路の両側は盛土張

芝をし２本/ 1 0 0 ㎡程度の樹木柿栽を行なった。

その他内裏内郭回廊部に復原した井戸施設の案内板を設瞳したほか，1 9 7 0 年以前に奈

良県で設置していた案内板の説明図と現況とが発掘調査の進捗に伴い一致しない部分が多くな

ったため，説明図の修正貼り替えを８基について実施した。（渡辺雌史）

内裏西方地区 北方官簡地区 緑陰帯 宮内道路 案内板

整備規模 5, 950㎡ 11, 800㎡ １１，１００㎡ 2, 740㎡ 7, 040㎡ 9 基

工費 31, 200千円 31, 000千円 30, 200千円 8, 000千円 23, 800千円 1, 290千円

藤原宮跡の整備（２）
飛鳥藤原宮跡発掘調査部・平城宮跡発掘調査部

1 9 7 5 年度に大極殿東北部から整備を始めたが，その西部（旧鴨公小学校跡地）が1 9 7 6 . 7 7 年度

発掘調査予定地になっているため，今年度は小学校跡地（5 , 7 5 0 ㎡）の校舎基礎を処理するにと

どめ，大概殿回廊外側北西部（約8 , 5 0 0 ㎡）の盛土盤地を行なった。この地区は大極殿地区より

約１ｍ低く, 道路を隔て北側にある醍瑚池に水を引くために火種殿より南一州: の水が集i l : i し, 非

常に湿潤で草刈作業等管蝿作業に困難を

生じていた。また遺構が少ないことや将

来大極殿地区の整備に関連してルI 水田面

より平均4 0 ｍの磯土を行ない躯地して，

見学者の休憩，軽い運動等の使用も可能

な多目的広場とした。この広場への進入

路（幅員5 . 5 ｍ）を北側市道に取り付け’

市道南側の水路部分はコンクリート橋と

し，その上．下流共4 . 5 ｍについて謹岸

工事を行なった。なお工費は2 ' ' 0 0 0 千円

であった。（渡辺康史）

－４３－

藤原宮跡整備図



弓

平城京東三坊大路側溝出土の大型人形

平城宮跡発掘調査部

東三坊大路東側溝（６ＡＦＢ区SD650）の調査成果は,すでに

「平城宮発掘調査報告Ⅵ」として刊行したが’未報告の木製品が

あったのでここに補足しておきたい。

大型の人形が２点ある。１はほぼ全形をとどめる全長112.7ｃｍ

の長大な人形である。頭部で妓大幅12.5cmをはかり，しだいに幅

を減じて肩部に至る。腰部は両側から切込み段をつけて表わすが

腕の表現はない。以下脚部へ幅を拡げ，脚端部は斜めに切りおと

す。桧の板目材から作り，一面は丁寧な削り整形をほどこすが’

他面は割り裂き而を残す。墨の痕跡は認められない。厚さ0.6ｃｍ

前後◎２は全長52.0cm，最大幅6.6cm，厚さ０．５cm前後をはかる人

形であり，頭・胴・脚の一部を欠くが原形はほぼ復原できる。大

きく挟った腰部の表現と短い脚部に特徴がある。頭部は圭頭状に

つくり，腕は，と同様表現がない◎桧の板目材からつくり，表裏

面とも丁寧に削り整形をほどこしている。腿痕はみられない。

ＳＤ６５０Ａ出土の大型人形は，既報告の一例（877）を合せると

計３点となり，平安時代初頭にみられる人形の大型化傾向をうら

づける好資料ということができる。とくに’の人形は，全長’ｍ

をこす超大型品であり興味を引く。類例としては’長岡京跡出

土の全長,､5ｍにもおよぶ人形があげられる。これら大型の人形

は，すでに指摘があるごとく（京都考古2'号)，『親信卿記』にみ

える「御等身人形」に相当する可能性が高く，２０cm前後の小型の

人形とともに，今後さらに検討を要する問題である。

このほかに，剣形木製品’と曲物容器底板’，折敷４点があ

る◎剣形木製品(３)は，棒の一端を剣先状に尖らし剣に杖したも

の。下端を欠く。現存長39.8cm，幅2.5cm，厚さ1.0cm’桧の板目

材からつくる。曲物容器底板は40.9cmの径をもち’底板Ｉに分類

できる。両側辺を欠くが，一部に欠損後の加工痕がみられる。厚

さ0.9cm，桧の板目材からつくる。折敷４点は，いずれも一辺の

長さ（木目方向）５５～60cmにもおよぶ折敷Ａの大型品であるo全幅

をとどめないが，おそらく方形を呈したであろう。一辺に３対の

とじ孔をもち，一部に樺皮を残すが側板をとどめるものはない。

木取りは柾目・板目材が各２点づつである。（黒崎直）
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奈良山出士の蔵骨器と墨

平城宮跡発掘調査部

奈良山丘陵から数年前に出土した蔵骨器と蔑年通宝２，神功開宝３などの一括遺物が昭和５２

年４月，発見者によって平城宮跡発掘調査部に届けられた。調査部では所定の手続きをとると

共に現地を確認したが，発見時に蔵骨器中からとり出したというカーボン塊を光学的な観察を

した結果，墨であることが判明した。現存するのは小指頭のもの１個と米粒大の小片数個のみ

であるが，昨年，奈良市平松町（平城宮跡発掘調査部第'00次調査）で完形の墨と筆管が蔵骨器

中からみつかっていることから，とりあえずここに紹介する次第である。

蔵骨器の出土地は奈良市奈良阪町で，ウワナベ古墳から500ｍ程北へ谷を入った東側の丘陵

尾根上である。標高107ｍの丘陵頂から西へやや降ったところに自然崩壊による崖があり，こ

の斜面に蔵骨器の一部が露出していたのを，昭和50年秋通りがかりにみつけ，掘り出して自宅

に持ち帰ったという。地下40cm程のところに埋置されていたらしいが，その後の崩壊のため蕊

拡などの形跡はすでに認められなかった。

蔵骨器はいわゆる薬壷形の須恵器であり，直立する短かい口縁と丸く張った胴にやや外反す

る高台を持つ。外面は口縁から胴上半部をロクロ撫でし，下半はヘラケズリをする。底部外面

はヘラケズリに撫でを加える。色調はやや白っぽい灰色を呈し，胎土中には細砂を含む。蓋は

平坦な頂部と鳥平なつまみを持ち，口縁部は直立する◎頂部はヘラケズリ，口縁部は内外とも

に撫でてある。色調，胎土は壷に同じである。時期は型式からみて奈良末頃とみられる。総高

さ14.8cm・壷高さ14.0cm，口径9.1cm，岐大径17.1cm，底径9.0cm･蓋径11.2cm，高さ２．４cm。

なお銅銭５枚は，器底に付着した錫から器底中央に一枚を置き，この四方に文字面を上にし

て並べてあったようである。いずれもサビが削られているが，うち三枚には文字面のサビ上に

絹とみられる細い布目痕が認められる。幽年通宝はともに普通型であるが，うち一点(ａ)は6.5

'もあり極めて重い（平均４１)。神功開宝は大様型(ｃ）と長刀型(．．ｅ)がある。（佐藤興治）

字…雪
二二コ“てDJ。

予璽豊睡一垂！

×印出土地点
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植物質繊維加工品の､保存

平城宮跡発掘調査部

木製遺物と並んで比較的よく出土するものに薦・蕊・葦などを加工した編物や織物などがあ

る。これらの遺物は自然に乾燥させると急激な収縮が起り，粉状化し，その形は完全に損なわ

れてしまう場合が多い。この種の遺物の保存はむずかしく，たとえば，木製辿物の場合のよう

に乾燥させまいとして，水波けにして,保管するにも，編物や織物はやがてほぐれてしまい，

その形状を水中で維持すること自体むずかしいことであった。このような進物は，ダンマー

ル天然樹脂と密ロウをしませて強化することができる。本報告では蕊を加工した祷ようのもの

(写真）と竹製の筆軸の保存処理を紹介する。

，保存処理操作の手順：①埋没巾にしみこんだ土壌成分などを抽出するため,遺物を水（できれ

ば蒸留水を使う）に浸し，一ケ月以上放澄する。途巾，１週間毎に水を取り替える。②遺物に含

蓄されている水分をエチルアルコールと侭換する。充分にアルコールがしみこんだのちに，エ

ーテルとアルコールが等並混合された液に浸す。さらに純粋なエーテルをしませる。③エーテ

ルにダンマール樹脂を５％(亜吐比）添加する。そして，その挫度を徐々に上昇させ，２０％に達

したところで，さらに密ロウを加える。密ロウがエーテルに勝ける量は限られており，あまり

よく溶融しない。密ロウはもろくてネバリの少ないダンマール樹脂に柔軟性を与える（密ロゥ

の代わりに合成樹脂を使う例もある)。④妓終的には40％前後のダンマール樹脂と５％程度の密ロ

ウを加えたエーテル溶液をしませることになる。溶液から取り出したら，其空乾燥する。この

時点では，遺物の表面上にダンマール樹脂・密ロウが少々残留するが，トリクレン溝液に数秒

間浸すことによって解消する。

なお，筆軸については，その腐朽度が相当激しかったのでダンマール樹脂は60％濃度にまで

上昇させた。そのあとは，すべて前者と同じ要価で処理した。

植物質繊維の場合，その種頬によっては，組織が密で，ダンマー

ル樹脂があまりしみこまないものもある。このような遺物は，処理

後の数ヶ月間に変形を生ずることがあるので，真空乾燥したあと，

すぐに数％挫度のアクリル樹脂をコーティングして補強強化の処慨

をする。

上記の処理方法は，アルコール・エーテル・樹脂法（クリステンセ

ンが,木材保存のために開発したエーテル法を応用したもの）と呼ばれ，植

物質繊維加工品の他，臼ようの木製遺物や漆製品などの処理にも有

効である。ただし，エーテルは無色特臭のある揮発性・引火性の液

‘体なので，その取り扱いには細心の注意が必要である。

（沢田正昭）
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飛鳥 ・藤原宮跡の発加調査

飛鳥藤原宮跡発掘調査部

飛鳥藤原宮跡発掘調査部では，1976年度の主要な制査として藤原京内で，朱rr大路，右京七

条-JJjの調査を行ない，藤原京条坊佐原lζnmな資料を得た。また，飛鳥地域では大宮大寺の

回廊東南l開 ・ 寺域束 l授の調査と ， 山田守の ~þ門 ・ 塔地域の調査を実胞した。主な調査地域とそ

の期間，百五liなどについては第 l表の迎りである。

藤原京朱雀大路の調査 Cf:!117- 2・3次〉 との調子Eは， 杭原iliが日高山の北地区Iζ計・国iした市

営住宅建設にwう事前調査である。調査J也は藤原宮第 I次調査で検出した月草原宮南町中門の南

100~150m 'ζ 位置 し ， 朱雀大路推定j也にあたる。調査区は日高山の北把を南j也区 ， そこ から北

へ50m離れた地区を北地区，北地区の束を東地区とした。今回の調査地の西に技ーする地域は第

17 ・ 19(j，く調査 として発制している C ~1 1 18!) 。

検出した主な逃椛[ま朱雀大路とその阿 (WlilV~およひrJl~西椛 2 である。なお， 東地区では朱作大

路の側椛lと沿って築地などの検出がj切符されたが藤原宮WJの逃j'lYtはみ られなかった。

)jミ作大路西側I，VtS D1952は南地区で検出した。幅 4m以上， 深さO.4mを測る。東岸は南端

から 6mにわたって玉石を 3段以上に砧ーみ謹j芋を施している。朱'rli大路東(JlIJitltS D 1951は北地

区で検出した。師 4m以上，深さ0.45mを測る業掘りの椛である。両fWJ酷からは藤原宮WJの辿

物が少白山土した。朱省大路 SF 1950は両側ilVf.SD1951・19521ζ挟まれた空間地lζ相当し路而

仰は18mを測る。fJ!lI緋はいずれも両岸を検山していないが，東西の側llYtとも同規右足で桃師 6m

とすると両O!IJiiVt閣の心々距離は約24m'ζ佐元できる。ζれらの数値は第18(jく調査で倹LI:¥した米

後大路計回線と仮称している大路や木薬師寺凶南l¥'llで検山した八条大路とT!9三坊大路のfJ!lJi，vt心

制作地区 追跡 .，u，'，ji!f.次数 ，U，~ l'iJT1IlJJ Iliiti'i 考

6A J H 藤原宮第17一一 2・3次 76. 4. 5- 5.18 9.0a ~ミ1伝大路

10.12- 11 6 

6A J H 藤IJ;"(宮第19次 76. 1 1. 9 -77. 2. 1 1 26.0a 右京七条ーが1

6A J C 藤原宮第19一一 l次 76. 5.25 0.2a 

6AJ H 藤原宮第19一一2次 76.10.22-77.11. 6 2.0a 

6 AJ E d草原宮tH19一一3次 76. 8.26 O.la 

6 A J F 版原宮第19一一4次 77. 1.10- 1.11 0.2a 

6A J G 藤原宮第19一一5次 77. 1.13 0.2a 

6BTK 大官大-Jj; 76.4.22-77. 121 17.0a 東!日|廊 ・li'域!:Ii1!Rのlift(認

5BYD i1llI1')y 76. '1.27- 12.18 27.0a 格 ・11'1"1・|亘1[鼠のIi{iil忍

6A MU t陣地北i立幼: 76. 5.13- 6.23 11.0a 

5 B OQ  奥山久米年凶}J 76. 8.23- 9.16 0.7a 

5A 0 H 小:!k11I1z;m定地 76. 9.17- 10. 4 O.4a 

5A 1 B 稲iJ:a川西i立跡 76. 12. 7 -77. 3. 15 7.2a 

5BAS 飛鳥 .'y 77. 3 - ;ltl函大厄 ・北門

~ll 茨 1976年度発抑制査状況

- 47一



奈良国立文化財研究所年f.Il

" 心距離約16mよりも広く ，膝原京の中央大路としての性絡

の一端を窺う ζ とができる。

51と1笠大路 SF1950上では東西緋2条を検出した。南地

区で検出した東西椛SD1945は析し4m， 深さ 0.6mを測

り，東端は西G!1]i，YtS D 19521ζ合流する。合流点から束へ 6

mの位置にI暗渠の一部と考えられる玉石組みの施設が技っ

ている。 51主雀大路の両官[IJ.mを結んで排水するためのもので

あろう。との椛の-uaf.は'七条条問小路北側iiYtの推定位世よ

りも北にずれるため，小路側総とするには問題が成る。北

地区で検出した東西僻SD1955は幅1.5m， 深さ0.45mを

dllJる。との椛は SD1951の西岸から西へ 7mの位置に建築部材を転用加工した木堰を設けてい

る。木.lNの束では木杭に小，技をからませた「しがらみ」による説岸施設がみられる。 SD1955 

はSD1951の掘削時よりも古く掘られている。

今回検出した朱雀大路の中制l線は藤原宮中納線の延長線とほぼ合致している。また，篠原宮

北面中門地区 OfH8次絢査〉で検出した朱雀大路計回線と仮称した SF1920の延長部は ζ の調査

区内では検出していない。さらに，朱徒大路の西側椛SD1952は日高・111の北祖4にあたる位置で

終っている。側溝は日高山の山JJUまで延びていたのが後世!ζ削平されてしまったものか，ある

いは朱雀大路のfWJ構を掘削した当初からとの位置で止まっていたのかは明らかでない。朱後大

路lζ限らず，藤原京の大路や小路が丘陵にあたる場合，その処理の仕方が問題として延長る。

N 

る。篠原京の坊の坪割については，最近の発掘 A 170 

調査の成果から，東西，南北ともに坊の中央lζ

I条の小路を設けて4つの仰に分けている乙 と

が明らかになっている。かりに平城京の坪割と

同じ方法で呼ぶとすれば，今回の調査地は右京

七条一坊三坪と四坪にあたるcm・3図〉。

検出した迫:frYtは，その霊佐凶係や出土した造

物からみて，藤原宮造営前のもの CA;lO])，藤原

宮j切のもの CB)Qj)， 中世以降のものがある。

A ・B期の逃椛は掘立柱建物13，道路 1，孤立

柱塀 6，井戸 1，総3，土拡20であるCBIH表〉。

つ
|
|
|
」
「
I

l

-

-

一

藤原京右京七条一坊の調査 C~119次〉 乙の調査

は桓原市が上飛弾町に計画した宅地造成I[.wう

事前調査である。調査地は日i富山の西lζ接する

水回で， 藤原京右京七条ー訪の推定地にあた
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飛鳥 ・藤原宮跡の発郷調査

11寺JPl iH 1'1'1; i見 校 l時期 i立 m 規 筏

AJl切
S B 1971 南北械 5H¥Jx21i¥J 9.0x6.0 S B 1970 !:-In回転I! 31i:JX2/1U 5.4x3.3 
S s 1996 *西I取 IIl¥JXIlt¥] 3 .OX2.0 S B 1994 [有北側i? Ii:JX2IiIJ ? X3.0 

S B 2000 耳n国似 6/1:Jx3/1:J 14.4x5.7 
S B 1995 東西隙 I1日JX11i¥J 2.9x2.7 S A 2029 ~閏JJjf 28/1:J 62.5 

S B 2008 ? ? ? BtlUl S A 1975 *四塀 4/1:J 9 6 

S B 2009 東西Ml ? X2/1lJ ? X4.8 S A 2005 !.I!i!.li.!l.if. 21日l 5 9 

A21~j S B 2010 南 :1ヒお~i 4 H¥J X 2IHJ 6.8 X 4 .0 S A 2020 東西塀 14/1:J 38.0 
S B 2026 東西側i 5/1日X2r:n 11.6 X 5 . 0 S A 1997 rYi :ltJ)JF 2/::J 4 4 
S A 2036 東西.lJH 4/1:J 8.0 S E 1973 }i: 戸

S 02033 *凶ilY~ S B 2035 南北島I! 31日Jx21:¥J 7.2x3.8 
S B 2040 東西{~( 31::Jx31i¥J 6.9x6.0 

S F 2031 七条条IMJ小路

Bd切 S 02030 七条会主!日l小路向。IIJilVi
S 02032 七条条I:¥J小路.itflliJilVi B2JUl S B 2025 m酉tJli 31liJx3IHJ 5.IX4.5 

第 2表第19次発掘巡緋11寺J例区分

A 

10 

1
l
帥

第 31週第19次発御池桃図
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A期の遺構lζは建物 6.iNt 1， 塀 1があり ，ほかlζ 自然流路SD1861・1870がある。建物に

ついては，藤原宮第16次調査ですでに明らかにされているように cr飛鳥 ・藤原宮発御調査紙報』

6参照). 霊復関係や建物の方位の述いを手がかり!とA1DJをAI'A2J別に~1II分で、きる。 A I期は 7

世紀後半をそれほど遡らない時期.A21明はi捺!京京条坊施行直前の11羽田をあてると とができる。

AI1町の逃構は建物 S81971・1996がある。 いずれも国土方l股北に対し北で東へ振れる方{立

を示す。 S81971の南北の妥柱穴および線通りの北から 3 番目の枝穴は玉石を 5~6 伺用いて

根固めを施している。

A21到の追構!ζは建物 S81995・2008・2009・2010・2026と堺SA2036. 東西溝SD2033が

ある。いずれも国土方眼北に対し，北で西へ仮れる方位を示す。建物は SD2033の南lζ訴中し

ている。S82026は桁行1l . 6 m • 梁行 5 mを測り ， 乙のH寺J田では最大規棋の建物である。乙の

挫物は柱を~てる際， 柱銅j巴の底を一段掘り凹め ， その郎分Iζ石を据えて綬固めとし ， 石の上

iと柱を建てている。 ii可SD2033は幅0 .45~0 . 6m. 深さ 0.2~0 .4 mを測る葉掘りの総である。

81町の逃構には東西道路とそれよ り南では建物3.:jljf. 5.井戸 1，土拡19があり，北では建

物2. 土拡 1がある。 道路SF2031は北側椛SD2032と南似IJi梓SD2031を伴い，路面幅約 6

m.側溝心々距縦約 7mを測る。 :1七側iJYtSD2032は幅1.2m.深さ0.2mの索掘りの椛で，調査

区中央付近から東は削平されている。雨0¥1陥rYtS D2030は幅0 . 75-1. 45 m • 深さ 0. 25 m前後の紫

掘りのfl/j:で.l.it~立土からは ， 木町 . ~q・平瓦 ， 土{用i器がtB土した。道路 S F2031の位前は他の条

坊造椛から推して，七条条問小路と;(5'えられる。なお.S F2031は西で南lζ約20振れている。

条間小路 SF2031より南の三坪の迫締は宣伝2関係から81・821自に納分できる。

811切では SF2031の南側溝 SD2030の心から南へ 3mの位置に東西の掘立柱塀 SA2029を

設け，小路との聞を画している。さらに SA2029から南約 9mの位置!と東西方向の塀 SA2020 

がある。 81期の主要造椛は SA2020の南で検出した。~物 S 82000は今回の調査範囲内では

最大規校の建物であ り，北s[IJ住列の束と西lζは東西方向の塀SA1975とSA2005がとりつく。

ζ の建物を来聞に二分する ~I:I 羽h線は ， ほかの条lJj辿柿から推定される三坪の中1MI絞とほぼ一致

している。 S82000の束では小規校な辿物 S81970や井戸SE1973を検出した。

821自になると S82000. S 81970. S A2020は取りはらわれ.S 82025， S X1972が巡ら

れる。B朋ではほかに S82000の北方を中心lζ分布する多数の土拡がある。土拡の巾lζ焼土，

灰を多誌に合むものが多く .S 1<2015からは持仏の箔が出土した。

条悶小路 SF2031以北の四坪の泊椛としては建物S82035・2例Oと瓦溜り S1<2038がある。

S 82040は北lζ広胞をもっ辿物である。四卸は三坪と比較して辿桃は少なく ，三坪でみられた

S A2029のように坪の南を画する胞設はない。四坪の東部についてはすでに第17次調査で発掘

し，一坊坊間小路との問を画すると考えられる南北方向の成 SA1855を検出している。

山土込1物lζは!!Ji.仏%[i.RH良の~~る木間 2 と少誌の土~~ ・ 瓦がある。 埼仏箔は雄型lζ粘土を押

しがL成したもので，左下半郎を践し，現存師 9cm.高さ6.5cmを測り ， 大小の蓮華座と2休の

n
U
 

F
3
 



飛鳥 ・藤原宮跡の発協調n

立像の下半身が成る。複JJf{する と， 中央l乙虫n)j王立像を配し，左右lζj協侍菩蹴立像を紅く]彰式と

なる。 乙の箔から製作 したf}J.仏は現在のと乙ろ知られていない。

今回JWJ.東京のJJj内を大規般に訓i査した乙 とにより，Jjf.i原京における坪の実態をつかむ予がか

りを得た。三坪の場合，五fの北半msを調査したのみであるが，事l'の中をさらに細分する施設は

検出していない。 B1J切では ，坪の北郎で.Tlを東西に二分するr.j:1~Qfl k;最上 lζ大規校な建物を建て ，

周辺lζ小規模な起物や井戸を配ii'1する宅地利用法の一端を明らかにした。五v全休を一つの宅地

として使用していたものであれば，さらに SB2000の南に主毘風の正t物の存在が考えられる。

七条糸間小路についてはこれを束lζ延長すると日高山にあたる。朱?セ大路と日高山とのl刻係と

同様に，道路が丘陵にあたる場合，その処理の仕方が問題である。第17次調査では，今回検山

の七条条間小路の束延長上よりやや北!ζ寄っ て束西ilYtS D1845を検山している。丘陵にあたる

郎分ではs 小路を北l乙迂回させていた可能性も考えられる。

藤原宮出土木簡 木簡は藤原宮東辺外主よーSD170から37点と，藤原宮市辺内泌 SD502から56点

山土した。

東辺外弘iSD170は，第四一li:火調査としてl除原宮東北|利から砕jへ約650mの地点、を発掘し，

師5.3m， 深さ0.7mの外泌を長さ 1mにわたって検出した。 発{抗日li般が小さいにもかかわら

ず 37点の木聞が出土したのは SD170が含んで‘いる木聞の多さを改めて確認する ζ ととなっ

た。木簡は削 りj白が多く釈託できるものは少ない。木閣のI:IJで顕著なものとしてはUくがある。

「口 口口口
(表〕 口口春市己西部丸郎亡二二コ人 (涙〉 口口

春仁コ口仁コ 口人人阿口口」

短IlItJ巴の木間全面 lζ 習 =il~ と して叶かれたものである。その習志 cl:l 'ζ春部 ・ 己西部 ・ jLi均I) ~~この

氏の名を記 したものがある。また ， 削 り府の I~J iζ も習古で己西部と記したものもあり ，木{ぬは

ζ の習1~F木簡 と ， それと同類の木的の削り!丙とを-1'舌して外泌{ζ投ili した ζ とを想像させる 。

なお，S D170はとれまでに奈良以教育委員会がその北端f'，s分を調資 し， 当研究所では昭和50

年度lζ今回調査地の北約90mの地点を発抑しており ，いずれも木簡の出土をみている。

南辺内総SD502は第19- 2次制行として藤原宮市町中11日の西約280mの地点を発部した。 i'J.'J

査地の東南隣接地は藤原宮市町四!日jの HI~定j山である。 S D502はすでに第 1次調査で検出した

ものの西延長部にあたり ， 今回は陥2.1~2 . 6 m ， i深さ 1mを測る2信仰りのiNtを長さ 14miとわ

たって検出した。出土した木市jは56点で， そのうち釈読できるものは 9点である。 とくに内

川実力t， づ &-tli五口線
容上注目されるものとしては次の 2点がある。 1r口口口口Elft:JII.舟木右ナよ直在 」

2 (表)r但鮭者述欲等云口口 J (袋)r以上博士御前白 宮守官J 1は女性の名前と年

齢等を書きあげた交名凪の木的で ， かl! ， 女丁， ないし縫女 ~~~;藤原宮内で官街の締役会字lζ従事し

た:女性に l却するものと忠われる。 2 は宮そr官が同士lζ対して報告している文i~~・で ， 宮守官 とい

う官名は令文その他の文献史料にはみられず注目される。 I"y.士については大こu:イ1i!jljでは大学博

士，除臨時士，1雲間士等があるが，どの I"y.土にあたるものかは昂かにしない。なお，trn次調
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査でも SD502から木簡が出土している。

大官大寺第3次調査 南市東回廊 ・束而回j邸，寺域東限，rlJツ道の検出およびそれら相互の関

え~の追求を目的として調査を実胞した。主な検出造椛lζ は ， 回廊 ， 1府立柱建物， 者1[. ， i昨，土拡

などがある GiH図〉。

回廊は南町*回廊SC053を7fl¥J分，京国回廊 SC051を4問分検山した。回廊東南附は中門

取り付き部から15問自にあたる。磁石はすべて原位;(((ζ据えられたまま残ってお り， 桁行3.9

m (13尺).梁行4.2m (14尺〉である。JlhbI"Jは検出されなかった。基ffjの築成lζあたっては招込

J也業は行なわず，経地面上lζ直接砧土している。iJ・担外装や雨務総はみられずかえって基壇而

が堅く焼けてしまり ，その上而lζ垂木や昆摂の裏板とみられる焼損材がi立存していた。中門と

同様に未完のうちに火災にあった状況が窺えた。磁石は花l剖岩製で，基出土を配iむ前lζ据え付

けている。回廊東南|閣を検出した乙とによ り，回廊の全規肢の復原が可能にな った。 中PIJ心か

ら回廊東南li/fl柱位置までは7l.8mとなり，回廊の東西総長は両端|判柱位置問で143.6mに復原で

きる。中門の来安柱位置から回廊*南隅柱位置まで・は60mあり，200尺で設計されたと考えられ

る。南面東回廊の方位は!~l東西にほぼ一致し ， 既知の伽J~:l 中和h線とは正確には直交しない。

回廊の規肢を明らかにし得たので，ミ与・;域東限施設を発見すべく ，発掘区を東lζ長く延長した

が，築地など寺域の来を限る施設は全く認められなかった。 しかし，S X240を墳にしてその

東西では泊村tの分析i，瓦のはi土状況に顕著な辿いがあり注目された。 SX240は南北部SD250 

Bと南北椛 SD244とにはさまれた幅20mほどの地山の高まりである。 SD250Bは幅 5mほ

どの業掘りの泌で，大宮大寺造営以前lζつくられ，大官大手]'式の11汗平瓦6661型式やフ イゴの羽

口，鉄j宰を含む土で埋められている。 SD244は中世のぷ掘りの純である。 SX240の位置は大

官大寺伽取中前h線から束へ約130mで， i中ツ道」 の1ft定位置にあたる。SX240は中ツ道の可

能性があるが，S D244はr.F1tJl・の拙であり ，発掘組問も狭く ， その性格については即断を避け

たい。SX240上には土j広SK245が設けられている。 SK245からは手斧の削り屑，土器，瓦

とともに木前ï7点が出土した。木簡では「話用 1~11騨旦鉄十辿」と脅かれた係磨国からの貢進物

付札が注目される。 illlljと盟名の一字表記より ，大宝から杭i銅初年にかけての年代が考えら

j!fH 図 大宮大寺第3次発銅逃椛図
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れる。 SX240以西lζは，大官大寺造営j引の南北消 SD260・255がある。 構内からは手斧の削

り屑，瓦， 土探が出土している。その他，造岱 CIJIC1:1'1た廃材や焼亡後のがLゴニ ・炭化物 ・瓦など

を捨てた土拡SK253などがある。 SX240以来では銅立校挫物 3，銅J!.伎の腕 1，土拡，総な

どを検出した。いずれも 7世紀中頃の辿桃で SX240以来からはほとんど瓦が出土しなかっ

fこ。

以上のように， 大官大寺の関辿造椛や瓦の11¥土は SX240以ïfl:i lc tI~ I. I.Iす る ζ とが Iy] らかにな

った。寺域の来限を示す施設は確認できなかったが， S X240付近が寺境来限として怒識され

ていた 乙とをH誇示する 。 II~J ツ道」を利用して設定された藤原京東京極路との関連を含めて，

今後の調査の進展{ζ期待すると ζ ろが大きい。

山田寺第1次調査 桜井市山間lζ所在する山田守は，古くより四天王寺式伽捺配置をもっ寺院

として知られている。椛 ・金堂 ・柿堂跡の土Jf(や磁石がよく残っており ，1113和27年lζは特別火

跡に指定された。 IIB和50年 3月から史跡指定地の固有化が進み，昭和51年度を初年度として史

跡整備のため伽藍中心部を調査する ζととなった。今回はそのtl'O 次調査として絡を中心lζ[IJ

門，回廊推定地を含む約2700討を調査し，J答 ・ rl l p~ ， 中川より f仰と至る参道， および四回廊の

一部を明らかにする ζ とができた。

塔 S8005のt;l;担は一辺約12.6m (42尺〉で，四辺のq二1央lζ各々師 3mの階段があり ，四j羽を

犬走りがめぐる。基副lζは心M告と西北附の四天柱の磁石が原位iιをとどめていた。旧地表而か

ら四天柱礎石上而までの高さは約1.8mである。 礎石およひ'礎石llilえ付け跡から彼)J去する と，

格:の平田規棋は方3問，ね:問は1'1'j.と聞が 8尺，)lh~聞は 7 尺もしくは 8 尺と枇定される。したが

って， 一辺22尺もしくは24尺の椛という ζ とになる。基出土見般などからみて 『訪守縁担割~J の

res図 山田寺第 l次発御池椛図
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記述のように五重搭であろ う 。な お ， 塔 CI]~qIIH~は方i浪北lζ対して北で西lζ約 1 030 '振れている。

心礎は基塩上市から地下 1mにある。南北径1.72m.東西笹原径1.8mの不挫形な花刷岩で，

上面中央lζ二段lζ金利孔を穿つ。 上段のjl，~を受ける都分は直径30cßI. 採さ 3 CsI，下段の直径は

23CsI，深さ15csIであ り，底は椀状を呈する。内面lζはベンガラとおぼしき赤色顔料が付着して

いたが， 議や舎利容.r.~はすでに持ち去られていた。 なお ， 心礎下回にも直径約 1 mの円柱座を

確認したが，ζ の柱座は ノミの彼-跡を留め荒仕上げの段階で放置されている。原位置に残る西

:1七隅の四天柱磁石は長径1.62m， 短径1.2m，厚さ0.58mの安山岩製で上而lζ径 1mの円柱座

を作り出 している。なお，発掘以前から心礎位置!と露出 していた花尚岩製の磁石は，従来心磁

かと疑われていたが，心礎の検出により二次的lζ動かされたものである乙とが判明した。 ζの

礎石の上回にも径 1mの[工]柱座があり ，四天柱礎石を後世lζ転がしたものと考えられる。

格:1);担の築成にあた っては，まず，越jtl規松よりやや大きく南北15m，東西16mの範囲を深

さ1mまで掘り下げ， i掘込地業」を行な っている。底而に礁を置き， 底から約1.6mの高さ

まで版築をしたH争点で，心礎据え付け穴を担り ，心泌を据え付ける。心磁を据えた後で基盤上

部の築成を行なうが，乙のi時にはすでに心柱が建っていたらしく ，心住周聞の綬巻粘土と法凶

築成土が互JF!.iにな っている乙とが観察された。品位は羽白石，止j石が企て抜き取られて，花!刈

岩の地担石の一郎が残るのみであったが，1);也周辺からは加工痕のある凝灰岩切石が多数出土

した。 ζ のζ とからiiU0は地磁石は花!剖岩，羽白石 ・高石lζ凝灰岩-I;J]石を用いたjfl上I立み結盟

と推定される。階段はいずれも幅 3m，は¥1.5mを測る。石階l:'ifi分は全て破壊されてその椛造

は 19~ らかでない。階段の基部はl蓄の基出土を削り出 して作 り ， 郎分的lζ は J答の基鉦[土を削 り取

り，新たに黄払i色粘土を炎き固めて構築しているc

基出周辺の犬走りは基担から 1. 5 m出I~れた位置に縁石として砂岩系のH官緑色の石を放べ， 縁

石とi!.);.!tlとの問には同質で，やや小さ目の石を敷きつめる。当初の犬走りは方形にする ことを

な識 し，階段位置ではi也監の線に揃えているが，後に階段部分に幅 5m，奥行 1mほどの取り

出し部を設ける。 ζ の改装i時JDJは， 後述するように境内を瓦敢に した奈良時代中頃と，思われ

る。培:周辺では瓦放を検出 した。地周辺を rl'心とし ， 発品iiì区東北f~Jj Iこも広がっているが，一郎

!と欠けた郎分がある。瓦!r)JOC佼mdれた瓦は平瓦が最も多く ，(也!ζ丸瓦 .!l(¥尾 ・tltr瓦 ・霊木先

瓦 ・民斗瓦 ・須忠告誌の大型などがある。また，fA:の東約14mの瓦般の中には，直接30CIII，高さ

24csIの円筒土佐を半分埋め込んだ胞設が発見された。瓦!放にした時期は，瓦数[ζ担って出土し

た土器からみて桃;(:iIJm当初ではなく ，奈良時代中頃と考えられる。

瓦敷の上lζはパラス敷がある。 ζ の中からは10世紀の土掠片が出土しており，平安H守代にな

ってパラス放にしたものと推定される。売却TI区の京辺のパラス放上からは京回廊のものと思わ

れる霊木や茅負などの辿築部材が出土してお り，京回廊は10世紀頃lζ倒峻 したものと考えられ

る。乙のパラス放の上胞には焼ニ|二回がある。燐土問は塔周辺で厚くな ってお り，中からは焼け

た瓦 ・ 埼仏と共lζ 12~13世紀の瓦器が出土した。塔は12~13世紀頃焼失したもの とみられる。
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参道 SX004は搭の南正面と中門との聞を結ぶもので， 長さ約 6mにわたって検出した。杭

1.5mで， 縁石と して花耐岩を並べ内部lζ瓦を敷いている。当初]は縁石のみの参道で，後に瓦

敷としたものであろう。

中門SB003は基槌土の一部と中門を建てる|時の足場穴 SX013を桁行4問，ijí~行 I 間分検出

した。柱聞は14尺前後である。後述する西回廊との関係を考慮して， ζ の足場穴からLj:J門を復

原すると，柱聞は14尺前後で，桁行 ・梁行とも 3聞の重同門と考・えられる。rl'l'小心から土谷心ま

での距:~Ig は約29 mである。中門と広との闘では現状で約 1mの高低差があり ， もとは ζ の聞に

階段状の胞設があったと推定されるが，すでに ζ の部分は削平されてその痕跡をとどめない。

西回廊 SC070は磁石抜取穴4個を検出した。 乙れによって四回廊は桁行住r:日3.6m (12尺)

梁行4.2m CH尺〉の単郎と復原できる。域:を南北に二分する1"1:1il~h線は W:原四四郎の南端から 9

問自の心と一致する。先のl下l門の復原と合わせると ，中門以西の南而回廊部分は10聞になる。

搭心から四回廊心までは40.4mで，乙れを束lζ折 りかえすと80.8mで，東回廊の推定位置は現

在の旦道の束にあたる。

ζのほかのおもな迫梢としては土拡 2，井戸 5がある。土拡 SK006は南北 9m， :rli四16m，

深さ 1.1mをillllる不犯形の土JJ.2;で，7世紀後半の土掠とともに多iilの瓦， 部/iの羽仁1，鉄釘が出

土 した。土拡SK201はr.11世の瓦潤り で瓦とともに瓦探が山土した。 井戸5基はいずれも中世

のものである。 SE230・231・233・234は石組み井戸である。 SE 232 'ζ は JI 戸枠~;は政 って

いない。ナ|戸のうち SE230・231から13世紀前半の瓦器が山土 した。

造物には瓦r~J.知 ， たIJ.仏 ， 金日製品 ， 木製品， こu誌がある。なかでも瓦は大i立に出土した。数

千点出土したiJ!F瓦のうち，奈良H守代のものは10l:Uζi市たず，他はすべて単弁 8弁)llii!J'!1火事F:;lL瓦

と霊弧文のilif・平瓦の組み合わせからなるいわゆる idJ凹寺式」であるが，従来，111国寺山土と

伝えられている花弁中の子mのまわりに火焔文をめぐらす粁丸瓦は山土しなかった。

地仏は1~O;ï ， 凹尊えg座， 十ごー功:辿座のものがある 。 ~~1 :e.1:1W仏は一辺約 3 CIII の方J~で最も小型

である。四時述座主専仏は虫n?lとl座像を柿 2列 2段iζ配し，十二尊辿座j手j仏は 4列 3段lζ配してい

る(口絵10)01専仏の中には金箔の痕跡、の成るものがある。 ζ の{也lζ大型の独尊座(象局仏の!肉|郎

片が出土した。

金属製品のうち注目すべきも

のに金銅製の風招がある。 j主l

招は下品H乙双円;Yll.状のくり込み

をもっく釘6区1Li::)。 乙のような

形態は長谷寺の鋼板法務説~，f1図

の多安格:の初回の中|先にみら れ

る風招と同じものである。昭和

31年度lζ調査 した飛鳥苛瓦窯跡、
ffi 61盟 山口]寺出土のJi¥招と飛鳥苛ー瓦窯:l¥土の瓦箆tI/i

Fh
d
 



奈良国立文化財・研究所年報

出土の平瓦lζ も，とれとよく似た風招が線容されている(第6図右〕。奈良11寺代に先行する型式

のものと考えられる。

今回の調査によって，地の規模 ・中門および回廊の位置をほぼ明らかにするととができた。

最後に，塔 .r.IJ門 ・回廊の造営 ・廃絶年代についてふれておく。iJ.11Il寺の建立は 『上宮聖徳法

王帝説j哀=r::によると， 好明天皇13年 (641)より始まっている。 搭周辺が位容を整えたu寺JDl

を知る手がかりとして， {I)II藍造営時の廃棄物を一日ーして捨てたと考えられる土拡 SK006の11¥

土土採がある。 SK006出土土認は 7世紀の第lV四半期に位置づけられるものであり，ζ の年

代は 『上宮聖徳法王帝説』 裏書にある塔建立年代とも矛盾しない。 ;熔の焼失時期は12~13世紀

頃と考えられるが，10世紀頃には束回廊の一部はすでlζ倒壊していたらしく ，さらに，13世紀

前半には回!邸内の各所に井戸が掘られるほど荒廃していたらしい。

飛鳥寺北方の調査 住宅建設に伴う事前調査として実施したものである。調査地は飛鳥寺安居

院の北方約220m，字石村1の東方約150mの水田である。検出した迫椛には銅立柱の塀とiNt及び

建物の一部とみられる柱穴などがある。東西方向の一本柱の塀SA500は柱間2.7m等間で 6間

分検出した。真北iζ対して束で1。弱北lζ振れる。釘.の北{ζ沿って幅約2.4m，深さ約1.0mの東

西構SD501があり ，都は発掘区の西端で止る。塀とnYtの心々距離は2.4mをiJllJる。構内や付近

には石塊が散乱しており ，椛は玉石で設岸していた可能性が強い。埋土からは炭化物に混って

多誌の瓦 ・ 土.r.~が出土した。 ~lr丸瓦では飛鳥奇創建瓦と推定される単弁10弁連輩文軒丸瓦のう

ち中房j諸縁の圏線が突出するものが，出土軒丸瓦の705'ぢ近くを占めている。また，土器の大部

分は奈良時代後半lζ属する。その他の迫椛としては， 塀SA500の南 9mlC:ある幅約 2mの東

西摺 SD503およひf南17m付・近Iζ点在する柱穴群があるが，発掘区が狭く詳細は不明である。

以上のように，東西方向lζ走る一本柱の塀 SA

500とそれに伴う構SD501は，位置と出土造物か

らみて飛鳥寺の北を画する施設の可能性が強い。

飛鳥寺南門と塀 SA500との心々 距1lJ1f.は約293mを

測り ， ミ~， j或は ζ れまで想定されてきた北限よりも

約 1町北へ拡がる可能性がある。なお，構が塀に

沿ってそのまま西lζ延びず途中で止まり ，五E国状

の高まりが北lζ突出する位置は，従来推定されて

きた寺域の中軸線の北延長線上にあたり ，この高

まり SX502が塀lζ取り付く門など建物の基壇跡

の可能性も残されている。

稲淵川西遺跡の調査 ζ の調査は飛鳥国営公国祝

戸地区の駐車場建設に伴う事前調査として実施し

たものである。調査地は坂田寺跡の西方約200m，
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飛鳥 ・1草原1言幼;の発掘調査

稲淵川を隔てた水田中lとあり ，北を通

称「フグリ ，.L，Jの山塊花岡されたT釘北

lと細長い平:l.:!Ii也である。

検出した主要な造椛は抑立柱II物4

と石敷広場 lである。 S8001は桁行

51~日以上， 梁行 4 聞の四而閥付と推定

される策回転Ii抑立柱建物である。柱Jfiii

形は幅 1m. 長さ3.2miiij後の長方形

平田で.~IIJ柱と入側柱を一組にして一

つの掘形内lζ 2本の柱をjf.てる特訓な

ものである。 S8001の北および京{Jlリ

柱外方lζ接してj享さ 1CsJ.長さ 1mほ

どの板材を縞長lζ立て並べた施設を検

出したが，その性絡は判然としない。

S 8002は桁行 8間以上， 梁行.4 H日で

南側にJ街を持つ東四年Ii抑j{住地物であ

る。柱揃形は 2種類あり .Ï'十~(WJ位列は

通有の形態であるが， 入。IIJ住 ~IJは桃状 !nS図 稲Ull川西池跡発1m1逃椛図

lζ 穿った-.ìiliの抑形(布桁i り侃J~) ，ζ9本以上の+1をJ'{てる形態を取る。 :1七(JlIJ柱列も同級lζ祈jJ1111

り侃形であろう。 S8003は桁行 2間以上， 染行 4 問で、西!と jll:i を持つけJ北ちli J1ill j'・'r.ft~物で ， 入

側住列および東側柱列を布jll1!り引~liJ彰としている 。 S 8004は桁行15問， 梁行 41日]で，総長26.4

mlζ及ぶ細長い南北線侃J'f.位五II物である。 S8003と柱問寸法，柱腕形状況. miのHき方など

:'tく問機である。

S HOlOは発抑区の中火で検出した南北14m. *凶18m以上の石政広場である。 :1じは 1~1 さ 15

cm前後の石タ;IJで限り .S 8002 の，ý~側柱列に践する。 市は S 8001の:1七に接する先述の板材でl出i

し， 東は S8004西側住安IJ付近まで及び . 1&は先例区外lζ拡がる 。 有数は40cm ïìíj 後の(r. I~，i岩質

の玉石を全而に敷きつめているが，一部は石が抜取られている。敷布上や白地lζはかなりのld:

の炭化物が認められた。

石政広場と 4械の建物は同じ終地土上にあり，同一時JUJの造営による一連の逃椛である。 ζ

れらの迫併の方位は国土ブlil以方(，'r.(ζ対して北で25.so束lζ振れる。 稲川川と 「フグリ illJとに

はさ ま れた追跡地の現地形は辿椛方位とほぼ一致する方向lζ納長い平坦地であり ， 追柿ブlif~目立

地形lζflilJ約されたのであろう。

出土造物の大部分は土f:iJj出 ・須志保などの土器灯iで.Ii:.類 ・金j両日誌なと1ま少iii;である。住品li

J膨や整地土巾からは 7 1ft紀rt1 引の土l{~が出土し ， 迫椛を担う貰色粘質土や柱抜取痕跡および石
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数上の炭化物Ioからは 7世紀末年前後の土器が出土した。

以下，木調査で判明したニ，三の事項について記述する。まず，:(自治時配慌の整然とした規格

性が注目される。 S8001とS8002の東側柱列が一致する乙と ，S 8003とS8004の柱筋が一

致する乙と ，S 8001の斐柱の位置が S8003とS8004のrl':9とに一致するとと， S 8001・002

とS8003・004の建物問距離がS8003とS8004聞のそれに一致する ζ となど，多くの点で建

物の配置の計画世tを窺うととができる。また，S 8001・003は四半郎が未調査であるが，両者

の桁行総長は一致するものと予想され，9任fJと14聞に'ru原できる。周辺の地]診を考慮すれば，

S 8001・002の西方ILS 8003・004と同級な挫物を想定する ζ ともさほど困難でない。もしそ

うであれば，S 8001を小心とした東西対称の建物配置となる。 ζ のような~物配置や， 飛鳥板

蓋宮伝承地や宮j屯巡 JP.A;と同械に主~物間lζ石敷広場を設ける ζ と ， 瓦を伴わない乙とな どから ，

本追跡は コンパクトにまとめられた宮殿跡の色彩が泌尿である。その年代は出土地物によって

7世紀小国!と造営され，7世紀末前後lζ廃絶したものと推定8れる。検出i自治時1Clli:複はみられ

ず， 五~科えな どは行なわれないまま比較的短期間のうちにその役割を終えたらしい。廃絶の事

情は明らかでないが，敷石上の炭化物のJ1HJ'iからみれば，ffil災した可能性も考えられる。

造営尺については 1尺'=T0.2933mとすると，建物総長や柱問寸法lζ完数が得られ，最も矛盾

が少ない。i'i代の造営尺については一般的lζ言って l尺は 0.295mより大きい数値を示すが，

本追跡の造営尺は藤原宮造営尺 (l尺=0.294m)や前期競技常造':;¥"尺(1尺=0.292m)1ζ近く注

目される。

また，今回の調査では，一辺jの

柱.JIii!J引ζ組数の柱を立てるという

特呉な工法を認める ζ とができ

た。乙の砲の類例として前JtJ難波

宮跡、の内装束方にある門(第20次

調査のSB2001)がある。本iY幼iと

&f三代が近く ，興味深い問題といえ

ょう。

以上のように 7 世紀，， 1 ~1ζ造営

された宮殿跡とすると ，当然文献

にみられる「宮」との関連が問題

になるが， 現状では「飛.r.~河辺行

宮」をその候補のーっとして指摘

するにとどめ，今後の検討をまち

fこし、。

。11魁俊一 ・岩本 Jヒペ〕

負fi 9 図稲副:1川西逃跡巡椛;f!，~式図
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飛鳥・白鳳在銘金銅仏の調査
飛鳥資料館

51年度秋期特別展示「飛鳥 ・白鳳の在銘金銅仏J1ζ ともなう調査のうち，法隆寺i械の戊子の

~ I~記を もっ釈迦如来及脇侍像lζ闘する一刻l見と各銘文の釦i刻技法上気づいた点をのべる。

戊子銘像の調査 像は光背装lζfx:.子年の銘があり ， 推古36!rf.(628)と推定され， 大きな辿弁

~~挙身光を負う一光三尊式の銅造釈迦三尊{象(総計'j49 目 7cm) で ， いま右11th侍を失い ， 近 IIIの木造

漆箔の台座にのっている。法隆寺金:hl:釈迦三尊とよく似た椛式をもち，止利派の一基準作とな

っている〈第1図〉。しかし，次lζのべる諸点によって，乙のIIU侍と!文子銘光??が本米一具とし

てよいかに疑いがもたれてきている。 光背は下辺から4 .4cmの高さに 'Il~~:汀l の納穴があ り ， 下

辺左右にほぼ岡市jの位世に同11th侍用の縦長長方形の納穴が各々 2例並んで穿たれている。左右

の内slIJの穴の高さはほぼ同じであり ， 向って左lζ並ぶ 2個の穴もまた同じ高さであるが， 右

の現在脇侍のある方は外fllilの穴が低い。また左右の内側と外(1[11の穴は大きさと]診をやや異にす

る。rlJ尊の納穴の)"'1聞にはタガネでたたいた痕があるが，同級の痕が左右の内ul'lの納穴lζ も認

められ， タ~fl!11 の火は どちらも切口が縦である 。 乙の乙とから 1 j1尊と左右内側の納穴は同時期の

もの，すなわち当初の納穴と考えられる。一方j協侍像には7T而服ー部と後頭部lζ丸穴イ、lの縦らげ7

の納がある。背而の納は.lJ~在光背の外側の穴lζ 3J::込まれており ， 乙の納は 1}'l O [IJ の l日火には入ら

ない。 後頭の納は法隆寺金~;UR迦三)~~:と閉じく . I協侍のみのli.i'l光がかつてあったと考えられ

る。また.~U手脇侍の右側下端の天衣先立;1，) )'ff~が上下2 . 2cm. 左右O .4cmにタガ'ネによって垂直に

切断されているこ とが注目されるが， ζ の郎分は~在のrll :ej(の台座{ζ伎している。

以上にのべた11th侍の

天衣が削られている点

およびIJth待用のM穴が

平行!ζ2個つsつあり ，

かつ内flliJの穴lζは入ら

ない点よ りみて.~~下手

の脇侍が当初]から戊子

年銘光??と一具であっ

たかに疑いがもたれて

きたのであるが，この

たびの調査でJ:X;子銘光

背と現存脇侍が本米一

具であ り当初jは旧穴[ζ

liJi後の納が留められて
ml図戊子銘釈迦如来及j協{;'f像 ~~ 2 図 f反応l位置

Q
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奈良国立文化財研究所{r:-$fl

あったであろうとの知見を得た。 }U~f寺の背而納が旧穴lζ入らない ζ

とを確認するとともに新たに萌後の納が|日穴lζぴたりと入ることを

確めたのである〈釘3図〉。そこで脇侍をその当初の位irllζ収付けた

場合，Ilhh侍{象の底部と中尊像の!臨装の先端の高さがほぼ一致し，後

頭部と光7-Tとの聞に脇侍像のiiJi光一枚が丁度入る程の間隙が残され

るζ とも確認した。またそのH寺，脇侍の1J而納は上而が光'，''f下辺!と

接している。これは現光'，l'fは脇侍-，''f，jj与を受ける納穴のあった部分を

切取っているとみられたのである。いま光??の底辺は'1:1失lζ9sl.45

cm， 出1.3cmの納〈現在は後方に折り幽られている〉を造り出し，その

左右が水平になっているが，おそらく当初は台座天板の隔を除いた

両側部が当初の台座下粧の上回にまでや11びており ，}i6bfJj背納汀jの穴 2日3図脇侍と光'/?{JlIJffii

はζ の部分lζ穿たれていたと考えられる。

とζ ろで台座は近1止の後1i1iである。脇侍の天衣の先が切られている点lζ闘し，後補の木造台

座のために本来の金銅像を切断するという ζ とは考えられず，乙れは現台座の新進以前lζすで

に行なわれていたと見なすζとができ，また現台座のi:fl仰を|妨ぐために銅製の光背lζ別穴をあ

けたとも考えにくい。さらに布脇侍台座lζは脇侍像の来っていた痕跡が認められない。現在の

台座新fili時にはすでに外fj[lJの納穴および光背下辺両IJliJの切断が行なわれており ，右JJU侍とiiJ!光

も亡失していたと思われる。なお外O!llの穴の切断面lと金が認められ，その点から鍍金以niJのf:l:

事とみなして当初より現在の姿でー具のものであったとする見解が."Hされている。しか し金が

認められるのは切断した際の表而のくい ζ み或いは後鍍金ともみる ζ とができょう。

以上から現存の光背とlIbh侍とはもともと一具で，当初はnhH寺の{立iFfが現状より低い伎町にあ

り(i:l1・2図)， その後〈少くとも台践す『術以前)， おそらく法隆寺金堂釈d三~c，:のプロポ ー ション

lζならって現在の位置に世きかえられたものであろう。なお脇侍の天衣下端の切断はまJf造時の

台座との!対主主によるものと考えられる。 乙ζlζ悠{定された当初の]影(節2図〉の('1'例が他にあ

るかという問題などを合め，なお今後の検討を要する。なお木像の調査には奈良国立博物館j'

任研究官|波田宗彦氏のど協力を得た。

銘文の調査 銘文については展示されなかった法隆寺・金堂釈迦三尊， 同薬師j如米坐像を合め

て火宇の拡大写真を作成した。その写山と調査結果lζ基づく釈文{ま別lζ公刊した 『飛鳥 ・白鳳

の在銘金銅仏Jc銘文r，，1)1ζ諮り ，ζζでは主lζ鍛刻技法の問題について述べる(口絵)。

jftl刻技法lζついては各銘文に次のような特徴がある。 (1)甲賀年光背銘 笠岡の起点lζ メク

レが著しし、。 ζ れは筆画と逆方向』ζタガネを入れた結果，その終点部分{ζ メクレが生じたため

である。鈎刻内に鍍金はない。(2)丙百年菩薩半伽像銘 メクレは全くなくタガネを用いたあ

とを研防し，その後lζ鍍金する。銚刻内lζ鍍金がある。(3))克子年釈迦 ・脇侍{約r白銘 メク

レはなく釦j主IJ内lζ鍍金がある。ただ本光背は鋼板製で，鈴銅製品の場合とやや事情が異なるか
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飛鳥 ・1.JJ(;.(iJr，金銅仏の調査

もしれない。銘文の古風は(12)Iζ近い。 (4)辛亥年観音像銘 メタレはないがクガネを抜く 11を

の線が残っており ， それとは別に火;字の刻総の周辺lζ~]! jï!!i とほぼ平行するような綱11紘が多く認

められる。 ζ のお11線は二次的なキズともj押されるが， 鍍金前lζつけられていることから， む

しろ文字を刻む前lζアタリとしてつけたものと考えられる。鋭i淘j内lζ鍍金がある。 (5)戊午年

光1T~r. 本光??は火rl-Iによる荒れが甚しく技法的な観察は困難である。誕ifii!ζ金がー，ニカ所

絞るが，全而lζ鍍金があったかどうかは疑問である。 (6)野 1 11~Í:~:J\ 椴j半蜘像銘 メクレが文字

の輪郭の全部にEって認められる。 また， タガネを抜いたあとが細線としてm聞の末端lζ残

る。その残存状況からすると，タガネはm随iと大休同じ方向lζ入れられているようである。鍋

刻内lζ鍍金はない。(7)法悲説相図銘 メクレはなく鍍金も認められないが， 火 II~ したため表

而が荒れており ，当初からなかったか否かは不IYlである。 (8)鰐淵寺側首像銘 火I11したため

か (5)(7)などと問機，技法が明確でない。メク レはもともと存在せず，刻銘後liJfilきされてい

た可能性が強い。(9)甲午年鋼板銘 (6 )と同級lζ，文字の輪郭全体lζメクレの政存が顕著で

ある。タ ガネを抜くときの総はない。 また， 文字のITIζ鍍金があって刻銘後の鍍金である。

(10)大分長谷寺観音像銘 乙の像も火1-1:1していて技法上の観察は困難であるが， i背」等の文

字にはメクレらしいものが政り ，その状態からみて(9)と同級の形であった可能性がある。鍍

金は火字の川辺lζ散見するが，刻銘との先後は不明である。 (11)阿弥陀三者q象台座銘 メクレ

は全く認められず， 鍍金も刻銘rt!ζ入っており ， 研熔の上鍍金されてい るととが明らかであ

る。 (12)法隆寺釈迦三尊光??銘 顕著なメクレはないが，文字の角などにごくわずかのメクレ

が認められる。 BI金について充分な確認はできなかったが，現状では刻銘rl:Jにはないようにみ

える。(13)法隆寺薬師如米坐像錯画の始めや終わり ，角の部分lζ顕著なメクレがある。 ζ れ

も(1)と同様タガネを入れた終点や角の部分lζ メクレを生じたものであろう。iJJ!'金は切らかで

ないが，刻銘"11ζ入っていないとみられる。

各銘文の技法的な特色は以上の通りである。事l:(E伝統的技法によっているiJ.d借家のタガネ技

法では ， 文字を鋭i刻する場合削りタガネと打ちタガネのご. fill業員が使用される。 l~íリりタガネの場

合は地金を削るように寝かせて打つのでタガネ打の速度が落ちる場所l乙メクレができやすい。

一方打ちタガネではタガネを立てて地金を押1mくように打つので文字の輪郭全体{ζ メクレが生

じることが多い。 また， 削 りタガネの場合， 一木の線は一気に刻み， 線のJJ巴波はタガネの

角皮(上下，左右方向〉で調節する。以上のような技法がそのまま古代の作例にあてはまるかど

うかは検討を袈するが，逃品を調査した結架からは古代の技法とさほど差はないように思われ

るので， 一応これを上記の ('1コ例にあてはめ分類 してみると ， (1 )-( 4)， ( 7)( 8 )(11)-(13)な

どは削りタガネ，(9)は打ちタガネによる刻銘と考えられる。(6)は削りタガネの上lζ打ちタ

ガネの技法を併用している可能性が強い。なお，(3 )(12)(13)を比較すると ，(3 )(12)は鋭i刻技

法や苦風の上で親近性が強いのに対し，(13)は全 く異質である。とれは製作年代の考察上注芯

されてよかろう。 (JR山 沓 也 ・束型子治之〉
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償 跡探査法の開発
埋蔵文化財センター

地下にある遺跡を発掘調査によらずに，遺構の種類や規模などの概要を知るため，航空写真

や物理器機を利用し，探査する方法はかなり知られているが，現状ではいまだ遺跡の探査方法

として定着するまでには至っておらず，利用されることも決して多くない。当センターでは，

これら遺跡探査法を確立するための調査研究を続けている。航空写真判読法については，その

一部を既に昨年度の年報に紹介しており，ここでは物理器機を利用する方法について，これま

で行なった実験と調査成果の一部を報告することにする。

物理器機による探査では，大地比抵抗測定と地磁気変動測定の二つの方法を試みている。

大地比抵抗測定法は，一般に「屯探」として知られる方法で，地中に直接電流を通じ，土域

に含まれる水分の量の違いによって生じる電気抵抗の差を調べ，土質やその厚さを知るもので

ある。この方法は当研究所では，はやくから実施し，その成果の一部は学報ですでに報告して

いるが，近年測定器が改良されたのを機会に，新たな器機を購入して実験を進めている。この

測定器（シントレックス，ＲＳＰ－６型）も，測定原理は従来のものと基本的に同じであるが，測

定点間毎の地中の自然電位差も測ることができる。電位差も土質の違いによって生じるわけだ
から，地巾の電気抵抗値と比較照合すれば，より詳細な土壌内容をつかめることになる。しか
しながら，この磁気抵抗を測定する方法は，地面が乾燥していたり，湿潤な場合は，電気の流
れが不安定になるため，適用範囲が限られるうらみがある◎調査例は多くないが，古墳の周際
を探査した場合でみると，調査対象の水田が細分されていたり，水田毎の含水率に差があると
測定値に影斡があらわれた。その結果データ分析はむつかしくなり，周際の有無は判別できて
も，土層を詳細に区分することは困難であった。今後は，このような現地の条件に左右されな
い測定法を開発していく必要があると考えている。

物理器機を応用したもう一つの探査法は，地磁気変動測定である。これは，地磁気の局地的
な異状を検知して，地下遺構を探査する方法である。例えば，窯跡や炉跡のように，一度熱
を受けた遺跡は熱残留磁気をもち，その周囲の磁場に影響を与えていることはよく知られてい
る。しかし，これらの他でも溝や土拡，柱穴等の遺構は，埋土の土質と周囲の土質とが異るた
め，土壌帯磁率に差が生じている。磁場に与える影響がわずかでも，これを測定できれば，各
種の遺跡を探査できるのである｡ ただし，この方法では，遺跡以外の強い磁気を生む逓車線
路，自動車道，人家，高圧送電線等によるノイズが常に問題となる。これらのノイズ発生源の
付近では，地磁気は不規則に変動して，そのノイズの域が大きくなると，追跡，遺構による磁
気異常は消されてしまい，検出が困難になる。したがって，このようなノイズに影群されず
に，測定できる手法を開発するのが重要な課題であった。そこで，ノイズ除去法を見つけるた
めに，次のような実験を行ない，新たな探査法を見いだす手がかりを得た。
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実験を行なったのは‘ ，三重県．水池遺跡で，土師器を焼いた６× ２ｍ前後の焼成拡群と掘立

柱建物が発見された遺跡である。土師器焼成肱は須恵器や瓦の窯跡に比べると規模は小さく，
焼け方も弱い。また遺跡の場所は屯車線路から4 0 0 ｍ程度しか離れておらず’ かなりのノイズ

が予想され，従来の測定法では辿椛探査が困難と思われる条件にあった。

測定には２台の磁力計を使用した。１台は問定点に侭き，他は調査区内を移動して各測定点

毎の磁気の強さを測る。２台は同時に作動させ，定点と移動点との磁気測定値の差を読みと

り，この差を測定点の磁気の強さとするのである。この方法で測定したところ，調査巾には８０

ガンマに及ぶ磁気の不規則な変動があったにもかかわらず，測定範I 〃I 内では定点と移動点の受

けるノイズの影響は同時で，かつその大きさもほぼ同じであることがわかった。つまり，定点

と移動点との磁力差は一定であるが，両者の測定値は等並変動する。また移動点毎の測定は３

回実施したが，各点における測定誤差も± ２ガンマ以内であることを確かめている。このよう

に，わずか数ガンマの磁力差が測定できることで，微細な磁気変動としてしか表われない遺椛

に対しても，磁力計が適用できる見通しを得たと考えている。

しかし以上のようなノイズ除去法による探査を実用化するには，なお次のような問題が残さ

れている。例えば測定而稜が広範で数百ｍにわたるような場合には，近くにノイズ源があれ

ば，調査区域内の部分によって受けるノイズの戯が異なり，定点と移動点間の測定値差が不安

定になることが予想されるのである。この対応策は現在実験中であるが’ ノイズ源に余りにも

接近すると（電車線路にl OOm以内) ，測定は不能であった。今後はノイズが同時かつ同逓と考え

てよい範囲を確認して，広域辿跡における測定技法を開発してゆく必要がある。またこれとは

別に，広範な遺跡を探査して，測定点が多数になった場合のデータ記録方法と’ その分析処理

法についても検討しなければならない。（西村座．岩本圭輔）

０
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遺跡探査法の開発

移動点

定点と移動点における磁器変動水池遺跡の探査結果
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埋蔵文化財関係用語の収集と整理

埋蔵文化財センター

昭和50年度中の全国の発掘調査は２万４千件をうわまわり，調査報告書類の数だけでも700

冊を越えるというように，発掘調査件数の急激な増加にともない，埋蔵文化財関係の情報資料

は膨大な愚となって，その種類についてみても様々な形をとるようになってきた。調査報告書

類，雑誌論文，航空写真，地図あるいは図面等の資料の全貌は，もはや誰にも把握しきれな

い。このため現在，研究，文化財･保謹の仕事にたずさわる者が，過去の資料の蓄秋を適切に選

択して利用するのは，大変に難かしいという状況にあり，将来この傾向がさらに甚しくなるこ

とは目にみえている。

埋蔵文化財センターは，昭和51年度から，埋蔵文化財関‘係の‘情報資料の整理，編集，検索シ

ステムの確立を目指して，コンピューターの利用を前提とする研究を開始した。これは，以前

からすすめられている，資料の収集および，調査報告凹:，雑誌論文等のマイクロフイルム化な

どの仕事とともに，当センターの重要な将来事業計画の一環を担うもので，全国の研究，遺跡

･保謹行政機関が主な対象となる各種資料の共同利用組織を実現することを目的としている。

いかなる形であれ，コンピューターを利用した資料の整理，検索は，考古学関係の学術用語

が主体となった単語の群を媒体として行なうのが，蚊も自然かつ有効な形であることはいうま

でもない。たとえば情報資料全休を遺跡を核として整理，編集し，互に関連づけた上で「継父

時代中期」，「域墓」，「土器」，「～県」などのようなキイワードを与えて，これを満足する

資料を抜き出させる，というような資料検索のシステムも想像できよう。ここで，学問の進捗

段階に従っての学術用語の変遷，細文時代，弥生時代あるいは仏教関係など対象分野による傾

向のちがい，用語の内包する概念の変化，特定の語の消長等に関して，零観的な資料にもとづ

く検討が，まず必要となる。この作業は，それ自体でも学史的な意味をもちうるかも知れない

が，なにより資料活用のシステムの基本的な椎造を考え，検索のための媒体となる用語リスト

を作り出す上で，不可欠といっていい。

本年度はこの仕事の第一歩として，１１t界考古学大系（日本）のＩ～Ⅳ巻を資料に選び，この

中に含まれる65万字すべてをコンピューターに入れ，約３万種類の用語を旧石器，細文，弥生

などの時代区分ごとに，出現頻度とともに抽出した。これについて考古学の学術用語，関連諸

学の学術用語，重要な一般語，それぞれから派生する語，その他の用語という分類を行なった

上で，現在椛造分析，用語の体係づけの作業を続けている。コンピューターによる用語抽出の

プログラムについても，いくつかの問題点が明らかになった。次年度以降はこれを改良した上

で，さらに多くの考古学関係の文献資料について同様の作業をすすめる。表題の研究は，当面

充分な量の資料についての検討と整理ののちに，作業のとりまとめとして考古学関係用語シソ

ーラスを作成することを目標に置いている。（岩本圭輔）
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一Ｓ・ヘディン，Ａ・スタイン収集の木簡調査一

1976年10月16日から12月15日までの２ヶ月間文部省在外研修により，ヨーロッパを訪れた。

ストックホルム民族学博物館と大英図書館で表記の木簡の調査を行なったほか，両国をふくむ

ヨーロッパ９ケ国をめぐり，博物館，美術館，古城などの遺跡，ロンドン・シティの発掘現場

をたずねる機会をもった。以下木簡の調在を巾心に報告する。

ストックホルム民族博では，同館の東洋部長ボ・ソムマストロム博士のおlIt話で，ヘディン

収集の普代の桜蘭簡70点余を調査することができた。同館は目下新館建設巾で郊外のビルに収

蔵品とともに仮吻住いであったから，ものをだしてもらうのは容易でなく，一部とはいえ実物を

観察する機会をあたえていただいたのは，博士の特別の計らいによる。ヘディンの収集品は，

彼自身のぼう大な調査記録のほか，動植鉱物，天候・地質の記録，地図など多方面におよび，

なかでも彼の手による現地の写真のごとき克明なスケッチは，興味深いものであった。

木簡はボール紙の特製の箱に収められており，３箱約70点をみせてもらった。紙木併用期の

楼蘭簡は，日本の木簡と番休や形態等も類似していて親しみやすかった。表裏両而をつかって

一簡で完結する内容である。ただ削屑が部原く荒削りのもので，１１本のように薄手でないのが

印象的であった。なおソムマストロム博士によると，この楼剛簡は，正確には民族博ではなく

スウェーデン王立アカデミーの一機関であるスエン・ヘディン財団に属し，近い将来いずれか

の機関に移される可能‘性がある。しかしそうなっても，民族博を通してコンラディのプレート

番号を示すことで，容易に木簡をみることができるとのことだった。

大英図番館のスタイン収集の木・竹簡（大部分は木簡）は，シヤバンヌ（鋪１次収集品)，マス

ペロ（第３次収集品）の釈読本に収載されているものを，はるかに超える分雌が収蔵されてい

る。聞くところによると，：凸:庫には観音開きのキャビネットが三つあって，それぞれに幅４５

cm，奥行60cmほどの引出しが20個づつあって，引出し１個には木簡40点ほどが，布テープでお

さえられて収納されている。３週間の調査では兇程度をみることでおわらざるをえなかった。

敦爆簡（漢)，楼蘭簡（晋)，ニヤ簡（晋)，バラワステ簡（唐）を，とくに形態上の特徴につ

いて調べた◎敦煤簡は，黒みがかった褐色の材（樫柳tamariskか）が多い。長さは23cm強（漢代

の１尺)，３５cｍ（１尺５寸）のものが多く，幅は1.1～1.2cm厚さは２～３mmのものが大部分を占

める。径１cm強の細い木を，心で２片に割り，水心側を裏面にして，文字を群く面は，樹皮側

の丸味をていねいに削ってつくるのである。したがって木簡の両側に樹皮ののこっているもの

が相当数あった。また上端の木口を表側から裏側に斜めに削り落すつり方や，文字面をなにも

のかで，こすって光らせた形跡のあるものなどが多くのものに認められた。楼側，ニヤ，バラ

ワステのものは，敦煙簡のように，ある一定の寸法につくることも少なくなり，表裏両面に書

くものが多くなるなど，日本簡に近づいてくるさまが明瞭にみてとれた。（狩野久）
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平城宮の井戸発掘調査で知られた平城宮の井戸は約20基をかぞえる。井龍組構造の井戸枠が

多いが，他に縦板組や曲物を用いるものもある。遺跡内における井戸の位置関係をみると，内

裏のような大きな区画に伴う場合と一つの官簡区域のように比較的小さな区両に伴う場合とが

ある。官筒の井戸は，また正殿の正面や区画の中央に位満するものと，正殿の横や後あるいは

区間の隅に位置するものに区別できる。前者では方1.8ｍ以上の大型の井戸に限られ，官衝比

定からすると官簡の業務と深く結びついていたようだ。後者では，方1.5ｍを最高に0.9ｍまで

の各種があり，官術の規模などと関係する。詳細は月刊文化財1976年４月号参照。（黒崎直）

古代の測量術奈良時代およびそれ以前に行なわれた測量の技術を，文献や発掘成果から類推

しさらに実験を加え復原的に考察した。具体的な方法については，周牌算経，九章算経に記載

された方法が実行されたことは疑いなく，円を拙く為のコンパス，直角を出す３：４：５の原

理なの実用化も行われていたことが推定される。測量に必要な道具は,上記のほかに表（８尺の

棒）と間細があり，これで，方位を決め地割を施していった。古竣・水路などの工萌には，水

平を出す道具もあったであろうが，それがどのようなものか決定的なことは言えない。図を作

成するには，方眼を描いて，兄取りをオフセットしていく方法が用いられている。条里の地割

のあるところは，地割と図の方眼が一致し，かなり精度のよいものになっている。（木全敬蔵）

古代寺院の基壇日本の瓦職装坑を，椛造，成立時期，分布，どの建物に用いられているかな

どについて検討してみると，成立の時期が711t紀後半初めに集巾し，その契機が極めて一元的

な要素をもつ。711t紀後半の例はすべて主要な建物に用いられ構造も企画的であるが，811t紀

になると，周辺建物や補修に川いられる例が多くなる。これは，切石砿基壇が段階的に発展し

811t紀に入ると聴正職基城として完成され，阿分寺造営を契機に拡がるのと対照的である。こ

のことは基壌構築技術の伝播の背最にあるものを示唆している。瓦砿基城の成立についていえ

ば，大津京の官寺である崇福寺や南滋賀廃寺の造営を契機に意図的に採用されたにもかかわら

ず，その主流としての位綴が比較的短命であったことを示すのではなかろうか。（田辺征夫）

平城京と宮の園池剛池の水源は湧泉については山麓の一部に限られ大部分が河川によるため

園池およびI剥池を持つ邸宅が河川沿いに集巾したものと考えられる。園池の形態は，山麓部に

ついては侵食谷，湿地を利用する形で，文献にみられる堤（輔）に関係するもので，平地部に

おいては谷筋で旧河床や濠を利用するｆｌ然順応のものと，尼根筋で池を穿ものとの２つの形態

がみられる。発掘事例でみられるように平地部の園池は，水源が浅い谷筋をもつ河川のため，

多くの流量が期待できず，水深30cm未満の浅い池となる。また閣池の恵匠としては，岸辺が蛇

行する形に州浜状に玉石や砿をゆるい勾配で敷きつめる形や，庭病?の種類，配置などに共通点

を持ち，建物が近接していることから観賞・遊宴に供用されたものと考えられる。（田中哲雄）
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調査研究 堂 報

共同研究

護国寺本諸寺縁起集の研究美術工芸・建築・歴史・考古の各部門の協力によって，その逐語

的かつ総合的な研究をしようとするものである。昭和51年度は「勝尼寺縁起」の半ばより「法
隆寺」項の始めまでの検討を行なった。

海住山寺文化財の総合調査美術工芸研究篭と歴史研究室との協同調在。昭和49年度調査の後

をうけて実施し，今年度の調在によりいちおうその全調査を完了した。（本文ならびに『海住山
寺文化財総合調査目録』参照）

美術工芸研究室

日本美術院彫刻等修理記録の刊行（特別研究）本年度は同711:のⅢとして奈良県下の東大寺，興

福寺等の彫刻等74件について資料の整理を行ない，Ｉ叉|解36ｍ，解説160頁，写真117頁にわた

る修理記録を公刊した。なお本巻の刊行に際し興編寺木造千手観音立像（旧食堂本尊）などの調

査を行なった。

東大寺所蔵絵画調査本年度は仏iiIii，肖像画が巾心で，すでに調査件数は100を超えた。時代

的には鎌倉時代から江戸時代までのものがほとんどで，紺本著色十一面観音来迎図１幅（鎌

倉時代)，絹本著色釈迦三尊及十六羅漢図１幅（南北朝時代）などの作品が注目された。

奈良県及び周辺の文化財調査今まで知られているが詳細な調査が行なわれていないもの，或

は未調査のものが''1心で，奈良県法輪寺，法起寺，新薬師寺の彫刻，大阪府延命寺の絵画その

他の調査を行なった。また文化庁の頭燃万｢仏の調査に協力した。

その他の調査春に奈良国立博物館で開催された「平安・鎌倉の金銅仏」股’秋に飛鳥資料

館で開催された「飛鳥・白鳳の在銘金銅仏」展に出品された作品の調介を行ない’幾つかの新

知見を得た．

建造物研究室

奈良県民家緊急調査奈良県教育委典会に協力して1966年に次いで２回目の調査。前回はおも

に18世紀巾頃までの古い民家に亜点がおかれたが，今回は1911t紀までも含めて県内民家の変遷

をたどることを主目的とした。（本文参照)1976年度。（上野・中村・松本）

当麻寺の調査東西両塔および金堂・講堂など，おもに昭和初年以前に修理された建造物の

調査。明治末年作製の実測図や部材に残る痕跡などにより，修理前と現状との途いをもとに復

原的調査を行なった。（本文参照）７月。（岡ｍ・細見・宮本・上野．中村．松本・清水．福田）

談山神社社殿の調査本殿を巾心とする境内諸社殿の調査。奈良県教育委員会と協同。（本文

参照）７月。（岡田・宮沢・細見・中村・福田）

神戸北野．山本地区の補足調査前年度神戸市に協力して行なった伝統的建造物群調査の補足ｃ

９月。〔宮沢・宮本・中村・清水）
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奈良国立文化財研究所年報

五篠町並の補足調査前年度五峠市に協力して行なった伝統的建造物群調査の補足。その成果

は『学報30冊』として刊行した。

般若寺楼門の調査叡尊。良恵による文永年間の復興時に建立された門であるが，上層組物は

あたかも箱造りの本体に，表面だけ組付けたような特異な技法でつくられている。中世におけ

る大工の意匠重視のあらわれが認められ興味ぷかい。１０月､（工藤・松本・清水）

円成寺楼門と庭園の調査現在上層は大正４年の解体修理時に整備されているが，応仁２年建

立以来，足垂木より上方が未完成のまま，仮葺きの屋根に覆われて伝えられてきたことが明ら

かになった。なお，大正修理の際発見された墨書の所在は現在不明である。庭園は８月に行な

われた整備後の状態を実測した。１０月（工藤・宮本・高瀬・伊東）

桂離宮建築調査桂離宮御殿の解体修理に伴って，諸建物の造営当初の平面，後世の変更箇

所，ならびにそれら技法の調査について昨年度に引続き宮内庁に協力した。1976年度。

（鈴木・工藤）

識名園庭園実測調査識名園環境整備委員会よりの依頼。庭園修復前の現況地形実測調査およ

び石垣・育徳泉・橋などの写真測量を行なった。（本文参照）１１月～12月。（牛川・木全・伊東・田

中・渡辺・高瀬）

東大寺修二会関係建物の調査寛文９年再建の二月堂を根本堂にして参篭所・閲伽井屋など10棟

におよぶ建造物群によって構成され，奈良時代以来連綿と続けられている修二会の行事の際に

はそれぞれの建物がより有機的に結ばれる。なかでは明治３年完成の茶所，常宿所が最も新し

く，現在の景観はその時よりすでに100年の歴史をもっている。１月。（細見・上野．清水・福田）

歴 史 研 究 室

東大寺文書調査文化庁よりの委嘱によるもので，1974年度からの継続調査。未成巻文書第１

部第2４（雑荘)721号より，第３部第４（請文）２２号までの調査を行なった。また東京大学文学

部所蔵東大寺文書の調査ならびに写真撮影を実施した。

西大寺典籍古文書調査従来よりの調査の継続。６月，２月。

興福寺典籍古文書調査文化庁実施の春日版板木調査への協力（11月）の他に，一時中断して

いた典籍古文書調査を再開実施し，計８函の調査を了えた。１０月。

仁和寺典籍古文書調査笈ならびに御経蔵第150函所収文智:の調査ならびに写真撮影，および

堵中蔵階下収納典籍類第170～180.183函の調査を行なった。３月。

第２回木簡研究集会1977年１月１１．１２日の両日，平城宮跡発掘調査部資料館会議室において

開催された。前回の研究集会により木簡の調盃研究の実状や，今後の課題が研究者の共通認識

となったが，今回は，この成果を継承し，なお残された諸問題をより解明するために行なわれ

たものである。参会者は昨年度より若-Fふえて47名の大規模な研究集会となった。

第１日目は，木簡をめぐる二三の問題（上智大学弥永貞三氏),貢進物荷札について（奈文研

今泉隆雄）第２日目は，漢簡研究の現状（藤枝晃氏)，文書木簡に関する諸問題（奈文研横田拓
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実),飛鳥京跡･第５1次発掘調査出土の木簡について（京都大学岸俊男氏，揺原考古研菅谷文則氏）

の５本の報告を用意した。

弥永報告は，木簡の縦横比を計数的に提示し，日本簡と中国簡の形態の比較を考察したも

の，今泉報告は，貢進物荷札の書式，書風から木簡がどの段階で番かれたかを問題としたも

の，藤枝報告は，永年にわたる氏の漢簡研究について拠るべき資料を中心に要約したもの，横

田報告は，文書木簡の機能，，性格を文審木簡の分類を通して解明しようとしたもの，岸・菅谷

報告は，注目の飛鳥京跡出土の木簡について出土状況，伴出遺物，木簡の形態，内容などを詳

細に報告したものである。

以上の報告にもとづいて，熱心な質疑討論が行なわれた。研究集会も第２回目を迎えて，よ

うやく日本における木簡学も研究の第一歩を踏み出したと言えよう。

その他の調査

法華寺３月。醍醐寺８月。高山寺４．７．１２月。石山寺７．１２月。大覚寺

４．８月，１月。東寺観智院聖教調査５．９月。般若寺１１月。

平城宮跡発掘調査部

法隆寺の発掘現在の寺務所の西側に新たに寺務所を建設するための事前調査を奈良県教育委

員と協力して実施した。西園院と地蔵院の両子院にわたる地域であったが，後世の撹乱が著し

く両者の境界を示すような関連遺構は検出できなかった。おもな遺構として大湯屋東南を限る

かと考えられる溝を検出するにとどまった。９月～12月。（森．宮本・岡本・高瀬・安田・巽）

伯害国庁の発掘国庁の範囲を確認するための第４次調査。内郭は２度大改作がおこなわれて

おり，Ⅱ期には内郭（東西距離８１ｍ，南北距離９１ｍ）および外郭（東西距離273ｍ，さらに束に51ｍ

の拡張区がある）を濠で区画していることを明らかにした。倉吉市教育委員会。１０月～11月。（佐

藤・菅原・山中）

東海地方出土瓦の調査平安時代後期の瓦を中心として名古屋市教育委員会，小牧市教育委員

会，大府市教育委員会，東海市平州記念館，名古屋大学等所蔵の東海地方出土瓦を調査した。

安楽寿院への供給など，多くの知見を得た。１１月。（森・岡本・安田・巽）

金属製遺物の非破壊的方法による材質分析の原理的検討（科研特定研究・代表者樋口隆庫京都大学）

主として当研究所設置の蛍光Ｘ線分析装厨を利用する。非破壊的な方法による材質分析なので

遺物の表面の分析をすることになり，したがって殆んどの場合，表面のサビを分析すること

になる。本研究は，そのような分析値を考古学的研究に利用できる方法を検討し，開拓しよう

とするもでのある。初年度の昭和51年度は，異なる分析値のクロスチェックを主として行なっ

た。（佐原・沢田・山本・秋山）

美濃国分寺跡環境整備大垣市の依頼により，発掘調査でリJらかになった築地（南面)，回廊

（南．西）および，回廊内の暗渠造成工事の実施計画と指導を行なった。1976年４月～77年３

月。（牛川・田中）

－６９－



奈良国立文化財研究所年報

平城京の復原模型奈良市の依頼に

よって平城京復原棋型ｘ０ｏＯの設計を

実施し，設計に当っては平城京膜型調

査委員会（池田源太委員長，岸俊夫，木

村博一，横山浩一，鈴木嘉害，狩野久，高

山逼治）の指導を受けた。

模型の規模は東西8.4ｍ,南北6.3ｍ，

模型の含む範囲は，東は若草山山頂，

西はあやめ池の束，南は大和郡山市下

三橋，北は神功皇后陵付近までであ

る。平城宮，条坊および官椅，寺院る 。 平 城 宮 ，条坊および冨問，寺院平城京復原模型

（26箇寺)，宅地（約7,200戸），古峻（13基)，河川，条里，京外道路，集落，樹木などは発掘調

査の成果と文献資料と遺存地割，地名などに韮づいて復原し，地形や個々の建物(約26,000棟）

は高さを実際の２割増しにして設計した。

模型は昭和52年２月に完成し，奈良市庁舎１階展示ホールに設置されている。なお，『平城

京復原桟型記録』が奈良市により刊行された。（宮本・今泉）

平城宮1/600復原模型当模型は昭和39年度に製作されたが，その後の発掘調査の結果,宮城は

東に拡張していることが明らかになったため，拡張区の復原模型を増設した。（宮本）

平城宮跡保存の先覚者たち－北浦定政を中心として一展1976年10月23日から11月７日まで，平城

宮跡資料館において開催した。

北浦定政（1817～1871）は江戸時代の末に平城京や大和条里の研究を行なった先覚者であり，

また，陵墓の調査や修復にも尽力した人物である。この記念展示は，彼の生誕160年を機に

「北浦定政顕彰会」が行なった顕彰事業の一つで，当研究所が顕彰会と共催したものである。

展覧にあたっては，平城宮跡保存の先覚者たちの名のもとに，北浦定政を中心とし，明治３０

年代にはじまる関野貞（1867～1935)，喜田貞吉（1871～1939）らの都城制研究，この研究をうけ

て明治末年から大正にかけて地元の棚田嘉十郎（1860～1921)，溝辺文四郎（1852～1918）らの宮

跡の顕彰，保存巡動などに功績のあった人々の業紙や遺品などを蒐集展示した。この展示が先

覚者たちの業績を改めて認識し，また今後の平城宮跡をはじめ都城制研究の再検討の機会とな

ったことは大きな収種であった。また，北浦家をはじめ関係ご遺族の方々から貴重な資料類を

拝借・展示すると同時に，これらをすべてマイクロ撮影することができた。

平城宮跡発掘調査部では，記念展示パンフレット「平城宮跡保存の先覚者たち－北浦定政を

中心として－」（Ａ４判，３２頁）を作成した。本展覧会の入場者は平城宮跡資料館特別公開入場

者ともあわせて9,785名の多数にのぼった。なお，１０月23日９時30分から，ご遺族はじめ関･係

者参列のもとに，会場の肖像の前で献花式を行ないオープンした。
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調査研究菜報

飛鳥資料館

飛鳥・白鳳の在銘金銅仏展９月23日から１１月23口までの二ヶ月間にわたり，本年度の特別展

示として開催した。国埴１，頭要文化財８件を含む11件の作品が展示され，これは飛鳥．白鳳

時代の在銘金銅仏13件の大半に当る。彫刻史・古代史の専門家は勿論のこと一般の人々からも

好評であった。本展示に因んで町叫甲一（名了掘大学教授)，田辺三郎助（文化庁主任文化財調査

官）の両氏による特別講演会を催した。

また’展覧会のカタログを兼ねて図録『飛鳥・白鳳の在銘金銅仏』を刊行し，あわせて展示

された11件の作品に法隆寺金銅釈迦三尊像・薬師如来坐像（各国宝）を加え，飛鳥．白鳳の在

銘金銅仏の拡大写真集『銘文篇』を刊行した。

古代墓誌の調査５２年度特別展示「日本古代の蕊誌」展の準備に伴う調査，文禰麻呂蕊誌（国

宝)’伊福吉部徳足骨蔽器（重文)，小治凹安万侶墓誌（正文)，美努岡万連基誌（重文)，宇治桁

禰墓誌など東京国立博物館保杵の日本上代の基誌五点について調査した。２月。

石造品の模造作製Illln寺の燃心礎，高取城跡の猿石，高取町光永寺の人頭石の模造を作製

し，屋外に展示した。模造の方法は吉備姫壬蕊の猿万と同様（1976年度年報参照）にしたが，更

に混入する万の並を増すなどして堅問にし，風化防止のための工夫をした。

なお人頭石は奈良県文化財保存課の県下石造品調盃に関連して発見されたもので，現在光永

寺客殿の庭に綴かれ手洗鉢として使われている。Ifl然万（花樹岩）の凹凸を利用して壮年の頭

部を彫刻している。

埋蔵文化財センター

能代大館遺跡測量図化能代市教育委員会は，野代営に擬定される大館遺跡の史跡指定を行な

う為の調査の一環として，写真測11tによる地形図図化を行なった。河岸段丘の先端に土塁．堀

・櫓跡などがあり’丹.念に補測を行ない，それらをIⅢ雌に表現するよう図化の指導．牒将に

あたった。能代市教育委員会。６月。（木全．ｍ辺）
クシプ

熊野磨崖仏の写真測量大分県豊後高田市111染にある磨崖仏，大日如来（国護，商さ７ｍ）と不

動lﾘj王（重文，高さ９ｍ）の調査。大Il如来の保存修理工菰にさきだって，写典測地により現状

記録をし’あわせて二像が彫られている岩禰の経年移動並を知るための基準点埋設，及び計

測。豊後高出市教育委員会。７月。（伊東．西村．111辺．抽井）

立洞２号墳の写真測量調査立洞２号戦は福井ｊ,l:敦賀市にある径25ｍ，高さ３ｍの円戦で，北

陸縦貫道建設予定地にかかるため，福井県教委が発掘調査を実施した。同教委の依頼をうけ，

壌丘の立而図を作成する目的で，写真測』１１:洲在を行なった。福井県教育委員会。８月。

（伊東・西村・亀井）

大山廃寺の調査塔跡以外の堂宇探索を目的とした調査。七問四方と三問四方の礎石建物を検

出。いずれも''1世に再建された建物で，古代の堂宇は平安後期に焼失したことを確認。奈良～

鎌倉期の瓦・土器類・蓮華文鬼瓦・風鐸等が出土。小牧市教育委員会。８月。（山中）
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奈良国立文化財･研究所年報

横滝山廃寺の発掘新潟県三島郡寺泊町所在。嶋尾片，瓦等の出土,礎石様の石fの存在から’

小丘陵上の平坦面が寺院の跡と推定されていた。遺構確認のため，発掘調査を実施。建物基埴

外縁とみられる切石列の一部を検出した。建物の規模，性格については，今後の調査を待つ。

寺泊町教育委員会。８月。（岩本圭）

黒笹７号古窯保存対策愛知県愛知郡東郷町にある黒笹７号古窯の保存指導。窯は’天井部が

一部残存しており，数年前に覆屋が設置されたが，その後崩壊が進行している。今回は，合成

樹脂等による土質の補強・強化など保存対策について指導した。東郷町教育委員会。８’’０

月。〔秋山）

達谷窟磨崖仏の調査岩手県平泉町にある推定鎌倉時代の磨崖仏（高さ９ｍ）について’同町

教育委員会より現状記録方法と，今後の保存処置法の検討を依頼されたもの。岩石の一部に樹

脂を塗付し，越冬後の変化を観察する資料とした。平泉町教育委員会。１１月０（木全・西村）

美作国分寺跡の調査美作国分寺跡の範囲確認発掘調査と，整備事業にともない，推定寺域を

中心に，0.131㎡の区域の地形図〔縮尺％oo）を作成するに先だって’基準点埋設作業の指導に

あたった。なお今年度小規模な発掘調査も実施され’建物の基鞭の一部が検出された。津山市

教育委員会。１１，３月。（伊東・田辺）

座喜味城石垣写真測量調査沖細県読谷村，座喜味城跡の整備，修復にともない’城壁の写真

測量調査を行なった。この調査は1974年からの継続で，今回で城跡の西半分’二の丸地区の調

査をほぼ完了した。１２月。（木全・伊東．田中・高瀬．渡辺）

周防国府の調査周防国府の範囲については，西北隅と西南隅が一応確認されていたが’今

回は南限東部の確認調査であった。「船所」・「浜の宮」の字名の残る地点である。総柱の掘立

柱建物などを検出したが，南限線については’明確な遺構は検出できなかった。防府市教育委

員会。２月～３月。（田辺・工楽・佐原．伊東・山中）

埋蔵文化財に関する実態調査埋蔵文化財関係情報資料収集の活動の一環として’各種の実態

調査を継続的に行なっているが，本年度は，各都道府県における写真測敵の利用状況と，全国

市町村の埋蔵文化財に関する現状調査を行なった。写真測量関係の調査結果については，『埋

蔵文化財ニュース』７に掲載した。（田辺）

航空写真の管理と活用日本写真測堂学会と日本土木学会の依頼をうけ，現在当研究所は，昭

和30年から昭和40年にかけて撮影された航空写真を約3,000缶,件数にしておよそ’１２'000件保

管しているが，これの管理活用をはかるため，リスト作成をめざし’標定図の整理作業を行な

った。なおこの作業は，昭和49年に発行されたリストＩに継続するものである。（伊東）

遺構の埋蔵環境と劣化現象ならびに保存処理に関する研究遺構を現場で露出したままの状態で保

存するための基礎的な研究と，その保存技術の開発を目的とし，昭和51年度から三年計画で遂

行予定。初年度には，主として凝灰岩質遺椛の風化と埋蔵環境特に水質との関係について検討

した。（横山・町田・工楽・沢田・山中・光谷．秋山）
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奈良国立文化財研究所要項

Ｉ事業概要

１研究普及事業

公開講演会

( 1 ) 1 9 7 6年５月1 5 1」第3 9回公開猫演会

「平城宮の井戸」黒崎直

「古代の測量術」木全敬蔵

' 2 ）1 9 7 6 年1 1 月1 3 日第4 0 回公開講演会

「古代寺院の基壇」田辺征夫
『平城京と宮の悶池」田中哲雄

現地説明会

( 1 ) 1 9 7 6 年６月1 9 日平城宮跡推定第一次朝堂院
東第一堂発掘調査現地説明会高瀬要一
( 2 ) 1 9 7 6 年８月７ＦＩ薬師寺西塔跡発掘調査現地

説明会岡本束三
( 3 ) 1 9 7 6年８月2 1 1 _ ｜山田寺塔・中間・同廊跡及
び大官大寺回廊跡発掘調査現地説明会

山崎信二・松本修自
( 4 ) 1 9 7 6 年1 1 月2 7 日平城宮跡東院庭園跡発掘調

査現地説明会須藤隆

2 1 9 7 6 年度文部省科学研究費補助金による研究

( 5 ) 1 977年１月29日

説明会

16）1977年３月12日

査現地説明会

稲淵川西遺跡発掘調査現地

黒崎禰

平城宮跡（佐紀池）発掘調
吉川恵二

平城宮跡資料館・覆屋公開

( 1 ) 春季特別公開

1 9 7 6 年４月2 5 日～５月５日見学者5 , 9 6 3 名

秋季特別公開・盗料展示「平城宮跡保存の先

覚者たち一北浦定政を中心として－」

197 6年10月23日～11月７日見学者20 , 4 2 5名
( 2 ) 見学考数

隠分 査料館 凝瞳 計

1976年 48, 776 60, 746 109, 522

累計 226, 192 440, 335 666, 527

※ 盗料鮪は1 9 7 0 年皮・覆膿は1 9 6 8 年度以降

価別 研究課題 研究代炎肖 交付額

特定研究（１） 遺柵の埋蔵環境と劣化現象ならびに係が処理に関する研究 拙山浩・・

鈴木擬Ｉｌｆ

ＩＩＩ【I ’ 球

川【' １ 琢

川中稔

鬼頭附明

東野治と

水ｉ、Ｉ１ｉ史

ＦＩＩＩ剛道

安川池太郎

l M i l l l 浩一

5, 000丁.１，Ｊ

〃

〃

〃

一般研究（Ｃ〉

- 一 般研究（Ｄ）

〃

〃

奨励研究〈Ａ）

〃

写典測１，ｔによる建造物の経年変化の研究

地下遺椛の探代法の開発

遺跡に関する．I I I i 慨の活川システムのj , § 礎的研究

I l l l l r 公家法責科の収災ならびに研究

奈良．､ ド安時代『! f ‘ I j : 綴辿紬についての）１５礎的研究

1 1 } : 風よりみた木簡の研究

1 1 f 代脱殻具の系譜的研究

ｔ師器における溌糖技法採川の研究

１１本中世集藩遺跡の研究

2, 900

3, 400

1, 000

1, 200

3 9 0

290

300

230

270

海外' １を術凋だ 獅外' γ : 術淵f f の成果の稚蝿、A WI l 聯に関する澗廠研究畷 1．５００

古・災術史関係）

３飛鳥資料館の運営

展示

第一展示室常設展示

第二展示室特別展示「飛鳥の寺院遺跡一妓近
の出土品」

特別展示

常設展示

（1975. 9. 22～1976. 5. 31）

「飛鳥・白鳳の在銘金銅仏」

（1976. 9. 23～11. 23）

飛鳥・白鳳の彫刻コーナーを新設
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Ⅱ図書及び資料

図書3 8 , 3 4 8 冊

( 3 ) 平城宮跡整備基本計画策定に関する小委員会
1 9 7 7 年２月1 5 日於平城宮跡資料館

第３回飛鳥資料館運営協議会
1 9 7 6 年５月2 5 日於飛烏資料館

第２回木簡研究集会

1977年１月11F１．１２日

於平城宮跡資料館
外国出張

田中琢東・東南アジアにおける青銅器文化

に関するシンポジューム出席のためタイへ派造
された。

1 9 7 6 年７月４日～同年７月1 0日

木全敬蔵ダーク・イ・ブスタン浮彫の写真
測量調査（イラン・イラクにおける古代遺跡の
美術・考古学的調査及び発掘）のためイランへ
派遣された。

1 9 7 6 年８月１ロー同年９月2 2 日

牛川喜幸クシャーン朝文化を中心とする巾
央アジアの考古学的調査のためアフガニスタン

・パキスタン・イランに派遥された。

1 9 7 6 年９月３日～同年1 1 月１日

狩野久文部省在外研究員としてスウェーデ

ン・デンマーク・ドイツ連邦共和国・連合王国

・フランス・イタリアに派避された。：木簡の

研究調査のため( 本文参照）
1976年１０月16日～同年12月15Fｌ

亀井伸雄ローマ文化財修復国際センターに

おける史跡記念物の保存に関する研修コースへ
の参加及びヨーロッパにおける文化財建造物の

修復技術の調査研究のためイタリア・フランス

・ドイツ連邦共和国に派遣
1976年12月30日～1977年７月15日

協力事業等

( 1 ) 「北浦定政顕彰会」の諸率業（田原顕彰墓碑
周辺整備・古市基地への誘導計画・記念展開催

・記念出版等）の遂行に，随時所員一同が協力
した。（研究錐撒参照）

' 2 ）文化庁では1 9 7 1 年度から特別史跡藤原宮跡の

国有化を進めており，1 9 7 2 年度からは当研究所

が文化庁から支出委任を受けて買収覗務を担当
しているが，1 9 7 6 年度の状況は下記の通り

大蔵街より移符の1 , 4 0 4 . 9 2 , 2 を含む

－７５－

奈良国立文化財研究所要項

厚真1 4 9 , 9 9 6 点（1 9 7 6 年庇末現在）

Ⅲ研究成果刊行物
1 9 7 6 年度刊行物

担名称

‘ γ : 報第3 0 冊八峰町並調査の記録

史料第1 1 冊１．１本美術院仏像等修理記録1 1 1

基準資料第４冊瓦綿４解説

基準資料第５冊瓦編５解説

図録第１冊飛鳥白蝋の在銘金銅仏

図録第２ＩＩＩｊ飛鳥白鳳の在銘金銅仏銘文篤

概報他海住山寺総合調査目録

平城京右京五条四坊二坪発掘淵征概報

飛鳥編年史料災稿１

飛鳥編年史料染稿２

当街

鈴木・岡凹・宮沢・細見・宮本・上野・中村・松本

･ 清水・佃・福田

田中( 義）・挫山・百橋・森( M『）・八幡

飛鳥藤原宮跡発掘洲代部

､ F 城宮跡発掘調査部汚古第三調在塞

飛鳥資料館' 雅芸室

同上

田中( 稔）・雄山・加藤・綾村・束野・筒橋

狩野・佐藤・田中( 哲）・岡本・毛利光・- ｋ肥・清水

鬼頭・東野・宮川・泉谷

鬼頭・束野・宮川・泉谷

区分

１９７６年

国有地合計

而硫

3０，９２３．０６，２

114, 856. 03

購入額

505, 297, 506円

1, 761, 197, 606

I Ｘ分

1976年

累計

菰別

和漢』：

洋１１￥

和漢WI F

洋ｒＩｆ

職人

1, 598

251

23 . 2 54

2, 201

寄 贈

3, 704

2９

1２．５６０

333

計

5, 302

2 8 0

3５，８１４

2, 534



１

前年度までの刊行物

奈良国立文化財研究所学報

奈良国立文化財研究所基準資料

( 増員内訳）埋蔵文化財･ センター３
( 減員内訳）平城宮跡発掘調査部１

Ｖ予算（1 9 7 6 年度〕

Ⅳ機構・定員

機構の改正

1 9 7 6 年５月1 0 日省令改正に伴い埋蔵文化財セン
ター研究指導部に集落遺跡研究室新設。
定員

１

奈良同立文化財研究所年報

奈良凶立文化財研究所史料

－７６－

Ⅵ施設

土地2 3 , 3 7 1 ㎡〔当所所管）
春日野地区5 , 1 2 6 ㎡飛鳥資料館1 6 , 9 0 2 ㎡

責料館地区1 , 3 4 3 ㎡

1, 068, 198. 30㎡（文化庁所管）
平城宮跡地区953 , 3 4 2 . 2 7㎡

（他に奈良県先行取得地59 , 6 8 2 . 9 5 6㎡がある）

藤砿窓跡地区1 1 4 . 8 5 6 . 0 3 ㎡

1975年度

1976年度

指定職 行政一

2３

２３

行政二

７
７

研究職

6５

６７

計

9６

９８

年度

1954

1955

1963

1964

196

l 967

1969

1970

1974

I 975

名称

第１冊南無阿弥陀仏作選集( 複製）
第２冊西大寺叡尊伝記災成
第３冊仁和等史料．芋誌続１

第４冊俊乗坊喧源史料災成
第５冊、ｆ城富木簡１図版

第６冊に和瀞史料歩誌編２

第５冊、ド城宮木簡１解説( 別冊）

第７冊唐招提寺史料１

第８冊平城寓木簡２図版・解脱
第９冊１．１本災術院仏像群修理記録’

第1 0 冊日本美術院仏像等修理記録１１

年度

1973

1974

1975

名称

第１冊瓦編１解説

第２冊瓦縞２解説
節３冊瓦編３解説

年度

1954

1955

1956

1957

1958

1959

1960

1961

1962

1963

1965

1967

1969

1971

1973

1974

1975

名称

第１冊仏師巡慶の研究

第２冊修学院離宮の復原的研究
第３冊文化史論強

第４冊奈良時代僧" j の研究

第５冊飛鳥茅発掘洲在機街

第６冊中世庭園文化史
第７冊興補等食堂発掘調炎報告

第８冊文化史論遊Ⅱ

第９冊川原寺発掘淵炎報告

第1 0 冊、ド城宮跡・伝飛蝿板蓋富跡発掘調迩鞭告
第1 1 冊院家進築の研究
第1 2 冊巧匠安阿弥陀仏快慶

第1 3 冊湛殿造系庭園の立地的惹察
第1 4 冊レースと金屯舎利塔に関する研究

第1 5 冊平城宮発掘淵充報告１１官術地域の調壷

第１６冊平城欝発掘洲征撒告Ⅲ内製地域の調炎
第1 7 冊平城宮発掘淵f I f 報告Ⅳ富術地域の洲盗
第1 8 冊小堀遠州の作１Ｆ

第1 9 冊藤原氏の氏捗とその院家

第2 0 冊名物製の成血

第2 1 冊研究論集１

第2 2 冊研究論集1 １

第2 3 冊平城宮発掘‘ 淵通報儲Ⅵ平城京左京一
条三坊の調在

第2 4 冊高山一町並淵爺報告一
第2 5 冊平城京左京三条_ Z 坊

第2 6 冊平城宮発掘調在報祷Ⅶ

第2 7 冊飛鳥・藤原宮発掘渦迩報告Ｉ
第2 8 冊研究論集Ⅲ

第2 9 冊木紳奈良井町, １t 調査報併

歳出 9 8 4 , 9 2 4 , 5 1 1 円
人件没 3 1 3 , 4 6 0 , 5 1 1
逆営費 4 3 6 , 0 7 1 , 0 0 0
蕊業管理 5 , 1 7 2 , 0 0 0
一般研究 4 0 , 4 6 0 , 0 0 0
特別研究 2 , 1 9 8 , 0 0 0
発掘凋査 2 8 2 , 9 4 2 , 0 0 0
富跡稚備祷理3 2 , 7 0 6 , 0 0 Ｏ
飛鳥費料館巡営4 2 , 3 5 6 , 0 0 0
埋蔵文化財センター巡営3 0 , 2 3 7 , 0 0 0
施設費 2 3 5 , 3 9 3 , 0 0 0
施設稚備費1 2 6 , 2 2 0 , 0 0 0
平城寓跡地埠稚備避1 0 8 , 6 6 0 , 0 0 0
各所修繕 5 1 3 , 0 0 0



建物 平城宮跡昭和5 1 年度買収地環境整術工覗
１，０５０

藤原宮跡環塊整備昭和5 1 年度工事2 1 , 1 5 0

( 3 ) 建設省近畿地方建設局委任工填
飛鳥盗料館整備工覗 2 4 , 6 8 5

－７７－

Ⅶ人事異動

（1976年４月１ｐ～1977年３月311｣）

４月１口文化庁文化財保謹部無形文化民俗文化
課課長補佐に転任原田拓
庶務課長に転任音川啓太郎

文部省に出向（木更津工業商等専門学
校事務部庶務課長に就任）五十嵐春雄
飛鳥資料館庶務室長心得に配置換

森口節之

会計課課長補佐に昇任吉田博次

京都国立博物館学芸課考古室長に転任

八賀晋

平城宮跡発掘調盃部考古第二調査室長
に昇任佐藤興治
飛鳥藤原宮跡発掘調査部主任研究官に
昇任小笠原好彦

会計課に転任小林雅文

事務補佐員採用藤本節子
研究補佐員採用丸川義広

５月1 0 日埋蔵文化財センター研究指導部集落遺
跡研究室長に配置換佐原英

文部技官採用小林謙一
井上和人・清水真一

５月 1 6 日文部技官採用巽淳一郎

文化庁へ出向( 文化財保謹部記念物課）
稲田孝司

６月 2 1 日技能補佐員採用吉村司朗

研究補佐員採用新田洋

７月 3 0 日辞職：促幸治郎

１０月１日文化庁j 文化財保謹部建造物課主任文化

財調査官に転任岡、英男
１１月１日建造物研究室長に配置換牛川喜幸

1 2 月 2 3 日技能補佐員採用望月正治

１月 3 1 1 」辞職刀谷純子

３月3 0 口辞職沖村和子・石１１｣ 賀代子
石谷幸子・山 1 1 1 猛

坂野和信・福I I 1 洋子

主要工事

( 1 ) 施設整備費

飛鳥藤原宮跡発掘調査部研究棟新営工事
6, 850千円

同上電気工事
７１０

飛鳥資料館西側法面整備工事７６０
飛鳥藤原宮跡発掘調査部遺物収蔵庫電気工覗

５９０

飛烏資料館水道引込工事1 , 1 0 0

平城宮跡第４収蔵庫建設予定地造成工覗
３，４２１

平城宮跡発掘調査部受電設備改修工事
１，１７０

飛鳥藤原宮跡発掘調査部新営遺物収蔵庫収納棚

設置工事 1 , 9 6 8

飛烏資料館周辺整備工事3 , 5 5 0

覆屋便所給水管敷設工事４６７

飛烏藤原宮跡発掘調査部油庫新設工覗
５８９

( 2 ) 平城宮跡地等整備費
説明板設置工事 2 , 1 1 1

平城宮跡環境整備昭和5 1 年度第１期工覗
３１，２００

同上第２期工事
９３，０００

平城宮跡取水施設工事 1 , 9 3 0

奈良国立文化財･ 研究所要項

建物

‘ ｊｆ務所

倉庫収蔵肱

卓Ｍｉ

会談篭

識堂

写典篭

腔示室

覆屋･展示樵

その他

計

' R 要文化財
旧米谷剥鍵

合訓

がＨ野

７９７

１９１

２０

４０

１０９

８６

２００

1, 443

平城

1, 820

3, 777

１３０

１９２

１９２

360

1, 518

1, 427

9, 416

藤原

５
３
０
．
．
’
２
－
一
睡

妬
卵
哩
一
一
３

1, 732

旗・蝿
査料館

哩
一
拠
狸
的
鯛
郡
一
1, 581

2, 655

計

3, 234

4, 931

364

274

198

359

1, 008

1, 518

3, 360

15, 246

198

15, 444



奈良国立文化財研究所年報

Ⅷ組織規定

文部省設置法抜奉

昭和2 4年法律節1 4 6弓
昭和4 3 年６月1 5 日一部改正

第3 6 条第4 3 条に規定するもののほか，文化庁に
次の機関を置く。

国立文化財･ 研究所（前後略）

第4 1 条国立文化財･ 研究所は，文化財に関する調

査研究，資料の作成及びその公表を行う機関と

する。

２国立文化財研究所の名称及び位瞳は，次のと
おりとする。

名称

東京国立文化財研究所

奈良国立文化財研究所

位個

東京都

奈良市

３国立文化財研究所には，支所を瞳くことがで

きる。

４国立文化財研究所及びその支所の内部組織は
文部省令で定める。

文部省設置法施行規則抜準
昭和2 8 年１月1 3 日文部布令第２弓．，追加昭和4 3 年６月1 5 日
文部満令第2 0 号
昭和4 5年４月1 7日文部布令節1 1号，昭和4 8年４月1 2日
文部桁令節６号，
昭和4 9年４月1 1日文部満令第1 0号，
昭和5 0 年４月２ｍ文部省令第1 3 号，
昭和5 1 年５月1 0 ｍ文部省令第1 6 号

第５章文化庁の附属機関
第４節国立文化財研究所

第２款奈良国立文化財研究所
（所長）

第1 2 3 条奈良国立文化財研究所に, 所長を置く。
２所長は所務を掌理する。

（内部組織）

第1 2 4 条奈良国立文化財研究所に，庶務部，美
術工芸研究室，建造物研究室及び歴史研究室並
びに平城宮跡発掘調査部及び飛鳥藤原宮跡発掘
調査部を置く。

２前項に定めるもののほか，奈良国立文化財研
究所に，飛鳥資料館及び埋蔵文化財センターを
置く。

（庶務部の分課及び事務）

第1 2 5 条庶務部に，次の二課を置く。
一庶務課

二会計課

２庶務課においては，次の事務をつかさどる。

一職員の人事に関する諏務を処理すること。
二職員の福利厚生に関する事務を処理するこ
と。

三公文書類の接受及び公印の管守その他庶務
に関すること。

四この研究所の所掌事務に関し，連絡調整す
ること。

五との研究所の所掌に係る遺構及び遺物の保
全のための警備に関すること。

六前各号に掲げるもののほか，他の所掌に屈
しない事務を処理すること。

３会計課においては，次の索務をつかさどる。

一予算に関する事務を処理すること。

二経費及び収入の決算その他会計に関する事

務を処理すること。

三行政財産及び物品の管理に関する事務を処

理すること。

四庁舎及び設備の維持，管理に関する事務を

処理すること。

五庁舎の取締りに関すること。

（美術工芸研究室等の事務）
第1 2 7 条美術工芸研究室においては，絵画，彫

刻，工芸品，審跡その他の有形文化財（次項及

び第３項に規定するものを除く），及び工芸技

術に関する調査研究を行い，並びにその結果の

公表を行なう。

２建造物研究室においては，建造物及び伝統的

建造物群に関する調査研究を行ない，並びにそ

の結果の公表を行う。

３歴史研究室においては，考古及び史跡並びに

歴史資料に関する調査研究を行い，並びにその

結果の公表を行う。

（平城宮跡発掘調査部の六室及び事務）
第1 2 8 条平城宮跡発掘調査部に，考古第一調査
室，考古第二調査室，考古第三調査室，遺椛調
査室，計測修景調査室及び史料調査室を置く。
２前項の各室においては，平城宮跡に関し，次
項から第六項までに定める事務を処理するほか
その発掘を行なう。

３考古第一調査室，考古第二調査室及び考古第
三調査室においては，別に定めるところにより
分担して，遺物（木簡を除く）の保存整理及び

－７８－



奈良国立文化財･ 研究所要項

調査研究並びにこれらの結果の公表を行なう。
４遺椛調査室においては，遺構の保存整理及び

調査研究並びにこれらの結果の公表を行なう。
５計測修景調査室においては，遺椛の計測及び

修景並びにこれらに関する調査研究並びにこれ
らの結果の公表を行なう。

６史料調査室においては，木簡の保存整理及び
調査研究，史料の収集及び調査研究並びにこれ
らの結果の公表を行なう。

（飛鳥藤原宮跡発掘調査部の二室及び事務）
第1 2 9 条飛烏藤原宮跡発掘調査部に，第一調査
室及び第二調査室を置く。

２第一調査室及び第二調査室においては’ それ

ぞれ藤原宮跡及び飛鳥地域における宮跡その他
の遺跡( 藤原宮跡を除く）に関し’ 次の各号に掲
げる或務を処理するほか，その発掘を行なう。
一辿椛及び遺物の保存整理及び調査研究並び
にこれらの結果の公表

二辿柵の計測及び修景並びにこれらに関する
調査研究並びにこれらの結果の公表
三史料の収集及び調査研究並びにこれらの結
果の公表

（飛鳥資料館）

第1 3 0 条飛鳥資料館においては’ 飛鳥地域の歴
史的意義及び文化財に関し，国民の理解を深め

るため，この地域に関する考古資料，歴史資料
その他の資料を収集し，保管して公衆の観覧に
供し，あわせてこれらに関する調査研究及び訴
業を行なう。

（飛鳥資料館の館長〕

第' 3 ' 条飛烏資料館に，館長を置く。

２館長は，館務を' 裳理する。

（飛鳥資料館の二室及び事務）

第1 3 2 条飛烏資料館に，庶務室及び学芸室を脳
く。

２庶務室においては， 飛鳥資料館の庶務， 会計

園

等に関する車務を処理する”

学芸室においては，次の覗務をつかさどる。

飛鳥地域に関する考古資料，歴史資料，建

造物，絵画，彫刻，典籍，古文書その他の資
料の収集，保管，展示，模写，模造，写真の
作成，調査研究及び解説を行うこと。

飛鳥地域に関する図譜，写真その他の資料

の収集，整理，保管，展示，閲覚及び調査研
究を行うこと。

三飛鳥資料館の覗業に関する出版物の編築及
び刊行並びに蒋及宣伝を行うこと。

（埋蔵文化財センター）

鋪1 3 3 条埋蔵文化財. センターにおいては，次の

事務をつかさどる。

一埋蔵文化財に関し，調査研究及びその結果

の公表を行うこと。

二埋蔵文化財の調査及び保存整理に関し，地

方公共団体の埋蔵文化財調査関係職員その他

の関係者に対して，専門的，技術的な研修を
行うこと。

三埋蔵文化財の調査及び保存整理に関し，地
方公共団体の機関その他関係の機関及び団体
等の求めに応じ，専門的，技術的な指導及び

助言を行うこと。

（埋蔵文化財センターの長）

第1 3 4 条埋蔵文化財センターに長を置く。

２前項の長は，埋蔵文化財. センターの覗務を' 整

理する。

（埋蔵文化財センターの内部組織）

第1 3 5 条埋蔵文化財センター内に，教務室及び
研究指導部を置く。

（教務室の覗務）

第1 3 6 条教務室においては，研修の実施に関す

る事務を処理するほか，埋蔵文化財センターの

庶務に関する事務をつかさどる。

（研究指導部のl I I 室及び事務）

第1 3 7 条研究指導部に，考古計画研究室，集落

遺跡研究室，遺物処理研究室及び測吐研究室を

置く。

２考古計画研究室においては，第1 3 3 条各号に

掲げる事務（他の室の所掌に属するものを除

く｡ ）をつかさどる。

３集落辿跡研究室においては，築落遺跡に関
し，第1 3 3 条各号に掲げる歌務（進物処理研究
室及び測域研究室の所掌に属するものを除く）

をつかさどる。

４遺物処理研究室においては遺物の処理に関

し，第1 3 3 条各号に掲げる事務をつかさどる。

５測敗研究室においては，埋蔵文化財の測並に
関し, 第1 3 3 条各号に掲げる覗務をつかさどる。

－７９－
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服部栄次

音川啓太郎
岩水次郎
山崎一博

忠利二
木寅忠雄
森Ｈ１光治
岡川博死
橋本宏麗
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綾村宏
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宮沢柳士
中村雅治
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